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第十一章　秘密指令は夜這いと共に












　ラティファが部屋に戻り、サイデルの手を借りて寝支度を始めたところで、エミーリアも自分の部屋に戻ることを許された。

「疲れたぁ……」

　部屋に入ったとたん、ずるずると床に座り込む。

（まったく、なんてことしてくれるんだか……）

　不意打ちでキスされた。唇がかすめた頬がまだ熱いみたいで、手で思わず触れる。

　あのあとはものすごく大変だった。キースに興味ある令嬢達に囲まれて、あれやこれやと言われ、追い払うのに大変だった。

　ラティファには興味津々のまなざしを注がれるし、つっこまれるし。シンシアときたら、にやにやしてその様子を見守っているのだから、質が悪い。

（明日からはもっと忙しくなりそうだし、気合いを入れておかないと）

　明日から、ラティファは国内を視察して回ることになっている。

　結婚してこちらにとどまる可能性もあるけれど、グランディール王国の制度を自国にも取り入れようとしているらしい。

　そんなわけで彼女のスケジュールはびっしりと詰め込まれていて、ほぼ毎日のようにあちこち出歩くことになっている。

（……本当に、狙われている自覚、あるのかな）

　まあいい。

　明日は早起きしないといけないし、さっさと眠って、明日に備えよう。

　ルイを見ると、鳥籠の隣に置いてやったクッションをベッド代わりに眠っているようだ。

「……のんきなものね」

　要求されていた生ハムは持ってこられなかったから、眠っている方が文句を言われないし、楽でいい。明日、厨房に行って何かもらってこよう。

（キース殿下のことは、考えない、考えない）

　ささっと入浴をすませ、寝間着に着替えたところで大きくあくびをする。

　たいした仕事はしていないと思っていたけれど、ラティファに無礼な真似をする者がいないか見張るのに忙しくて、やはり気を張っていたらしい。

（……明日は、ラティファ殿下のところに行く前に警護の手配を確認しないとだったわね）

　明朝、最初に女官長と一緒に警護の手配を確認する。シンシアとサイデルも一緒だ。遅刻するわけにはいかない。

　もそもそとベッドに潜り込もうとしたら、こんこんと窓が叩かれる音がした。それからひそひそと「エミーリア嬢！」と名前を呼ぶ声まで聞こえてくる。

（……なんで、窓から声がするのよ）

　エミーリアはぎゅっと眉間に皺を寄せた。

　だって、ここは三階なのだ。窓から声が聞こえてくるのはおかしい。

（嫌な予感しか、しないんだけど）

　とはいえ、放置しておくわけにもいかない。聞き覚えのある声でもあったし、しぶしぶ窓に近寄って開け放った。

「やあ」

「何やってるんですか、殿下」

　窓枠にしがみついていたのはキースだった。ここまで外壁をよじ登ってきたらしい。エミーリアの顔を見てへらっと悪びれない笑みを向けてくる。

「何って……夜這い？」

「アラヤダ、キュウニヒエコンデキタワ」

　平坦な口調で言うと、エミーリアは窓を閉じかけた。

「わ、待て。ちょっと待て！　今のは冗談だからっ」

「今のは、じゃないですよね？　さっきも何かやってくれましたよね？」

「あれはだな……！　というか、真面目に中に入れてくれないか。いつまでもここにいたら見回りの騎士に怪しまれるだろう」

　怪しまれるも何も、押しかけて来たのはキースの方だ。

　ため息をつきながらも、改めて窓を開く。キースに向き直ると、彼はえいやっと窓枠を乗り越えて中に入ってきた。

「夜這い発言は聞かなかったことにしておきますが、……年頃の女性の部屋に夜中に侵入するだなんて、感心しませんわね」

「さっき、あとで行くって合図しただろ。ダンスした時にもあとでって言っただろ」

「……合図？　あとでって、まさか部屋まで押しかけてくるとは思いませんよっ！」

　先ほどキースがキスしたばかりの頬を指でつつかれて、エミーリアは飛び上がった。

　あれで今夜行くということになるなんて、完全に恋人レベルだ。

　キースは、エミーリアの察しのよさを過大評価しているらしい。キースとの間に恋人レベルの以心伝心なんてありえない。

（――ってそうじゃなくて！）

　自分に突っ込んだエミーリアは、じっとりとした目をキースに向けた。

「あれが合図だとは思ってなかったですけど、まあいいです」

「よくはないって、顔が言ってるぞ」

「それは、しかたないです」

　エミーリアはむくれた表情になった。だって、キースのせいであの後大変だったのだ。

「……でも、あれで他の貴族達を追い払うことはできただろう？」

「……はい？」

「俺が口説いてるとこだって、公表したも同然だから、当面他の貴族はお前には近寄らない」

　そういうこと……だったのか。

　キースがエミーリアにちょっかいを出して見せたのは。

　ありがたいと思えばいいのか、乙女の頬を奪いやがってと腹を立てればいいのか、微妙になってきた。

「ま、俺が他の男を寄せ付けたくないってのも本当のことだけど。これで、女官の仕事に集中できるだろう」

「あ……ありがとうございます？　殿下」

　それはどうかと思ったけれど、一応お礼は言っておく。令嬢達に睨まれるのは困るけれど、大勢の男性陣にアプローチされるよりはまだましだ。

　窓枠に腰かけたキースは、舞踏会の時とまったく変わらない格好だった。

　たぶん、ラティファと一緒にエミーリア達が引き上げた後も、会場に残っていろいろと仕事をしていたのだろう。他の貴族との顔つなぎとか情報収集とか。

「真面目な話、ラティファ姫のことをどう思う？」

「どうって言われても……そうですねぇ……」

　真摯な顔で問われたところで困ってしまう。まだ、ラティファの人となりもよくわかっていない。

「そうですねぇ、変わっていると言えば、お世話をサイデルさんにしかさせないことくらいでしょうか」

「サイデルに？」

「ええ。着替えも彼が手を貸しているみたいです。手伝うと言ったら、さっくり断られました」

　エミーリアの言葉に、キースは怪訝そうな顔になる。

「俺が着替えに手を貸すって言ったら、お前どうする？」

「全力でお断りしますけれど」

「だよなー」

　窓枠に腰かけた彼は、うーんと唸って両手を組んだ。

　この国の女性達と比較したら羞恥心の薄いエミーリアでさえ、着替えを男性に手伝わせるのは若干ためらう。

　若干であるから緊急事態には手伝ってもらうかもしれないが、今のところその必要にせまられたことはない。

「あとは……王族の方にしてはちょっと手がごつごつしてる……かなって。でも、剣をたしなんでいたら、そうなる気もするんですよねー。私も、人のことは言えないし」

　ほら、とキースの前で手をひらひらとさせる。

「……そうだな」

「どさくさ紛れに手を握るのはやめてください、殿下」

「おや、おかしい。勝手に手が」

　何が勝手に手が、だ。

　――でも。

「でも、これはお前が頑張った印だろう」

　正面からそんな言葉を向けられたら、それ以上何も言えなくなる。

　こちらの世界ではスポーツの大会なんてないのに、続けてきた努力を認められた。それだけで充分で。

　慌てて手を引き抜くのもなにか違う気がして、耳がじんわりしてくるのをどうにもできなかった。

「わかった。エミーリア嬢」

「はい？」

　キースが何をわかったのか――エミーリアはさっぱりわからなかった。首を傾げたら、彼は満面の笑みで宣言した。

「交換日記をしよう」

「交換日記？」

　交換日記ってどこの小学生だ。

　というか、なんでキースと交換日記をしなければいけないのだ。彼の真意がわからなくて、じろりと見るのと同時に手を引き抜いた。

「あ、いや……ほらあれだ。ラティファ姫についての情報が欲しいんだよ」

「直接お聞きになればよろしいでしょうに。だって、ラティファ殿下って殿下との縁談があっていらしているのですよね？」

「おい、何言ってるんだ。そんなわけないだろう。俺は、お前が女官長になるまで待つからいいんだ」

　それって、どうなのだろう。王族なのだから、政略結婚しなければいけないだろうに。

「なら、ジャレッド殿下ですか？　それはちょっと困る……クリスティナ一人だけだっておっしゃっていたのに」

「兄上の時は困って、俺の時は困らないってどういうことだ」

「……全然困りませんから」

　はぁっとため息をついて、キースの肩が落ちた。

「言っただろ？　タリム王子が王太子候補に挙がってきた関係で、ラティファ姫の身にも危険が及ぶ可能性があるって」

「そうでしたね。その分、私も注意を払っているつもりですし、報告も上げてますし」

　今のところ、無礼な真似をする者も、怪しげな行動に出る者も見なかった。

「それはわかっている。ただ、ラティファ姫の関係者にお前としょっちゅう話をしているのを気づかれたくない」

　それはなんとなくわかるような気がした。

　ラティファとしても、自分の世話係が、王族としょっちゅう話をしていたらいらない勘ぐりをしたくなるだろう。

「だから、ラティファ姫の様子を書いて俺に届けてほしい。俺からも、知った情報は流すから。あと、シンシア嬢とエミーリア嬢の情報共有も頼む」

　なるほど、とエミーリアはようやく納得した。要は交換日記というよりは文通……というか、正確には情報交換ということか。

「女官長に出す報告書とは別に、報告書を送れということですね。でも、それはどうやってお届けします？　どなたに頼んだらいいのですか？」

　エミーリア自身の手で届けるわけにもいかないだろう。妃教育の時と違って、キースのところに行く用事なんて、しょっちゅうあるわけじゃないし。

　けれど、キースの答えはエミーリアの予想とは全然違うものだった。

「お前のあの鳥、配達人代わりに使えるだろう？　俺の部屋、覚えているだろうし、届け物はよくやっているよな」

　以前からキースとの連絡にルイを使っていたからそういう発想になるのもわかる。けれど、キースの部屋の位置を覚えているってどういうことだ。

「なんで、殿下の部屋をルイが知っているんです？」

「さっき、俺の部屋でがつがつ俺の夜食食ってたぞ」

　キースの言葉に、クッションの上でぐぅぐぅ寝ていたルイががばっと起き上がった。

　そして、窓から逃走しようとするルイの足を掴んだエミーリアは、ルイの目を正面からのぞき込む。

「ちょっと、ルイ？」

「や、僕知らないしー」

「知らないしーじゃないでしょう！　殿下に謝りなさいっ」

　いつの間にか単なる鳥に擬態するのをルイもエミーリアも忘れていたけれど、キースはそこを追及するつもりはないみたいだった。

















第十二章　新たな任務スタート！












　翌朝、エミーリアはすっきりとした気分で目を覚ました。キースとの交換日記、いや、報告書は、随時ルイを使って送り届けることになっている。

「というわけで、よろしくね」

「それって僕の仕事じゃない気がするんだよねぇ……」

　にっこり笑ったエミーリアに仕事を押し付けられたルイは、ものすごく嫌な顔をした。

　ルイの仕事は、エミーリアの守護天使である。だが、このところエミーリアの周囲はものすごく平和なので、ルイに守ってもらう必要はない。

「何を言っているの。できる限りのことはしないと！」

　というわけで、今日から新たな任務のスタートである。

　女官の制服は黒を基調としている。襟と袖口は白で、胸の前に並んでいる飾りボタンは金だ。スカートの裾はいくぶん短めの動きやすい作りである。

　靴は個人の履きやすいものでいいということで、エミーリアが選んだのは、実家から届けてもらった一足だった。以前、妃教育の時に持ち込んでキースに叱られたのと同じように靴の中に鉛が仕込まれている。

　本来王宮に危険物は持ち込めないのだが、最悪の事態に備えてエミーリアも最後の砦のような役を与えられたために、特例で認められた。

　向かった女官長の部屋には、もう全員集合していた。部屋のテーブルには大きな地図が広げられていた。

「こちら、護衛係のゲイルよ。今日の視察ルートをもう一度確認させてもらえるかしら」

　女官長の側にいる中年の男性は、王立騎士団の騎士であり、女官長の夫でもある騎士のゲイルだ。

　王立騎士団で騎士として務めているだけあって、立派な体格の持ち主だった。生真面目そうな表情に、時々浮かべる笑みが印象的だ。

　妃教育の間は別件の捜査をしていたそうで、今まで顔を合わせる機会はなかった。今後は、彼と行動する機会が増えるだろう。

「王宮を出て、まずは西に」

　ゲイルが地図を指で示す。

「……遠回りですよね？　……ああ、この道は狙撃しやすいからですか」

　シンシアが地図を見て一瞬考え込む表情になったけれど、すぐに自分で答えを出した。なぜ、シンシアがその答えに行き着いたのか、エミーリアにはさっぱりわからない。

「……狙撃って？」

「ここ」

　シンシアの指が押さえたのは、地図上にある建物のうち一つだった。

「今日の目的地の学校は、王宮を出て南にまっすぐに行くのが一番近道でしょ。でも、そうしないということは、この建物を避けたんじゃないかと思って。この建物からなら、弓矢で馬車を狙いやすいだろうし」

　そう言って、シンシアは慌てたようにゲイルに向き直った。

「素人考えで……ごめんなさい。警護の方の立てた計画に文句を言うつもりはないんです」

「いや、それで正解だ。それと、こことここに人員を配置して、あらかじめ怪しげな人間がいないか確認しておく」

　ゲイルの指が、地図を的確に押さえていく。

「……なるほど、そういうこと。ごめんなさい、私は全然わかりませんでした」

　要人の警護なんて、前世でも今生でも経験したことがない。ゲイルが何を考えて移動計画を立てたのかも、さっぱりわかっていなかった。

「私達が計画を立てるわけではないから、作戦は立てられなくてもいいのよ。ただ、今日の道筋でどこを特に警戒しなければならないかだけはよく頭に入れておいて」

　女官長の言葉に少しだけほっとする。それからいくつかの点を確認して、今度はラティファの部屋へと向かった。

「おはようございます、ラティファ殿下」

「……おはよう」

　二人揃って挨拶をした時には、ラティファはもう完全に支度を終えていた。

　今日のドレスは鮮やかな青。やはり襟がつまったデザインだ。どうやら、アザール王国ではあまり肌を露出しないのが流行らしい。

　シンシアがラティファとサイデルに今日のスケジュールについて説明している間に、エミーリアは隣にある寝室をてきぱきと片付ける。

　そうして時間になったところで、馬車に乗るために移動した。

　サイデルは馬の手綱を握って、馬車の側に控えている。

（……ずいぶん厳重ね）

　要人だから当然なのかもしれないが、馬車の周囲は護衛の騎士に固められている。サイデルも、馬で同行するようだ。

　ゲイルをはじめとした騎士達も出発の準備を終えて、あとはラティファが馬車に乗り込めばいつでも出立できるというところまできたその時、不意に、サイデルが大声を上げた。

「こいつ、何のためにここにいる！」

　こんなところで敵襲かと、慌てたエミーリアはサイデルの方に視線をやり、別の意味で悲鳴を上げそうになった。

「ぎゃー！　ぎゅー！」

　サイデルの手に足を掴まれて、ばたばたしているのは白い鳥。つまりエミーリアが連れて歩いているルイだ。

「怪しいやつめ。さては、姫様を襲撃するつもりだろう」

　オウムの爪で引っかかれたり、嘴でつつかれたりしたら痛いのはわかるが、サイデルのその発言はいかがなものか。そして、エミーリアの目の前で、サイデルは問答無用でルイの首を捻ろうとしていた。

「わわあああああ、サイデルさんっ、その鳥は放してもらっていいですか！　首捻るとかやめてぇぇっ！」

「……この鳥は、ずっと姫様を見ている。怪しい」

「この子が見てたのはラティファ殿下じゃなくて、私っ！　私だからっ！」

　慌ててサイデルの手からルイをひったくった。ぐったりとしていたルイを、揺さぶったらぱちりと目を開く。ほっとしつつも、ひそひそとエミーリアはささやいた。

「ちょっと、ルイ、あなた何やってるのよっ」

「キース殿下に見張ってろって言われたからさぁ……」

「なんで殿下の言うことを聞いてるのよっ」

「いやだって、君も心配だったし……一応、守護天使だし……」

　エミーリアを守りに来てくれたのはともかくとして、なぜ、キースの命令にしたがっているのだ。

（まさか、生ハムにつられたとかじゃないわよね……？）

　生ハムごときで買収されていたらどうしよう。

「……どうしたの？」

　ようやく騒ぎに気づいたらしいラティファが、こちらへ歩み寄ってくる。エミーリアの手にいる白い鳥に気がついて、彼女は目を瞬かせた。

「申し訳ありません。私の飼っている鳥なのですが、脱走してきてしまったみたいで。放してやれば部屋に帰ると思うのですが」

「この国では、侍女も鳥を連れて王宮に入ることができるの？」

「室内飼いのできる小動物に限られていますが、許されています。遠くから都に働きに来る人もいるので寂しくないようにという心遣いですね」

　正確には侍女ではなくて女官だが、侍女にも女官にもペット同伴は許されている。

　エミーリアの知っている範囲では、新人女官が連れてくるペットはたいてい小鳥かリスといった小動物だ。散歩に連れていく必要もないし、えさ代の負担も犬や猫と比較すると安くすむからだ。

　二人ほど犬を飼っている女官もいると聞いているが、彼女達は新人ではなく五年以上お勤めしているベテランだ。捨て犬を拾って面倒を見ているらしい。

「ルイはよく脱走するのです」

　と、脇からシンシアが口を挟む。妃教育の間も何度かルイが出歩いているのを見ているから、シンシアもルイの存在はよく知っていた。

「鳥籠の扉は開けてしまうし、窓からも脱走してしまうんです。ちゃんと帰ってくるのでもう諦めました」

「あれはミアンでしょう。オウムの中でも賢い種類だから、脱走くらいしてもおかしくはないわね。ただ、私の国では、ミアンを暗殺に使うこともあるの。なるべくなら、この子はサイデルに近づけない方がいいわね」

「どういうことでしょうか？」

　いくら賢いとはいえ、ミアンはオウムの一種である。暗殺に鳥をどう使うのか、エミーリアには見当もつかなかった。

「たしか、ミアンの爪や嘴に毒を仕込むのではなかったですか？　爪や嘴で傷を負えば、確実に死にいたるように」

　シンシアは話に聞いたことがあったようだ。シンシアの言葉にラティファはうなずいた。

「ええ。成功率はあまり高くないけれど……ミアンが賢いと言っても鳥ですものね。でも、人が行けないところでも行けるから」

「とりあえず、サイデルさんには近づかないように言っておきます。いいわね？　あの人には近づかないこと」

　慌てたエミーリアは、ルイをぽいっと放り投げた。解放されたのを幸いと、ルイはばたばたと飛び去っていく。

（今の話からすると、暗殺を恐れてぴりぴりしてるのでしょうね）

　ラティファの同母兄であるタリムは、急遽王太子候補に挙がったという話は聞いている。

　一夫多妻制を取っているからこそ発生した問題であるのだろうが、暗殺に使えるくらい賢い鳥を無造作にラティファに近づけてしまったのは、エミーリアの失態である。

　ラティファは笑って許してくれたが、女官長に報告して改めて謝罪しなくては。

　今日、ラティファが視察に訪れたのは、都から少し離れたところにある学校だ。この学校には、主に農業を営んでいる家の子供達が通っている。

　貴族の子女は家庭教師につくのが一般的だが、貴族ではない子供達はよほどの富豪の家の子供でもない限り、初等教育は学校で受けるのが一般的だ。

「この学校では、鶏を飼っているのね。あと牛も」

「卵と牛乳を販売しているそうです」

　今日視察に訪れた学校では、農繁期には一週間ほど学校が休みになる。家の手伝いをしやすいようにというために作られた制度だ。

　教員の給料は国が支払うが、備品は、各家庭の負担となる。

　そんなわけで、鶏と牛を子供達が育て、卵と牛乳は学校が持っている直売所で販売される。その収益を学校の備品の購入費用にあて、家庭の負担を少なくする工夫をしているそうだ。

「アザール王国には、学校という制度がほとんど存在していないから参考になりました」

　視察を終えて馬車に戻ったラティファは、視察の結果に満足したようだった。

「それなら、字を読めない人の割合が多いということですか？」

「ええ。兄はそれも改革したいと思っているようなのだけれど……まだ、手が回らなくて」

「教師を探すのも大変ですしね」

　シンシアとラティファが話しているのを聞きながら、エミーリアはこっそり馬車の外に目を向ける。すぐ側を馬で進んでいたサイデルと目が合って、慌てて視線をそらした。

（すっごく睨まれてる気がする……！）

　朝、ルイが引き起こした騒ぎを考えれば、睨まれてもしかたのないところではあるのだろうけれど。

（ルイに暗殺術なんて仕込んでないんだけどな……）

　そんな手段を使うことがあるとは思ってもいなかった、今回はしかたない。あんなことがあったのだし、ルイもサイデルには近づかないだろう。

「こちらでも似たようなものだと思いますよ。学校があるのって、王都の近くだけだって聞いていますし……ねえ、シンシア、そうだったわよね？」

「エミーリアの言うとおりです」

「人口が少ない地域では、子供の数も少なくて、学校を作れません。ですが、ウィンボーン子爵家の郵便馬車のおかげで、だいぶよくなったと聞いています」

　前世の経験から、字を読めない人は少数派だとエミーリアは思っていたけれど、実は、この国の識字率は七割程度らしい。

　ここ十年ほどで五割から七割に上昇したのだそうだ。というのも、父の郵便事業に携わっている者達が、手紙を集めたり配達したりしながら、その地域で暮らす住民達に字を教えて回ったからだ。

　御者が、文字の読み書きと基本の計算だけは教えたために、識字率は上昇したと聞いている。

「なるほど……郵便馬車の御者は、皆字が読めるの？」

「文字の読めない人のために、手紙を読んであげたり代筆したりするのも、郵便馬車では、御者の仕事なんです。最初は文字の読み書きができる人を集めるのに苦労したので、行く先々で文字を教えて、人材の確保に励んだと聞いています。文房具代や教科書代はウィンボーン家が負担したと父が言っていました」

　まあ、と興味深そうにラティファが身を乗り出してくる。

「郵便馬車の視察もお願いできるかしら……ええと、国境付近の学校のない地域でどう子供達と勉強しているのかを見てみたいわ」

「……ええと」

　それってどうなのだろう。エミーリアはシンシアと顔を見合わせた。

「それは、帰ってから検討させていただけませんか。国境付近の学校のない地域まで視察に行くとなると……警備の手配も大変になると思うので」

「そうですね。郵便馬車の視察となるとウィンボーン子爵の協力……ええと、父も断らないとは思いますが、そのあたりの調整も必要になりますし」

　シンシアの言葉に、エミーリアも付け足した。ラティファは一瞬考え込んだが、すぐに微笑みに表情を変えた。

「お願いできたら嬉しいわ」

「かしこまりました。では戻ったら、女官長に相談してみます。すぐに許可が下りるかどうかは、私にはわかりませんが」

　まずは、ジュリア女官長に話を通し、そこから王族との協議に入ってもらう。ラティファは国賓だから、彼女の警護の手配も必要だ。許可が下りるまでには、時間がかかるはず。

　馬車が王宮に戻ると、サイデルがさっと手を差し出して、ラティファが下りるのに手を貸す。その様子はいつもやっているという慣れた気配が感じられた。

「ラティファ殿下のお世話は私がするから、あなたは女官長のところに行って話をしてきたらどう？　ウィンボーン家の都合もあるだろうし、あなたが行った方が、話は早いでしょう」

「でも……一人で大丈夫？」

　シンシアがそう言う通り、話は早くすむだろうが、一人にしておいていいのだろうか。

「大丈夫よ。基本的にサイデルさんに任せているでしょう、あの方」

「わかった、ちょっと行ってくるわね」

　シンシアの言うことにも一理ある。

　なにせ、郵便事業を一手に担っているのはエミーリアの父親だ。王宮を通じてのやりとりになるとはいえ、互いをよく知っている相手の方が何かとやりやすい。

　女官長の部屋に行くと、忙しそうに報告書をチェックしているところだった。王宮の裏方仕事についての情報は、最終的に全て彼女に上げられるので忙しい。

「ただいま戻りました。それと、ラティファ殿下から、国境の近く、人口の少ない地域で教育を行っている郵便馬車を視察に行きたいというお申し出があったのですが……」

「……郵便馬車を？」

　眼鏡の位置を調整しながら、女官長は考え込む表情になった。国境付近に行くとなると、どうしても警備が薄くなる。

　もちろん、護衛をつけないというわけではないが、今日の視察とは事情が変わってくる。

「陛下にも相談してみるわ。アザール王国との国境に近々キース殿下が向かうことになっているから、それに合わせられればなんとかなるかもしれないし」

「キース殿下が？」

「ええ。アザール王国の第二王子との会談が入っているそうよ。おそらく、先方は我が国との仲を深め、王太子への後押しを依頼するつもりなのでしょう」

「それって、ラティファ殿下が危険ではありませんか？　たしか、同腹のお兄様であるタリム殿下が王太子候補に急浮上したことで、ラティファ殿下の身にも危険が及ぶ可能性があると聞いた気がするのですが」

　そんなところで、第二王子との会談の場までキースに同行してしまっていいのだろうか。

「ええ……ただ、先ほど届いた知らせなのだけれど、タリム殿下は少し前から、表に出なくなっているそうよ。そのため、彼の支持者達も手を引いたようね」

「……そんなことになっているなんて」

　女官長ならばともかく、一介の女官であるエミーリアは、そこまでの事情を知る手段もない。今、初めて聞かされて驚いた。

「ええ。なので、ラティファ殿下の身に危険が及ぶ可能性は低いのではないかと思うの。もちろん、油断はできませんけれどね」

　タリムが王太子争いから脱落したのなら、今さらラティファに手を出す必要はないだろう。女官長の言う通り、油断はできないが。

　報告をすませたエミーリアは、ラティファの部屋に向かいながら考え込む。

（……あとで、お父様にも聞いてみよう）

　国内中に郵便馬車や商品を運ぶ馬車を走らせている父の所には、国内外からの噂話も集まってくる。

　アザール方面なら、最近ダール豆の輸入の件で馬車が往復する回数も増えているし、おしゃべりの好きな商人からも何か聞いているかもしれない。

（ラティファ殿下の方が落ち着いたら、クリスティナのところに様子を見に行ってみようかな）

　他国の王族を迎える準備にかかりきりになっていて、クリスティナに会う時間も取れていない。

　普通なら、王太子の婚約者に会うなんてなかなか許可が下りないが、従姉妹でもあることだし、クリスティナも断らないだろう。

　ラティファのところに戻る前に、自室に立ち寄る。机の上に置いてある便箋を一枚取り、大急ぎで視察の件をしたためた。

　本棚の上に置いたクッションでくつろいでいたルイに、折りたたんだ便箋を押しつける。

「ルイ、ちょっとキース殿下のところまで行ってきてちょうだい」

「……えー」

「殿下の夜食、食べちゃったんでしょ。先払いしてもらった分は働きなさい」

　女官長からも話は行くだろうが、話が出た時のラティファが妙にのりのりだったことまでは報告していない。

（……こんな報告で役に立つのかな）

　不意にそんな気になったけれど、頼まれたことだし、一応連絡するだけは連絡しておこう。






　ラティファから下がる許可が与えられた後、エミーリアはクリスティナの部屋を訪れた。

　けれど、部屋の扉を開けた瞬間、固まってしまう。

「……あいたたたっ」

　クリスティナの部屋、ベッドに横になってマッサージを受けているのはグウェンダリンだ。そして、マッサージをしているのがクリスティナ。どう見ても立場が逆だ。

「ちょっと、それおかしくない？」

「おかしくないわよ……って、力入れすぎ！　勢い任せに押したら痛いでしょうに」

「……エミーリアに教わった通りにやっているのに」

　グウェンダリンの足裏をマッサージしていたクリスティナがしょんぼりとした顔になる。

「……ジャレッド殿下にしてあげたいって、私達が練習台になっているの」

　ひそひそとメイリーがささやいた。

「なるほど」

　ジャレッドがクリスティナを選んだのは、ほんわかふんわりした癒し系だからというのが大きな理由らしい。自分の部屋に戻ってまでぎすぎすしていたくないのだろう。

　心だけではなく、肉体的にも癒してやろうという心意気は買いたいところではあるが、相手が痛がっているのでは、癒しにはならない。

「ああああああっ、そこ……だめ……だめ、だってば！」

　ぎゃーぎゃーわめいているグウェンダリンにはかまわず、エミーリアはクリスティナの横に座り込んだ。

「だめだめ。痛かったら効いているってわけでもないの。力は調整しないと」

「……そうなの？」

「そうよ。ちょっと代わってみて？　えいっ」

「痛いっ」

　力任せに押してみるエミーリアの背後に立ったメイリーが、興味津々のまなざしで手元を眺めていた。

　上半身を持ち上げたグウェンダリンが、じっとりと恨みがましい目でこちらを見つめてきた。

「……今、思いきり押したわよね？」

「ええ、ちょっと試してみただけ……ちょっと肩がこっているのではないかしら？　あとはええと……」

　今度はきちんと力の加減をし、足の反射区を押しながら、体調を探っていく。

　以前と比較すると、グウェンダリンに対してエミーリアの口調が若干砕けてきているのは、侍女モードを完全に取っ払っているからである。

　女官モードでもなく、クリスティナの従姉妹モード発動中なので、グウェンダリンに対しても、友人的立場なのだ。

　妃教育をくぐり抜けた今、親しい友人とまではいかなくとも、グウェンダリンともメイリーともそこそこの関係を保っている。社交上の付き合いは、自分できちんと管理できる範囲で広い方がいい。

「週三回くらいはした方がいいわよ。あれは、体調を整える意味もあるから」

「そう言えば肩がこっているってどうしてわかるの？」

　メモ帳片手にメイリーがのぞき込む。どうやら、彼女も本格的に勉強に乗り出してきたみたいだ。

　足裏の反射区と呼ばれる場所を押すことによって、体調を整えるリフレクソロジーの基本を、『異国渡りのマッサージ』として簡単に説明してやる。

「一度に覚えなくても平気よ。あとでメモ渡すから。それと、あまり痛くしなくても効果はあるから。施術中寝てしまうくらいでちょうどいいかな……」

　ものすごく痛い方式もあるが、エミーリアは痛いのはイヤだ。だから、前世で施術を受ける時も自分で施術できるよう勉強する時も、あまり痛くない方法を学んだ。

「ウィンボーン子爵家って本当にいろいろな情報が入ってくるのね……あっ、そこ、そこ気持ちいいかも」

　実験台になっていたグウェンダリンが、ふぅっと息をつく。

　それも当然。前世から、修業してきたゴッドハンド。始めたばかりのクリスティナと一緒にしてもらっては困る。

「聞きかじりの知識だから、記憶違いもあるかもしれないけれど、マッサージに関しては、さんざん練習したから、自分でもいい腕してると思うわよ」

　足裏の反射区について説明してやり、受けている相手が心地よいと思う力の入れ方についても説明する。片足を終えた時には、グウェンダリンはうとうととしていた。

　ここまできてようやく本題を思い出した。

「そうそう、私、こんなことしに来たんじゃなかったのよ。アザール王国の王族について、知っていることを教えてもらえないかしら。ラティファ殿下もサイデルさんも基本的なことしかお話にならないから、何がどうなっているのかよくわからないのよねぇ」

　アザール王国には、先日亡くなった王太子カーレルを筆頭に、十人近い王子がいる。

　次の王太子候補としては、第二王子エリク、第三王子ユン、そして第四王子タリムが有力だったそうだ。ユンとタリムは比較的仲がよく、エリクとタリムの仲は良好ではないらしい。

　ユンは辞退しただけではなくタリムを推す方向に回ったために、タリムが候補者として急上昇したという事情があるそうだ。

「タリム殿下は、素敵な方よ。一度だけお目にかかったことがあるけれど。ラティファ殿下とよく似ているわね。ただ――やっぱり第四妃の子供ということで、国内での立場はあまり強くないという印象だったわ。正直、王太子候補と聞いて驚いたもの――あっ、そこは痛いっ」

　グウェンダリンは侯爵家の娘なので、王太子の婚約者となる前のクリスティナやエミーリアが出席しないような会にも呼ばれる機会が多かった。どうやら、そこでタリムと顔を合わせる機会があったらしい。

「でも……タリム殿下は王太子候補から外れたと聞いたけれど。国内の支持者達も彼から急速に離れているのですって」

　と、口にしたのはクリスティナ。

「うん、それはさっき女官長から聞いたけれど、ラティファ殿下から聞いてないのよねー。まあ、下っ端女官ごときに国の大事を言いたくないっていうことなのかもしれないけれど」

「……替わってくれる？　今度はちゃんとできると思うの」

　話をしている間、ずっとエミーリアの手元を眺めていたクリスティナは、自信満々で場所を替わる。

「ここでしょ？　こうしたらいいんでしょ？」

「あああああっ、痛い、痛いってば！」

「……そんなに力を入れているわけじゃないのに」

　腕をばたばたとさせて、グウェンダリンがベッドの上で暴れまわる。変ねぇとクリスティナは首をかしげたけれど、メイリーがぼそりとつぶやいた。

「……わざとやってるんじゃないかという気がしてくるわ」

「それについては、コメントは差し控えておくわ。王太子殿下が、グウェンダリン嬢より痛みに強いことを祈るしかないわね」

　ジャレッドを犠牲にする前にグウェンダリンを犠牲にしておいた方がいいのではないかとも思ったが、それ以上のことは口をはさむのはやめた。






　もろもろの事情を考え合わせ、関係各所への調整もすませた上で、郵便馬車の視察をする許可が下りた。現在王太子に一番近いとされている第二王子エリクとキースの面談にタイミングを合わせるのが条件とされている。

　会談の日程は、まだ最終的な調整中であるから、そちらが決まるまではラティファの視察も新しい動きはない。

　ラティファがグランディール王国に入って二週間。エミーリアとシンシアはラティファのお世話係として忙しく過ごしていた。

「ええと、レターセットを補充して……あとは、化粧品を補充して……あと残っている仕事はなんだっけ？」

　エミーリアはてくてくと歩きながら、シンシアに問いかけた。

「ラティファ殿下への招待状の返事。来週、あなたの家に行くのでしょう、それでその前に会いたいって招待状が殺到しているわよ」

「ああ、そうだった。お父様は大喜びだったけど」

　ダール豆の取引の急増には、ウィンボーン子爵家が大きく関わっているということもあり、ラティファの希望する訪問先の一つにウィンボーン家も含まれていた。

　子爵家より先にラティファと会見する機会を得たいという貴族からの招待状がひっきりなしに届けられているのである。

　屋敷への招待が無理であれば、王宮に訪問する許可を得たいと、面会希望の手紙もひっきりなしに届く。そんなわけで、エミーリアとシンシアの仕事は急に増えていた。

「悪いけど、今夜はあなたにお任せするわね」

　今夜はシンシアの実家であるディーン伯爵家の夜会に出席するため、シンシアは伯爵家側の人間としていったん実家に戻ってラティファの応対をするのだ。

　そのため、今夜はラティファの側にいるのはエミーリア一人。

「任せてちょうだい。まあ……ラティファ殿下のお世話は楽だけれど」

　使用人であるのは事実なので、使用人扱いされるのには文句はない。

　だが、ラティファは身の回りのことはほとんどサイデルに任せてしまうし、我儘な性格でもない。世話をする側としては、非常に楽な相手である。

　そのままシンシアは実家に戻り、エミーリアはラティファに侍女として随行し、ディーン伯爵家を訪れた。

　今日のラティファは、鮮やかな緑のドレスを身に着けている。たしかに、彼女の肌の色には原色が合う。

　金糸と銀糸でびっしりと刺繍を施されたそれは、とても華やかなデザインだ。今日のドレスもやはり襟が高く、その上からダイヤモンドを連ねた首飾りが輝いていた。

　サイデルにまた暗殺を疑われても面倒なため、ルイには先にディーン伯爵家に行ってもらった。

「なんで僕をこき使うのさ！」

　とぶぅぶぅ文句を垂れていたが、夜食の生ハムとチョコレートケーキでつった。夜食でつられてくれるのだから、単純なものである。

　今日は、制服でのお供を許されたので、エミーリアはとても気楽だった。

（意外と、この格好楽でいいのよねー）

　貴族のお嬢様を十八年やってきたので、ドレスも完全に身体に馴染んでいる。けれど、女官の制服はいつも着ているドレスより動きやすいし、この方が気楽でいい。

　国外からの賓客に顔を繋ごうと、ディーン伯爵家には多数の人が集まっていた。ウィンボーン子爵より先にラティファと会おうということだろう。

（……ラティファ殿下と面会の機会を得るなんて、そうそうないものね）

　そして、ラティファの周囲には多数の若い男性が集まっていた。

（美人だものねぇ……）

　エミーリアは、子供の頃から決められた婚約者がいたので、ああいう風に囲まれたことはなかった。

　今ならよりどりみどりらしいのだが、女官の制服で控えているエミーリアに声をかけてくる者はいない。

　そして、サイデルにも、多数の令嬢がちらちらと視線を送っていた。

（まあ、美形ではあるしね。ちょっと気になるというのもわかる気はする）

　彼のよく日焼けした肌も、切れ長の瞳も、グランディール王国内ではあまり見かけないタイプだ。異国情緒というかエキゾチックというか。

　背も高いし、体格もしっかりしていて、顔立ちも整っている。上質の衣服に着られてしまうのではなく着こなしているところから、高位の貴族であろうとも推測できる。

　口数が少ないと言えば少ないが、コミュニケーションに不自由するレベルではない。実際、エミーリアが見ている限りでは、令嬢達にもあたりさわりない対応をしていた。

　そんな素敵な男性と一曲踊ってみたいという彼女達の気持ちはわからなくない。

　だが、ラティファが手を上げて合図すると、サイデルは彼を取り囲んでいた令嬢達の群れから上手に抜け出した。

　彼女の側で何か話していたかと思ったら、エミーリアの方へと歩いてくる。

「……エミーリア嬢、少しよろしいだろうか」

「……何か？」

「姫様がストールを馬車から持ってきてほしいそうだ」

「でも、私は今、この場を離れるわけには」

　ラティファから目を離すわけにはいかない。どうしたものかと思っていたら、サイデルは重ねて「姫様のご命令だから」と口にする。

「姫様は、私がきちんとお側についているので安心してくれてかまわない」

「わかりました」

　命令とあらばしかたない。サイデルが見てくれているというので、しぶしぶストールを取りに馬車へと戻る。

「ええと、ストール、ストールっと。アザール王国と比べたら、こっちはちょっと涼しいのかもね」

　アザール王国は、グランディール王国より南にある。エミーリアはさほど寒いと思わないけれど、ラティファからしたら寒いのかもしれなかった。

　馬車に残されていたストールを手に、エミーリアは邸内に戻ろうとする。けれど、そこにルイが大慌てでやってきた。

「大変、なんかラティファ姫に男が近づいてる！」

「は？　……サイデルさん、側にいるって言ってたのに！」

　なんでサイデルは肝心の時にこうなのだ。ラティファから目を離していては意味がないではないか。

「エミーリア、こっちこっち！」

　ルイに導かれるままに、エミーリアは暗い外廊下を勢いよく走り抜けた。

「いた！」

　外廊下から庭園に下りる階段のところで、ラティファと男が揉めている。

「ラティファ殿下ぁぁぁっ！　こんなところで、何やってるんですかぁぁぁっ！」

　ひょいと手すりに飛び乗ったエミーリアは、そこからラティファの腕を掴んでいる男に向かって飛び蹴りをくらわせた。

　男がよろめいた隙に、ラティファと男の間に入り込んで声を上げる。

「誰か来て――！　不審者！」

　ラティファを背後にかばい、迎撃姿勢を取ったエミーリアは相手をじっと見すえた。

（あらやだ、私ちょっとカッコいい！）

　今日は、ラティファのおつきとしての参加で本当によかった。子爵家令嬢としての盛装だったら、こんな風に相手に蹴りを食らわせるとかできなかっただろうから。

「――この国に縁づこう――なんて許さないぞ」

　低い声で男が言う。そして、彼は身を翻した。

「待て――！」

　男を追いかけようとして、すんでのところで思いとどまる。エミーリアの蹴りを食らっても、相手はさほどこたえた様子はなかった。

　だとしたら、うかつに踏み込むのは危険だ。一人で後を追って、何かあったら大問題になる。

「ルイッ！　追って！」

「おっけぇ！　会場にあったローストビーフで手を打つ」

「さっさと行きなさい！」

　エミーリアの声に追い立てられるようにして、ルイは男の後を追って飛んでいく。

（どこまで追えるかはちょっとわからないけど、ルイ……鳥目だし……）

　ルイはオウムなので、あまり夜目がきかないのだ。守護天使ではあるが、そこは普通の鳥と変わらないらしい。そんなわけで、途中で見失う可能性も大いにあるが、エミーリアが追いかけるよりはいい。

「え、ええと……エミーリア？」

　ラティファは呆然とした様子で、エミーリアを見ている。

「殿下、サイデルさんから離れてはだめですよ。それから、襲われたら、次は大声を上げてください。私が間に合わなくても、誰か来ると思うので――私が離れてしまったのが、一番問題だとは思うのですが」

　正直なところ、エミーリアを側から外したのはラティファだし、勝手に外に出てしまったので文句の一つや二つ言いたいところではあるが、下っ端女官に言えるのはこの程度。ここでは、このぐらいにしておこう。

　ここでようやく伯爵家に仕えている騎士達が駆けつけてくる。

「ああ、来た来た。あちらに怪しい男が逃げていったの。追ってくださる？」

　エミーリアの言葉に、騎士達は一斉に顔を引き締めた。一番偉いらしい騎士が他の騎士に指示を出し、バラバラと散っていく。

「とりあえず、部屋を用意してもらいましょう。そこで少しお休みになった方がよろしいかと」

　シンシアに頼んで別室を用意し、厨房に頼んで、気持ちを落ち着けるハーブティーを運んでもらう。

「ハーブティーです。どうぞ」

「あなたも飲んで……それで、その、怒っているかしら？」

　ソファに座り、カップを手にしたラティファは上目遣いにこちらを見た。怒っているというより、困っているというほうが正解だろうか。

　エミーリアも落ち着かないのは事実だったので、ありがたくラティファの向かいに座らせてもらう。

「でも、キース殿下からお庭で話そうって伝言をいただいたんだもの」

　エミーリアはしかめっ面になった。どこかで聞いたような話だ。

　妃教育の開かれている最中、ジャレッドからの呼び出しを受けたグウェンダリンが誘拐されかけるという事件があった。

　なんで、世の中の女性は王子からの呼び出しに弱いのだと追及してみても始まらないだろうけれど、額に手をやってしまう。

「王宮ではなかなか時間が取れないから、ここでゆっくり話そうって……」

　ジャレッドならばともかくキースなら、エミーリアが口を出すべきことではないはずだ。

　なのに。

「……それならそれでいいのですが。キース殿下なら、必要があれば部屋まで押しかけてくるので、王宮の外部でこっそり話す必要はありません」

　先日、三階にあるエミーリアの部屋までキースが押しかけてきた時のことを思い出した。

「それって、あなたが殿下の恋人だから？」

　またもや上目遣いで問われて、エミーリアは口にしたハーブティーを吹き出しかけた。今のは、墓穴を掘ったかもしれない。

「……殿下とは、そういうのではないです。仕事上、急いで私と話をしたいことがあったそうで」

　交換日記の申し込みではあったが、仕事にかかわっているのも事実だったから嘘ではない。

「本当に、サイデルさんの目の届かないところには行かないようにお願いしますね」

　エミーリアの言葉に、ラティファは不承不承うなずいたのだった。

















第十三章　ラティファにせまる危機、エミーリアに近づく王子












　不審者の捜索で騒然とするディーン伯爵家にシンシアを残し、エミーリア達は先に王宮へと戻った。

　先ほどの件があるからか、サイデルはラティファの側にぴたりと張り付いている。

「悪いのだけれど、もう一杯ハーブティーをもらえるかしら。あなたも付き合ってくれる？」

「かしこまりました」

　ようやくラティファの部屋に戻り、気持ちを落ち着けるハーブを何種類かブレンドする。このあたりの調合もルイに教わったもの。健康管理もばっちりなのである。

　ソファに向かい合って座るように指示されて、向かい側の席に座った。

（なんだか、胃が重いなぁ……）

　慣れない女官生活でストレスがたまっているのだろうか。

「あら、どうかした？」

　胃のあたりを手で押さえてみたら、目の前にいるラティファが首をかしげて問いかけてくる。エミーリアは首を横に振った。

「急にこのあたりが重くなって、大丈夫です。なんでもないです」

　キースとラティファを頭の中で並べてみる。うん、お似合いだ。

（……あれ？）

　けれど、頭の中で二人を並べてみたら、やはり胃のあたりがぎゅーっとなった。なんで、こんなに胃が痛くなるのだろう。

（思っていたより……ラティファ殿下のお世話が大変だった？　でも、そんなに我儘な人じゃないし……胃が痛くなる方がおかしいんじゃ）

「エミーリア嬢、無事か！」

　無意識のうちに、胃のあたりをさすっていると、キースが部屋へと飛び込んできた。

「キース殿下、安否を確認する相手をお間違えです」

　こういう時、エミーリアより国賓のラティファの方を先に心配すべきだろう、普通。

　けれど、キースの顔を見たら、捩れるみたいだった胃がすぅっと軽くなる。

「……ラティファ姫も無事のようでなにより」

　改めてラティファの方に向き直ると、ラティファはキースに向かって頭を下げた。一応、悪いとは思っているらしい。

「ディーン伯爵家におとがめは……」

「とがめなしというわけにもいかないだろう」

「ですよね……」

　おそるおそる切り出したエミーリアに向かって、キースは首を振る。エミーリアは目を伏せた。ラティファが勝手な行動をとったのが原因とはいえ、伯爵家の責任を問わないわけにはいかない。

「でも、私が勝手な行動をしたからで……ディーン伯爵家に迷惑をかけるわけには」

「その件についても、後で話はさせてもらう。とにかく、無事でよかった。エミーリアを少し借りてもいいだろうか」

「もちろんかまいません。あとのことはサイデルに任せます。エミーリア、お話が終わったら、部屋に戻っていいわ」

　部屋の外に出たところで、エミーリアはキースの方に向き直った。

「……厳罰にはならないですよね？」

「勝手に出ないようにと言ったのを破ったのはラティファ姫だし、そんなには重い罰にならないよう、俺からも父上に頼んでおく。ただ――」

　そこまで口にして、キースははっとしたように口を閉じた。疑問を覚えたエミーリアが口を開く前に、わしゃっと頭を抱え込まれる。

「な、何するんですか！」

（……しまった……！）

　密着させられているというか、抱きしめられているというか、むしろ拘束されているというか。この状況をどう説明したらいいのだろう。

　キースの腕に抱え込まれてしまって、エミーリアは棒立ちになる。

「危険な目に遭わせて悪かった。俺のミスだ」

　ここが、王宮の廊下であるということも、ラティファの部屋を出てすぐだということも、エミーリアの頭から完全に抜け落ちていた。

　キースの胸に額を押しつけているから、彼の心臓がどきどきしているのがこちらにも伝わってくる。

「最終的に、ラティファ殿下をお守りするのも私の役目ですよね？　側を離れたのは、私の失態です」

　エミーリアがラティファ付きになった事情には、すぐ側にいても怪しまれない護衛を期待されているという一面もある。

　いくらサイデルに言われたからとはいえ、持ち場を離れるべきではなかった。というか、ストールなんか伯爵家の使用人に取りに行ってもらってもよかったのだ。

　そう思いいたれば顔を上げることもできなくなって、キースの肩に額を押しつける。

「そういう役を与えておいて言うのもなんだけどな、無茶はするな」

「……はい」

　調子に乗りすぎるのがよくないところだというのは、以前キースに釘をさされたことがある。

　その時のことを思い出した。

　顔が熱くなって、自分の鼓動がやけに大きく聞こえてくる。

（こんな風に、どきどきするの……やだな……）

　不意にそんな想いにとらわれる。

　求婚を断っておいて今さらではあるけれど、もしかしたら……。

　そして、この感情はすごく危険だと頭の後ろの方で警鐘が鳴り響く。今のエミーリアには、キースとの関係に恋愛感情なんて入り込む余地はないのだ。

　右腕としてエミーリアを欲しいと彼は言ってくれたのに、女官としての道を選んだのはエミーリア自身。その選択を後悔するような真似はしたくない。

　だから、エミーリアは全力でその警鐘に従った。ふわふわしている今の気持ちをぐっと抑え込む。

「ん、それでいい。無理はするな――だが、ラティファ姫のことは頼む」

「かしこまりました」

　そう返事をしたのに、まだ顔は上げられないままだ。

　そうしたら、キースは抱え込んだエミーリアの頭をわしゃわしゃとかき回してきた。そのおかげで、少しだけ力が抜けたような気がする。

「……髪、崩れるのでやめていただけるとありがたいです」

　結局、そんな可愛げのないことしか口にできない。最後にもう一度、大きくエミーリアの頭をかき回し、ようやく解放してくれた。

「疲れているところ悪いが、これから事情聴取の時間とさせてくれ」

「わかりました。どちらに行きましょう？」

　連れて行かれたのは、キースが仕事に使っている部屋だった。

　入り口に、二人の騎士が警護するように立っている。

「最初から頼む」

「ストールを取りに行き、戻ってきたところ、ラティファ殿下が妙な男に腕を掴まれていました。それで、飛び蹴りを食らわせたというだけのことです」

「男の特徴は？」

「暗かったので。背が高そう……くらいしか。あ、でも」

　そう言えば、逃走前に男が口走っていたような気がする。「この国に縁づこうだなんて許さない」と。それを告げたら、キースは渋い顔になった。

「ラティファ殿下と、キース殿下の間に縁談が出ているってことですか？」

「出てない、出てない――妃教育開催が決まるより前に、兄上とラティファ姫を結婚させてはどうかと話が出たことはある。内々の話だから、外には知られていないと思うが」

「でも、王太子殿下は、クリスティナ一人と決めていますよね？」

　エミーリアは身を乗り出した。一番肝心なのはここだ。

「当時は、クリスティナ嬢を迎えると決めていたわけじゃなかったけどな。あの頃は、いろいろとばたばたしていたし、それどころじゃなかったというのもあるが」

「ああ、そうでしたね……」

　当時を思い出して、エミーリアは遠い目になった。あの時は、本当に大変だった。

「今、相手を殿下に変えて改めてお話を進めているんじゃないですか？」

「そういう噂もあるな。が、噂は噂だ。気にする必要はない」

　やはり、胃が痛い。

　胃のあたりを押さえたら、キースがいぶかしげな目を向けてくる。慌ててエミーリアは手を振った。

「スミマセン、なんでもないんです……ただ、このところお腹が痛くなることが多くて」

「そうか。無理はするな。難しいかもしれないが」

　無理をするなと言われても、きっとまた無理をしてしまう。エミーリアの性分は、変わらないだろう。だが、キースの言葉にはうなずいておいて話題を変えた。

「そう言えば、タリム殿下は、今、何をしてらっしゃるのですか？　王太子争いからは脱落したとか消息不明だとか噂だけは、私も聞いていますが」

「それはわからない。他国のことに必要以上に口を突っ込むわけにもいかないだろう。行方が知れなくなっているという話は聞くが、こっちが捜索隊を出すわけにもいかないしな」

「……そう、ですか」

　父に情報収集を頼んでいるが、何か有益な情報は入っているだろうか。

　嫌な予感を振り払うように、エミーリアは首を振ったのだった。






　朝になって戻ってきたルイはしょんぼりしていた。

「ルイ、昨日は悪かったわね」

「途中で見失ってしまってごめんね」

　ルイの夜目がきかないのは彼のせいではないし、ディーン伯爵家の騎士達も見失ってしまったのだからしかたない。

「さっき、厨房でもらってきたからこれ食べて」

　ディーン伯爵家からローストビーフを持って帰ってくることはできなかったが、王宮の厨房からもらってきたベーコンとハム、それにチーズをルイに差し出してやる。今日はサービスで林檎とオレンジもつけてやった。

「わぁい。労働のあとのご飯はおいしいよねぇ」

　がつがつとハムに顔をつっこんでいるルイは幸せそうだ。しょんぼりしていたのが、急に羽根の艶までよくなったようだ。

「私はもう仕事に行くけど、あなたは今日は一日休んでいていいから」

「そうさせてもらうよ。徹夜だったし」

　今度は、チーズに顔を突っ込むルイの頭を撫でてやってエミーリアは自分の部屋を後にした。まずは女官長のところに行かなくては。

　もう報告があったようで、女官長も事件についてある程度は知っているみたいだった。

「困ったものね」

　ずれてもいない眼鏡を二本の指で押し上げながら彼女は嘆息する。エミーリアもつられるようにため息をついた。

「勝手に持ち場を離れ、申し訳ありませんでした」

　そこは事実であるから、女官長にも改めて詫びを入れる。その様子に、彼女はうなずいた。

「あなたが素直に謝罪するとは思わなかったわ」

「サイデルさんに頼まれたとはいえ、ラティファ殿下を一人残したのは本当のことですし」

「そうね。でも、貴族出身の女官の中には自分の非を認めたがらない人も多いのよ。私が平民出身だからというのもあるのだろうけど」

　役人は、平民にも広く門戸を開いて人材を募集している。もちろん、合格するには多大な努力が必要だ。

　そして、たいした後ろ盾もなしに女官試験を突破した女官長は、自分の力で今の地位に上り詰めた。だが、彼女の言うことに素直に従わない者も過去にはいたのだろう。

　残念ながら、後ろ盾のない女官長をあなどる者は多い。

「あなたは、そういう人達とは違うみたいね。期待しているわ」

「女官長は、すごい人ですから！」

　思わずそう口走ってから赤面する。期待しているという言葉一つで、こんなにも舞い上がってしまうなんて考えてもいなかった。

「……そうね、そこそこやってきたとは自分でも思うけれど」

　エミーリアの剣幕に押されたのか、少しだけ彼女は苦笑いの表情になった。それから、エミーリアの方に向き直って真剣なまなざしになる。

「あなたのその素直に自分の非を認めて、謝罪できるのはいいところだと思うわ。そのままでいてちょうだい」

「あ、ありがとうございますっ」

　じんわりと耳のあたりが熱くなってくる。キースに誉められた時より、ある意味嬉しいかもしれなかった。

「ラティファ殿下の件については、こちらから殿下達との縁談がなくなったという情報を流しておくわ。それが広まれば、当面の間は問題を抑えられるでしょう」

「……そうでしょうか」

　たしかに、昨日の男はラティファに向かってこの国に嫁ぐのは許さないようなことを言っていた。ならば、この国との縁談がなくなるのが一番早いことであろうけれど、それだけで終わるかどうか。

「あなたの懸念もわかるわ。でも、やれる限りのことはやっておきましょう。噂を消滅させるには、キース殿下とあなたの婚約を発表するのが一番早いのだけれど、そうする？」

　くすりと笑って付け足され、エミーリアはふくれっ面になった。

「女官長まで……そういうことをおっしゃるから……」

「冗談よ、冗談。まだ入ったばかりでやめられたら困るもの。あなた達には、もっと頑張ってもらわないとね」

「頑張ります」

　それからいくつか細々とした報告をし、指示を受けてから、女官長の部屋を後にする。

（噂になるのはどうなんだろうなあ……）

　キースとのこと、意外と広く知れ渡っているようで、時々こうやってネタにされるから困ってしまう。

　彼の好意を素直に受けられる状況ならばまた違うのだろうが、今のところエミーリアは彼の好意を受け入れる予定はない。

　ラティファの部屋に入った時には、彼女はもう起床して、支度を調えたところだった。シンシアは、寝具を交換しているところだ。

「姫様はお疲れだ。話は、後にしてもらいたい」

　あいもかわらずべったりとラティファに張り付いているサイデルが、エミーリアを部屋の外に追い出そうとする。

「今後、昨日のようなことは困ります。ご無礼を承知で申し上げておりますし、私をラティファ殿下の担当から外すとおっしゃるのであればそれでもかまいません」

　真正面からエミーリアに見つめられて、たじろいだようにサイデルが視線をそらす。

「昨日は、私が悪かったわ……ごめんなさい。本当に、悪いことをしたと思っているの。ディーン伯爵家にもあとでお詫びにうかがうつもり」

　その点は、エミーリアが何か言うべきではないので黙って頭を下げておく。

「シンシアにも謝罪するわ。昨日のことは完全に私が悪かった」

「姫様がそこまでする必要は」

「サイデル！」

　口を挟みかけたサイデルだったけれど、ラティファの剣幕に押されて黙り込んだ。シンシアもまたエミーリアのように無言で一礼する。

　王族が詫びを入れるというのはめったにない。自分の行動の責任を、きちんと取るつもりなのだと思えば、余計な口を挟む気もなくなる。

「サイデル、少し外してちょうだい」

「――ですが」

「いいえ、外して。ここはエミーリアとシンシアがいてくれるから、大丈夫よ」

「かしこまりました……外を、見回ってきます」

　ラティファが目で合図したのを受けて、サイデルが不承不承と部屋の外に出ていく。別に、本当に見回ってくる必要があるというわけではないだろう。

「……こうなったからには、あなた達にも事情を説明しておくわ。国の恥をさらすみたいだから、話すつもりはなかったのだけれど」

　そう前置きをして、ラティファは二人にソファに座るよう合図する。顔を見合わせたエミーリアとシンシアは、素直にラティファの示す場所に座った。

「長兄のカーレルが亡くなったのは、あなた達も知っていると思う。病死と発表はされているけれど――長兄の死因は毒物の摂取。毒殺されたの」

「……そんな」

「おそらく、兄か弟の誰かが裏にいるのでしょうね」

　エミーリアもシンシアも言葉を失った。

（王位争いで死者が出るなんて……いや、歴史上何度も繰り返されてきたことではあるのだろうけれど）

　前世では、王位争いを間近に見る機会なんてなかった。どこの国でも王位の継承権については厳重に定められている。

　時にはそれを覆そうとして、自分より王位継承順が上の者を暗殺しようとしたり、クーデターを起こしたりなんていう事件が報道されたこともあったけれど、はるか遠い馴染みのない国の出来事。身近な事件として認識したことはなかった。

　グランディール王国に子爵令嬢として生まれ変わった後も、王位争いなんて歴史上の出来事にしかすぎなかった。

　現国王もスムーズに即位したし、現在の王太子であるジャレッドを弟王子のキースはしっかり支えている。ジャレッドが王位を継ぐことに反対する貴族もおらず、王国は平和だ。

「アザール王国では、王位継承順は生まれた順ではないのですか？」

「基本的には、生まれた順に王――私達の父が決めることになるわね。ただ……我が国は一夫多妻なので、それゆえの弊害というのも出てくるの」

　シンシアの問いに、ラティファは静かに返した。

　現在の王は、娘であるラティファの目から見ても好色な男性らしい。

　妃は、タリムとラティファの母親である第四妃までの四人だが、正式に妃にしていない愛人も多数抱えているために、子供の数が大変多い。

　そして、正妃の息子であるカーレルが王太子となったのであるが、彼をその座から引きずり下ろしたいと願う王子は多数いた。

　王太子暗殺事件が発覚すると、犯人とされたのが、ラティファの兄であるタリムなのだという話だった。

「……そうなのですか？」

「兄は、そんなことをする人ではないわ……少なくとも、私はそう信じているわ」

　ラティファの言葉に、シンシアとエミーリアは顔を見合わせる。

（……ええと、お父様からの情報にはなんてあったかな……）

　アザール王国はエミーリアにとって馴染みのある国ではない。ダール豆の輸入をするようになって初めて興味を持ったくらいだ。

　だから、父親に頼んでアザール王室の情報を集めてもらった。

（王太子カーレルは、人望の厚い人だった……はず）

　では、ラティファの兄であるタリムはどうだっただろう。父に頼んで情報は集めてもらったが、さすがに何人も王子がいると、一度には思い出せない。

「タリム殿下に王太子を暗殺しなければならない理由なんてあるんでしょうか。少なくとも、不必要に国内に争いを起こそうとする方ではないと父からは聞いています」

　ダール豆の輸入にあたり、タリム王子が便宜をはかってくれたというような話も、先日父は初めて手紙に書いてきたのである。

「今後は、我が国との仲をより良好なものにするために力を尽くしたい、父にはそうおっしゃっていたようですが」

　実際、タリムはアザール王国の都を離れ、グランディール王国との国境近くに移動して、グランディール王国の商人達のために力を貸してくれていたはずだ。

　その裏には、グランディール王国との繋がりを深めて、自国内の立場を強力なものにしたいという意志もあったのかもしれない。だが、国内に争いを起こしてまで、次代の国王になろうとまでは考えていなかっただろう。

「兄を担ぎ上げようとしている者達は、兄ならば利用しやすいと考えているのでしょう。母は下級貴族の血筋で、高位貴族相手には腰が引けるところがあるし。それに、私も利用したかったでしょうね。兄の役に立つ相手に嫁がせるにはちょうどいいもの」

　なんでもないことのようにラティファはにっこりするけれど、エミーリアはしかめっ面になった。

（ここでも、政略結婚なんだから……）

　エミーリア自身、父の決めた相手と結婚するはずだった。

　どうやって婚約を解消しようかと思っていたら、相手の方から破棄してくれて「なんてラッキーなのっ！」と大はしゃぎしたのはさほど遠い昔ではない。

（……家同士の繋がりが大事だというのもわかるけれど）

　だからこそ、アディルから破談を申し込まれるまで、エミーリアの方から婚約破棄なんかしなかった。

「でも、兄は利用されるのを潔しとしなかった。それで、彼らの申し出を断ったのだけれど……逆に、それを利用されたのではないかと思うわ……私は、二番目の兄が怪しいのではないかと思っているけれど」

「では、今タリム殿下は何をなさっているのですか？　行方が知れないような話もあったと思いますけれど」

　自分でも酷なことを聞いている自覚はある。だが、今聞かなければラティファの口は閉ざされてしまうような気がしてならなかった。

「自分の濡れ衣を晴らすために、身を隠して……仲間の協力を得て情報を集めているところよ」

　そう口にする、ラティファの口調は重いものだった。

「……どちらにおいでになるのかはラティファ殿下もご存じないのですよね？」

「ええ。兄は、私には何も言わないから。それで行方不明という噂になっているのでしょうね」

「敵も一枚岩ではないということでしょうか」

　どうもおかしいと思っていたが、敵の思惑は一つではないような気がする。

　タリムの居場所を知るためにラティファに接近しようとしている者と、ラティファの縁談を真実と信じ込んでそれを阻止しようとしている者がいるのではないだろうか。

「そうだと思うわ。たぶん、私を捕らえようとしているのは先ほど怪しいといった次兄。この国との縁談を止めようとしている方は……わからないわ。兄のため、私を国内に嫁がせたい貴族の関係者かもしれないわね」

　ラティファがため息をついたその時、妙な気配を感じてエミーリアは窓の外に目をやる。まさか、王宮に怪しい人物が出入りしているとか……？

　こうなるのがわかっていたら、窓の外にでもルイを待機させておいたのに。

「どうしたの？」

　シンシアが問いかけてくるのに、しいっと唇に手を当てて言葉を遮る。それから、エミーリアはばっと窓に駆け寄った。

　カーテンを勢いよく開き、窓をがばっと開く。

「サイデルさん！　サイデルさん！」

　エミーリアが声を上げるのと同時に、誰かが身を翻して逃げ出す気配がする。どうやら、窓の外からこの部屋をうかがっていたようだ。

「エミーリア殿、何があった！」

　違う方面を見回っていたサイデルが、慌てた様子でこちらに向かってくる。

「そっちに何か逃げた！」

　エミーリアの言葉に、サイデルは素早く反応した。腰に手をやったかと思ったら、彼の右手が勢いよく翻る。

　彼の手から放たれたものが、何かにぶつかったような音がした。続くのは、低いうめき声。

「やるじゃない！」

　思わず声を上げる。だが、足音は止まる気配もなく、そのまま走り去ろうとする。

　エミーリアは窓から飛び出して後を追いかけようとして思い直し、窓枠に手をかけたその場で止まる。相手の力量がわからないまま後追いするのは厳しい。

　いや、うっかり飛び出しかけたが、非常にまずい。

「エミーリア殿！　あなたはそこに、姫様を頼む！」

　そうだった、エミーリアはラティファの側を離れてはいけないのだった。

　今までの経験から、調子に乗ってはいけないということはさすがに学んでいる。サイデルがそのまま後を追っていくのを、その場で見送る。

「何があったの？」

「誰か、外にいたみたい。今、サイデルさんが追いかけてる」

　シンシアに問われ、室内へと振り返った。ラティファは顔を強張らせている。エミーリアは窓のところに立ったまま、外に目を向けていた。

「……逃げられた」

　しばらくして戻ってきたサイデルの手には、血の付いた小さなナイフが握られていた。

「エミーリア殿、助かった」

「いえいえ、こちらこそ……それより、相手は怪我をしたってことですか」

「ああ。俺の投げたナイフが当たったらしい。姫様は問題ないか？」

「ここで見張ってたけど、怪しい人は来ませんでした。戻って、今の状況を報告しましょう。はい、ここからどうぞ」

「どうぞって」

「誰も気にしませんよ、そうでしょ？」

　窓越しの会話、窓枠を叩くエミーリアにサイデルは苦笑いした。そうしておきながら、サイデルも後に続いて入ってきた。

「お帰りなさい、エミーリア。サイデルさんも、大変でしたね」

　困った様子で笑いながら、シンシアがねぎらってくれる。

「申し訳ございません。エミーリア殿が手を貸してくださったにもかかわらず、取り逃がしました」

　サイデルが、ラティファに向かって頭を下げる。ラティファは彼に向かって気にしないようにと手を振った。

「――国から連れてきた者の中に、私達の敵がいるということなのでしょう。誰と結んでいるのかまではわからないけれど」

　どこも同じだ。エミーリアは遠い目になる。

　かつて、この国の王立騎士団も国を揺るがすような大問題を引き起こしたことがある。どこにでも、悪いことを企む人はいるということだ。

「エミーリアも、ありがとう。何ごともなくてよかったわ」

「いえ、仕事ですから」

　ラティファの言葉に、エミーリアは頭を下げて感謝の念を返した。

「しかし……敵が身内にいるとなると、改めて注意を払う必要があるな」

　サイデルが渋い顔になった。

　今のところ、ラティファは国に帰れる状況ではないようだ。

「ラティファ殿下、お側に置くのは、グランディール王国の者だけにしますか？　ええと、サイデルさんは別ですが。その……お出かけになる時の護衛とか、そのあたりを」

「そうね……そうした方がいいのかもしれない。グランディール王国も大変な時なのに申し訳ないけれど」

　エミーリアの提案に、ラティファは考え込む表情になる。

「女官長に相談しましょう。私が行ってくる。今のことも報告しておいた方がいいだろうし」

「……そうね。お願い」

　シンシアが立ち上がり、一礼して部屋を出ていく。

　何もなければいい、シンシアを見送りながら、エミーリアはそう願わずにはいられなかった。






　キースから呼び出されたのは、その日の午後だった。

　ラティファの部屋を探っていた者について聞きたいらしい。

　怪しげな男を追って窓から飛び出しそうになったところまで報告をすませたら、キースは不機嫌な表情になった。

「それで、思わず窓から飛び出しそうになったと」

　睨まれて、エミーリアは身を縮めた。ついうっかり、身体が動いてしまったのだから、しかたない。

　不審者の追跡は女官の仕事には含まれないし、エミーリアは完全に素手なので分が悪い。次は靴でも投げつけてやろうかと考えているが、あの時はそんなことも考えつかなかった。

「思いとどまりました！　サイデルさんがそこにいたので、追跡は彼に任せました」

　一応、そう付け足しておく。

　言い訳がましいとは思ったけれど、約束を破ったわけではない。ぎりぎりのところで思いとどまったのだから、セーフだ、セーフ。

「それでいい。危険なことはしなくていい」

　そう言われて、ほっと息をついた。キースに睨まれたかったわけではないのだ。あからさまに大きく息をついたエミーリアに向かって、彼は言葉を重ねた。

「エミーリア嬢、無理はするなよ」

　そう言われて、胸がふわっとなった。

（やっぱり、好きになってしまってるのかも……）

　なんで、と問われても明確な理由なんて思いつかない。ほんわか好意を持ってしまっているのはここ何日かの間、自覚しているところだ。

「はい。あ、でも……タリム殿下のことが気になります。ラティファ殿下もどこにいるのかはわからないそうで」

　王太子暗殺の嫌疑をかけられて、行方不明となっているタリム。身の危険を覚えて、グランディール王国に避難してきたラティファ。兄妹が再会したら、何か違うものが見えてくるかもしれない。

「無実を証明するために動いているとは聞いている。こちらから接触できればいいんだが」

「そのことなのですけど……父を使うのはどうでしょう？　このところ、アザール王国と行き来する馬車が増えていますし」

「ずいぶん熱心なんだな」

　エミーリアが、ラティファやタリムに肩入れしているのが、キースには不思議なようだった。

「ラティファ殿下も……帰れるのなら、帰りたいのではないでしょうか。自分の国に帰りたい。私なら、きっとそう思います」

　もう――日本には、絶対帰ることはできないから。

　エミーリアの前世――恵美――の家族仲は、けっしていいとは言えなかった。

　夢を叶えられなかった父は、その夢を娘に託した。今にして思えば、事故で娘も夢を絶たれてしまった後、どう接したらいいかわからなくなっていたのだろう。

　恵美の方も、そんな父と向き合おうとはしなかった。

　事故以来、家族で食卓を囲んでもどこか緊張した空気が漂っていて、その空気は消えることがなかった。

　こちらの世界に転生して十八年たった今も、あの頃の『恵美』の記憶も気持ちも残っている。だからこそ、父親に認められたいと願う気持ちが必要以上に強かった。

　こちらの生活に不満があるわけでもない。恵まれているのもわかっている。

　それでも、帰りたいと願ったことがないといえば嘘になる。

　ましてや、二度と戻れないエミーリアとは違って、ラティファが戻るのは隣の国。身の安全さえ保証されたら、きっと国に帰りたいだろう。

　兄の無実を信じているのなら、その嫌疑だって晴らしてやりたいはずだ。

（私に、そんな権限はない。それはわかっているけれど）

　ラティファに自分を重ねていると言ったら、笑われてしまうかもしれない。でも、できる限り力を貸したいと思ってしまったのだ。自分にそんな権限はないとわかっていてもなお。

「エミーリア嬢も同じように考えたことがあるとか？」

「私は……私がいるべき場所はここなので」

　その言葉と同時に、右手の人差し指で今立っている床を示す。

　過去の人生は終わっている。もう戻れないし、こちらで生きていくことに後悔はしていない。

　二人の間に、珍しくちょっとしんみりした空気が漂った。

「――違う、な」

「ちょ――、だからっ、そうじゃなくてっ！」

　やはり、どうあがいてもキースにはかなわないのだろう。気がついた時には、キースの腕の中。

（本当に、油断も隙もないんだからっ！）

　だいたい、キースの求婚はお断りしたというのに、以前より密着度が高くなっているのはどういうことだ。気持ちの方も、以前より近くなっている気がする。

「エミーリア嬢がいる場所は、ここだ」

「平手と拳、どちらがご希望です？」

　頭まで抱え込まれて密着させられて、顔が熱くなった。こうされるのが、嫌ではないから困ってしまう。

「どっちもごめんこうむりたい」

　笑ったキースは両手をぱっと離す。ついでのようにぽんぽんと頭を叩かれて、エミーリアはむっとした表情になった。

「タリム王子とラティファ姫の件については、父上も兄上も考えてはいるが、他国に乗り込むわけにはいかないしな」

「……そうですね」

　不意に話が元に戻って、エミーリアも目を伏せる。隣国の国情にまで口を挟むのは、やり過ぎなのはわかっている。

「そう言えば、アザール王国の第二王子エリク殿下ってどんな方なのですか？　今まで、アザール王国にはあまり興味がなかったので……王族の方まで把握していないんです。タリム殿下は素敵な方だという話は聞いたのですが」

　素敵な方という言葉に、キースの眉間に皺が寄る。いや、そんな顔をさせたいわけではなかった。

「他国に興味を持たないというのはどうなんだ？」

「伯爵家に嫁入りしてこっそりひっそり暮らす予定でしたし。面倒なことは全部アディル――アルヴァス卿に任せておけばいいかなと思ってましたっ」

　かつて、エミーリアが婚約していたのはアルヴァス伯爵家の跡取りであるアディルだ。

　結婚後は、伯爵家の領地に引っ込んで生活する予定だったので、伯爵家のことばかり勉強していた。エミーリアの家は、従兄弟に任せることになっていて、生家の商売もあまり気を配っては来なかった。今となっては、失敗だったと思っているが。

「エリク殿下はあまり我が国には関わってこなかったくらいの知識しかなくて」

　ウィンボーン子爵家としては、国境のところで、アザール王国の郵便事業者に郵便物を渡したり、受け取ったりという程度の付き合いはある。

　あとは国境を越えて商いに来る商人達と取引はしているが、王子達とまではさすがに付き合いはない。

「エリク王子は……そうだな、一言で言えば野心家なんだろうな。王太子に次ぐ身分でありながら、軍部に身を置いていたのもそのためだろう。騎士団を掌握しておけば、いざという時、自分の手足となって動く騎士をすぐに集められるからな」

「騎士団……ですか」

　いやな予感がして、思わず顔をしかめる。騎士団の人間には、先日嫌な思いをさせられたばかりだ。

「騎士団長に次ぐ副騎士団長という地位についていたはずだ。だが、お飾りではないぞ。一度会ったことがあるが、腕はたしかだ。政治的手腕については、俺は知らない。そもそも俺とエリク王子に個人的な付き合いはないからな」

「剣が強いって、なぜご存じなのですか？」

「昨年、妃教育の始まる直前にアザール王国を訪問したんだ。その時、手合わせをする機会があったが、まったくかなわなかった」

「……なるほど」

　そう言えば、そんなこともあったような気がする。

　当時はキースとは知り合いでもなんでもなかったし、王族が隣国と行ったり来たりするのは珍しい話でもないから完全に忘れていたが。

　まだ強くなる余地はあるだろうが、キースの腕もかなりのものだ。彼がかなわなかったというのなら、たしかにエリク王子の腕は相当なのだろう。

（サイデルさんとどっちが上なのかな）

　不意に、そんな思いにとらわれる。サイデルもけっこう強そうだが、二人がやりあったらどちらが勝つのだろう。

「ラティファ殿下がお国に帰れるのは、当分先になりそうですねぇ……」

「そうそう、アザール王国の件については、ウィンボーン子爵からすでに俺の方に報告が届いている」

　ルイに手紙を届けてもらったのだが、まさか王子に伝言を託すことになるとは思ってもいなかった。言葉にはしなかったものの、口角を下げて露骨に不満顔になってしまった。

「緊急で極秘だと判断したからだろ。本当なら、お前にも伝えるべきではないと思うんだが、ウィンボーン子爵がお前にも伝えておくべきだと主張したからな」

　ラティファの側にいるのが、エミーリアとシンシアである以上、今後も身辺が何かと騒がしくなることだろう。情報は与えておいてもらった方が、物事の判断はしやすいからありがたい。

　にやりとしてキースは続けた。

「情報を与えないと、お前が暴走するとも言っていたな」

「そこまで無謀じゃありません！」

「ただ、きちんと情報を与えておけば、その時必要な判断がきちんとできるとも言っていた。信頼されているな」

「……お父様ってば」

　信頼、という言葉に耳がじんわりと熱くなる。

　ぎくしゃくしてしまった前世の父とは違い、今生の父とは仲のよい親子であると思っている。だが、幸せな結婚をしてほしいという父の願いを断って女官となった手前、若干の後ろめたさもあった。

　信頼されている、というのならその信頼に全力で応えなければ。政略結婚とは違う形で、父の役に立てると証明してみせよう。

　それはきっと、キースの信頼に応えることにもなる。

　心の中で拳をぐっと握っていたら、キースの声で現実に引き戻された。

「それはともかくとして、だ。エリク王子――彼本人が直接繋がっているかどうかは別として、手の者が『闇の翼』の残党と繋がっている可能性がある。それがお前の父親が緊急でよこした報告だ。他の者には知られたくないから、子爵からの手紙は処分した」

　その言葉に、エミーリアの眉間にはものすごい深い皺が刻まれた。かつて、その名を持つ犯罪者集団にキースもエミーリアも思いきり迷惑を被ったことがある。

　いや、国を転覆させかねない陰謀だったので迷惑どまりにしておくのもどうかと思うが、とにかく迷惑したのであった。

「――シンシアには、なんと？」

　思いきり眉間に皺を寄せたままエミーリアはキースに問いかける。同僚に秘密を抱えたままではやりにくい。

「全て伝えておけ。彼女は信用できる」

「かしこまりました」

　キースの前で丁寧に一礼する。部屋に帰ったら、ルイからも詳しい話が聞けるだろう。

「まったく、お父様ったら」

　エミーリアは若干むくれながら自分の部屋へと戻る。信頼してもらったのは嬉しいが、そこまで暴走娘ではないのに、キースにあんな言い方をしなくてもいいではないか。

「信頼されているならいいじゃないか」

「……あなたは何か情報持ってないの？」

　じっとりとした目でルイを見る。

　そのルイはといえば、たった今どこからか帰ってきたところなのだが、なぜか足に塊ベーコンを掴んでいる。

　その辺にベーコンを置かれるのは嫌だったので、部屋でお茶を飲む時用に用意しているティーセットのソーサーを棚の上に出してやる。

　ベーコンは、そこに静かに置かれた。

「……もうちょっと国外のことにも気を配っておくべきだったねぇ」

　先ほどのエミーリアと同じように、ルイもため息をつく。

　ルイの仕事はエミーリアの守護なので、エミーリアに頼まれない限り他のことには彼の注意も向かないのだ。

「サイデルとラティファ殿下の関係もよくわからないし……ああいう信頼関係って、成立するものなのかしら」

「住むところが変われば、習慣もいろいろ変わるでしょ。日本人だった時代に、君だってなんども経験してるだろうに」

「それもそうなんだけど。なーんか、やな予感がするのよねぇ」

　エミーリアは窓の外に目をやった。そろそろ真夜中に近い時間だ。窓の外を眺めてみても、何か見えるというわけではない。

　今日もいろいろあって、本当に疲れた。女官の仕事って思っていたより大変だ。

「……マグナス卿、か」

　ルイがベーコンを囓りながら器用にため息をついた。

　かつて、その名で王国内に混乱をもたらしたのは、騎士団長の地位についていた男だった。

「あちこち飛び回って調べてきたけどさ、今、その名前がもう一回出始めてるんだよねぇ」

「なんでよ？」

「アザール王国との国境周辺で、その名を名乗る男が現れたらしいんだよね」

　がつっとベーコンをもう一口。

　ルイはただのオウムではなく守護天使であり、身体を動かすエネルギーは天地から吸収できるらしい。だから食べなくても全然支障はないけれど、食べることはやめられないそうだ。

「お父様からの伝言にはそんなこと入ってなかったけど」

「入ってないと思うよぉ。今さっき入手したほやほやの情報。君のお父さんにも教えておいたから、証拠を掴み次第、殿下に報告上がるんじゃないかな」

「お、お父様にって……どうやって？」

「手紙を書いて、届けておいたけど。そうしたら、これくれた」

　嘴でペンを挟み、強引に手紙をしたためたらしい。

　先回りして動いてくれるのはありがたいが、いつかそのうちただのオウムじゃないのがばれそうな気がする。

　というか、もうバレているのではないだろうか。どう見ても、ルイは隠す気ゼロだ。

















第十四章　王家の別荘へと向かうはずが












　アザール王国、第二王子エリクとの会談の日が近づいてきた。

　今回は王太子のジャレッドは都に残り、キースが国王の名代として出かける。

　アザール王国内では荒事が続いているらしく、国境での視察は、今回は見送られることになった。

　その代わりというわけでもないのだが、クリスティナが王家の別荘に滞在するのに同行することになった。ラティファを匿う意味もある。

　出発を間近に控え、エミーリアとシンシアも忙しくしていた。女官長の隣の部屋で、今回同行する騎士の一覧を確認しながら、シンシアが口を開く。

「私は今回は留守番ね」

「別の仕事をするのでしょ。私もそっちがよかったなぁ……」

　女官長がいないのをいいことに、エミーリアは深々とため息をついた。今回の別荘行き、気が重くてしかたない。

「それは、しかたないでしょう」

「そうね。クリスティナも、侍女はグウェンダリン嬢しか連れていかないと言うし、ラティファ殿下にはサイデルさんもいるし……人数を増やしても。しかたないのもわかるのだけど」

　別荘に滞在するのに大人数で仰々しくするわけにもいかないと、クリスティナも侍女はグウェンダリン一人しか連れていかない。

　ラティファの身の回りの世話は基本的にサイデルが行っているし、女官としてついていくのはエミーリア一人。

「キース殿下が、あなたをご指名だったのでしょ。諦めなさいな」

「サイデルさんもいるけど、護衛も兼ねてのことだって言われたら、嫌とは言えないわよね」

「グウェンダリン嬢が一緒に行くのなら。たしかにいろいろ大変そう」

「……そうなのよぉぉぉ……そこが問題なのぉぉぉ」

　シンシアに泣きついてみるが、彼女は冷たい目をこちらに向けただけ。

　クリスティナとラティファの間に挟まるのも気を使って大変そうなのに、そこに侯爵家の娘、グウェンダリンが加わるわけだ。

　サイデルも何を考えているのかさっぱりわからないし、今回の別荘行きは、あちこち気を配ることになりそうだ。早くも、胃のあたりが重くなってくる。

　騎士の一覧を確認し終えたシンシアは、今度は旅程表を取り上げた。そして、地図とその旅程表を見比べ始めた。眉間に皺を寄せて、旅程表に引かれている線の上にもう一本の線を引く。先ほど、エミーリアが線を引いたところだ。

「ここ、あなたも印をつけているけれど、私も気をつけた方がいいと思う」

「やっぱり？　警護部隊はゲイルさんが率いてくれるから安心だけど、一応注意はしておくわね。それよりこっちに残ったら何をするの？」

「メイリー嬢は、クリスティナ様の名代ね。私は、その付き添いだったり女官長のところで仕事をしたりって感じ」

　王太子の婚約者であるクリスティナが参加することになっていた催し物がいくつかあるのだが、今回の別荘行きでキャンセルすることになった。

　そこで、メイリーがクリスティナの名代として参加することが決められた。

　侍女という名目で王宮に上がってはいるが、もともとメイリーも名門貴族の娘だ。こういう場には慣れているし、身分的にも問題はない。

「そっちはそっちで大変そうね」

　どちらに行くにしても、楽はさせてもらえなそうだ。これも仕事なのはわかっているけれど、気が進むか否かは別問題だ。

「この状況だとどっちが楽なのかしら……」

「そっちの方が楽そうな気がする……だって、こっちはグウェンダリン嬢を相手にするのよ？」

「あー……そう言えばそうかもね。でも、やっぱりどちらも大変だと思う。私達、どちらも普通じゃない道歩いてしまっているし、諦めましょ」

　顔を見合わせて笑っていたら、ふいにシンシアが真面目な表情になった。

「そうね。このくらいで大変なんて言っていたらこの先のお勤めは難しいわね。お兄様の代わりに家をもり立てないといけないんだから」

　そう言えば、シンシアは、家を盛り立てるために女官としてお勤めすることに決めたのだと本人から聞いた記憶がある。

「そうね、私も女官長目指してるし、お互い頑張りましょ」

　不意にもやもやしていたのが、少し、晴れたような気がする。シンシアもキースに信頼されているのだと知って、少しもやもやしていたけれど、それは見当違いだったみたいだ。

「女官長とはあなたずいぶん大きく出たわね」

「そのくらい頑張らないとだめよ。お父様の進める縁談、全部お断りして女官になったんだから」

　あきれたようにシンシアがまた笑って、エミーリアも笑みを返す。

　それからいくつか確認しなければならないことを片付けているうちに、夕方になる。

「エミーリア、そちらで何かあったらすぐに連絡してちょうだい。こちらで手伝えることがあれば手伝うし」

「そうしてもらえると助かる。なんだか、すごーく嫌な予感がするのよ……だって、エリク殿下が『闇の翼』と結んでるとかマグナス卿が国境地域に出没してるとか言われたら不安にならない？」

『闇の翼』とは、かつてグランディール王国内を荒らしていた犯罪者集団のことだ。

　王立騎士団の団長ロイズ・フルヴィウス――彼がその地位につくまでに犯罪者集団が手を汚した――が関わっていたと言うこともあり、捜査は難航したが、なんとか壊滅に導けた。

　マグナス卿というのは、犯罪者集団に対して、ロイズが名乗っていた変名である。ロイズが牢に入っているのに、再びその名が表に出ることになるとは。

　その残党とアザール王国第二王子であるエリクが関わっているという話もあり、油断はできなかった。

「……どうなるかは、わからないけどね」

　不安は不安だが、できる限りの準備をしておくしかない。

（とりあえず、制服と髪飾りに細工させてもらうよう、女官長に頼んでおこう）

　持ち物検査をされても大丈夫なように、準備はしておきたい。役に立たない方がいいけれど。
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　そして出発当日、荷物が次々と馬車に積み込まれていくのを、エミーリアとシンシアは、二人で監督していた。

「エミーリア、ラティファ殿下のお荷物はこれで全部？」

「ええと、あとは……着替えのトランクがひとつ足りてないみたい」

「それは、今積んでいるところ。あなたの荷物は？」

「着替えはもう積んでもらったし、あとはこれだけだから」

　エミーリアは馬車の中で必要になりそうな品々の入った鞄を持ち上げてみせた。着替えのトランクは一つだけ。必要なのは女官の制服なので、それで充分なのだ。

「そう言えばルイはどうするの？　誰かに頼んだの？」

　ルイにはこっそりついてきてもらうことになっているが、あくまでも『食べて寝ているだけの可愛いペット』だ。

　エミーリアが留守にするのなら、面倒を見てくれる人も必要だけど、そのことは完全に忘れていた。

「昨日のうちに実家に送っておいたわ。女官仲間は皆忙しいから預かってほしいとは言えなくて」

　おほほと笑って誤魔化しておく。実際送られたかどうかは誰も気にしていないし、これで誤魔化されてくれただろう。

「それなら、私に頼んでくれてもよかったのに。ルイなら、面倒見るのもそんなに大変じゃないでしょ……でも、変ねぇ……私、今朝見かけた気がするんだけど」

　シンシアが首を傾げる。

（ルイのやつー！）

　自分がルイのことを忘れていたのは完全に頭から追い払って、エミーリアはため息をついた。

「気のせいよ、気のせい。似たような鳥はどこにでもいるでしょ……ああ、そろそろ出発の時間ね。荷物は全部積めたかしら」

　これ以上、細かいことを追及されたらぼろが出る。クリスティナとラティファが馬車に乗り込むのに気がついて、慌てて会話を打ち切った。

「何もないとは思うけど、気を付けてね」

「……ありがと」

　心配そうな顔をするシンシアに向かい、エミーリアも返す。実は、エミーリアも思いきり不安なのであった。

　クリスティナとグウェンダリンが並んで座り、その向かい側にエミーリアとラティファが並んで座っているけれど、車内には、微妙な空気が漂っていた。

（……なんでこの人選だったのかしら）

　グウェンダリンより、メイリーの方がまだ気楽だとは、口が裂けても言えない。

　クリスティナはラティファが自分のライバルになりうる存在だということを意識しているのかいないのか、まったく緊張感がないのはいつも通りだ。

「エミーリアが一緒に来てくれて嬉しいわ。最近、ゆっくり話をする時間もなかったもの」

「そうですね、妃教育が終わってからは、ほとんど会う機会もありませんでしたし」

　ここには四人しかいないが、念のために侍女モード発動だ。不思議そうにしているラティファに向かってクリスティナが微笑みかける。

「エミーリアと私は従姉妹なの」

「……そういうことなのですね」

「妃教育の間は侍女として付き添っていたから、毎日顔を合わせていましたものね。その時の働きが認められて、女官としてもお勤めすることになったんですよ」

　とグウェンダリンが説明してくれる。

　グウェンダリンは、ラティファに向けて王族相手の礼儀は守っているものの、どこかぴりぴりとした雰囲気を漂わせている。

　説明している間も、口元は微笑んでいるのに目元が微笑んでいないのが少し……いや、かなり怖い。

（ルイ、大丈夫かなぁ……）

　車内の空気から意識をそらすべく、エミーリアは窓の外に目をやった。

　なにせ、以前、サイデルに首を捻られかけたものだから、ルイにはあまり馬車には近寄らないように言ってある。

　行き先も教えてあるから、ひょっとしたら先回りしているかもしれなかった。

　窓の外に目を向ければ向けたで、ラティファ側の扉のすぐ外にぴたりとサイデルがくっついているのだから落ち着かない。

（……たしかに彼がここに乗り込んでくるわけにもいかないんだけど）

　いくらサイデルがラティファの着替えまで手伝うほど身近な存在だとはいえ、クリスティナやグウェンダリンと同乗するわけにはいかない。

「お茶でもいかが？　グウェンダリン、お茶を用意してもらえるかしら」

　そんな微妙な空気を破ったのは、クリスティナだった。

　以前は暴飲暴食から激太りしてしまったのだが、今は健康的なスタイルを維持している。食事に気を付けるのは変わらないが、適量ならばおやつも楽しめるようになってきた。

「かしこまりました」

　ここは侍女らしく、丁寧に返事をしたグウェンダリンが茶の用意を始める。移動中でも、茶の用意ができるように、湯を沸かすための設備が車内に用意されていた。

「では、私はお菓子を用意しますね」

　甘いものは口を軽くしてくれる。エミーリアは、ダール豆の粉――わかりやすく言うときな粉である――を使って焼いたクッキーを取り出した。

　おからで作ったクッキーはとにかく甘さ控えめカロリー控えめを重視で、厨房の料理人に工夫してもらったものだ。

　妃教育が終わった後、「あれ？　ダール豆が大豆ならきな粉も作れるんじゃないの？」ということにようやく思いいたり、今度はきな粉を用いたクッキーを作ってもらったというわけだ。

　和風の味わいはエミーリアにとっては懐かしいもの。

　グランディール王国内の女性達の間では『珍しいお菓子』ということになっているらしく、これまた流行しつつあるところだ。

　今回それを用意したのは、アザール王国から入ってきた食材を使ってラティファの興味を引けないかと思ったためである。

「まあ、ダール豆の粉でお菓子を作ったの？　こちらではこのようにして使うのね」

　クッキーの載った皿を差し出されたラティファは目を瞬かせた。

「お国ではどのようにして召し上がりますか？」

「そうねえ……茹でたものをサラダに入れたりスープに入れたり……辛めの味付けで煮たりもするわね。庶民の間では、粉をパンに混ぜたりすることもあると聞いているけれど、王宮では出ることはないわね」

「なるほど」

　どうやら栄養豊富でお手頃価格ということで、アザール王国内でもいろいろな使われ方をされているようだ。

「国に帰ったら、料理人に焼かせようかしら。レシピをいただける？」

「王宮に戻ったら、料理人に頼んでおきます。詳しい配合は私の方では把握していないので」

　ラティファの興味を引けたことに、エミーリアはほっとする。ダール豆の輸入が急激に増えた裏にはこういうこともあると知ってもらえたらいい。

「エミーリアの家は、世界中から商人が集まってくるから、いろいろな情報が手に入りやすいのよね。伯父様からもいつも珍しい贈り物をいただいているもの」

「……もともとは郵便事業を中心に展開していたはずなのですが」

「子爵には先日お会いしたけれど、御者が読み書きを教えて回るのはいい方法だと思ったわ。国に戻る時、子爵に同行していただけるかしら」

　父は喜んでラティファの国に行くだろうけれど、それよりは現場で働いている人間を行かせた方がいいかもしれない。

「ゲームしましょうか。エミーリア、ゲームを出してくれる？　たしか『コイン集め』持ってきていたでしょう」

　お菓子を食べて、ほっとしたところでクリスティナが命じる。これは、もともとこちらで行われているゲームだ。

　ゲームは、ルーレットと駒、それに裏に様々な指示の書かれたカードと金銀銅三種類の金属製のコインが付属している。

　木製のゲームボードの上には、駒を置くためのマスが書かれている。ルーレットを回し、出た目の数だけ進んだマスに駒を置く。

　マスに指示されている色のカードを引いて、そのカードに書かれた枚数、コインを増やしたり減らしたりして、全員がゴールに到着した後、持っているコインの枚数で勝敗が決まる。

　カードにはコインを増やしたり減らしたりするだけではなく、全員に飲み物をご馳走すること、とか秘密を一つ明かすこと、なんて指示が書かれている場合もあって、なかなか盛り上がるのだ。

　駒が倒れてしまわないように、駒の底には磁石が、そしてボードの中には薄い鉄板が仕込まれている。

「別荘までは、どのくらいかかるのだったかしら」

「六時間くらいですね。一時間ごとに休憩を入れますからご安心ください」

　馬車にずっと座りきりでいると、あちこち痛くなってしまう。よほどの急ぎの旅程ならともかく、今回はのんびりとした旅行だ。適度に休憩を入れるのは大切なことだった。

　一時間馬車を走らせたところで、十五分の休憩を入れることになる。手足を伸ばしているクリスティナとラティファの様子を見守っていたら、サイデルが険しい顔をして近づいてきた。

　彼の右手では、白い生き物がばたばたしている。

「ちょ……サ、サイデルさん！　それ、ルイっ！」

「うわあああん、エミーリアー！」

　右手で両脚を束ねたルイを逆さづりにしてぶらぶらさせているサイデルは眉間に皺を寄せていた。

「この鳥は単なるペットと聞いていたと思うのだが」

「そうよっ、食べて寝てるだけの可愛いペット！　そんな持ち方しちゃだめー！」

「姫様をじっと見てた。怪しい行動をするものを姫様に近づけるわけにはいかない」

「だめえっ！」

　慌ててエミーリアはルイを取り戻そうと手を伸ばすが、サイデルにかなうはずもない。ぴょんぴょんと跳ねても、手の届かないところに持ち上げられてしまう。

　サイデルの側でばたばたとしていたら、この状況にはそぐわないのほほんとした声が聞こえてきた。

「ルイったら……また脱走しちゃったの？」

「……そうみたいですぅ」

　声の主は、クリスティナである。

「あら、このミアンそんなに脱走癖があるの？」

　ラティファまで側に寄ってきた。

「ルイ、イイコ！　イイコ！」

　必死に普通の鳥をよそおって、ルイがじたばたした。サイデルの手からは、逃げられなかったが。

「エミーリアがいないとルイはダメなのよねー。妃教育の間も、よく脱走していたし」

「ついて来てしまったのなら、このまま連れていったらどうかしら？　……だめかしら？」

　ラティファが首を傾げ、サイデルが渋い顔になった。

「心配なら、私のことをひっかかせてみる？　この子は、妃教育の間も何度も脱走してしまったのよね。しつけができていないのは困ったことだけれど、私もその子は気に入っているの。返してもらえるかしら」

　ふふっと笑ったクリスティナは、ルイを掴んだサイデルの方へ手を差し伸べる。

　そして、おっとりした微笑みは崩さないまま、サイデルをせかすように手をひらひらとさせた。

　それでも、まだサイデルは渋る。よほどルイを信用していないようだ。

「……サイデル、もういいでしょう。その鳥に怪しいところはないと思うわ」

「ですが、姫様」

　クリスティナの背後からラティファが声をかけ、サイデルはしぶしぶルイを解放する。ばたばた羽ばたいてエミーリアの肩に移動したルイはふぅっとため息をついた。

「サイデルってけっこう強いと思う」

「なんで毎回捕まるのよ……！」

　持ち場に戻るサイデルを見ていたら、つんつんとエミーリアの腕をクリスティナがつつく。

「エミーリア？」

「はい、クリスティナ様」

「ペットの管理はしっかりお願いね？　毎回連れて行くわけにもいかないし」

「……申し訳ございません」

　今後のことについては、後でルイとみっちり相談しよう。向こうについたらお説教タイムだ。

　クリスティナのとりなしもあり、ルイの同行が認められることになった。

　休憩時間を終えた馬車は再び動き始めたが、深いため息をついたエミーリアは、座席の背もたれに背中を預けた。目の前では、信じられない光景が繰り広げられている。

「はい、あーん」

「アーン」

「イイコね、ルイ。グウェンダリン、あなたもルイにお菓子あげてみる？」

　なぜかルイはエミーリアではなく、クリスティナの膝の上に移動している。脚を器用に折りたたんで、羽根をぱたぱたさせ、ものすごくくつろいでいる様子だ。

「いえ……私は遠慮しておきますわ」

　にっこりとして断ったグウェンダリンに向かって、ルイが嘴を鳴らして威嚇する。グウェンダリンが右手を握りしめてぷるぷるさせるのが見えた。

「……クリスティナ様、甘やかさないでください。あまり食べさせたら、ルイが太ってしまいます」

「ルイ、フトラナイヨ？」

（……他の人達の前だからと思って――！）

　ここではエミーリアが強気に出られないのを、わかってやっているのが丸わかりだからいらだたしい。このまま右の拳を打ち込んでやりたいという気にもなってくる。

「太るでしょ！」

「イタイ！」

　かわりに人差し指で額を弾いてやれば、実にいい音がする。

　実際、どれだけ食べても太らないらしいが、それとこれとは別問題だ。

「よく懐いているのね、その鳥」

「家の庭に倒れているところを保護したので、私のことを恩人だと思っているのかもしれません」

　感心した様子のラティファにしたのは、もう何度目になるかエミーリア自身も覚えていない説明だ。

　家の庭にいたエミーリアの頭の上に落ちてきて、意識を奪ったのがルイだったというのが真実だ。それをきっかけに前世の記憶がよみがえったのだが、以来エミーリアのペットとして子爵家で暮らしている。

　うみゃあとネコみたいな声を上げたルイは、ちょんちょんとクリスティナの膝の上を歩いた。かと思えば、今度はラティファの膝に移動した。

「ちょ、ルイ！　クリスティナはともかく、ラティファ殿下はだめ！　降りなさい！」

　一応侍女モードで来ていたはずなのに、それも完全に忘れていた。

「私ならともかくってひどいわ」

「あーもうっ、あなたは前からルイで遊んでるでしょ！」

　エミーリアとクリスティナの交友関係は重なってはいなかったけれど、母親同士の仲はいい。互いの屋敷を行ったり来たりする仲だった。

　会う機会は少なくても、クリスティナのほんわかした雰囲気は一緒にいてとても居心地よかったし、エミーリアはおっとりとした従姉妹が好きだった。最近、クリスティナの扱いが雑になっているのは、気のせいということにしておいてほしい。

「エミーリア、あなた自分の立場を忘れているわよ」

　横から冷静に突っ込んだのはグウェンダリンだ。彼女の言うことはもっともだったから、エミーリアもうっとうなる。

「……申し訳ございませんでした」

　侍女モードを忘れて従姉妹モードになってしまったのは失敗だ。ここは素直に謝罪の言葉を口にする。

　今後、女官として王宮で働いていきたいのならば、うっかり従姉妹モードを発動しないように気をつけておかないと。

「アーン」

　口を開けて、ルイがラティファにお菓子をおねだりする。

（なんてことしてくれるのよー！）

　エミーリアは真っ青になった。

　けれど、鳥相手に無礼を咎めてもしかたないとラティファも思ったのだろう。目の前でクリスティナがお菓子を与えていたというのもあったのかもしれない。

　自分の皿から一つクッキーを摘んでルイの方へと差し出す。がつっとそれにルイが食らいつくのを見て、ラティファは笑い声を上げた。

「本当によく懐いているのね、この鳥」

「ルイ、イイコ！」

　ここぞとばかりにルイが主張する。

（ルイってば……あとでみっちりお説教だからね――！）

　なんてエミーリアが心の中で右手の拳を握りしめていることなんて、ルイは気づいてもいないだろう。

「サイデルが悪いことをしたわね。きっと、この子がとても賢いので気になってしかたないのだと思うの」

　ルイの喉を、人差し指の背中でくすぐりながらラティファはため息をついた。

「いえ……ルイが、勝手に脱走して、行ってはいけないところに突っ込んでいるのは本当のことですし」

「……私と一緒に、アザール王国まで来る？」

「ソレハチョット！」

　エミーリアの守護天使という役目を忘れたわけではなかったらしい。一緒に来るかというラティファの誘いには、即座に断りの言葉を口にする。

「本当に賢いわ、この子。こんなに賢い鳥は見たことがないわね」

　たしかに鳥にしては賢いというか、賢すぎるというのが現実だ。

　なにせ守護天使。頭脳レベルは人間と変わらない。この世界に関する知識量だけなら、エミーリアより上だ。

「この子雄でしょ？　雌のミアンを手に入れたら、子供を作らせることはできないかしら」

「ミアンを育てるのは難しいと聞いていますけれど……」

　ミアンというのはこちらの世界で生息するオウムの一種だ。

　オウムの中でも特に賢く長命ということで、ルイはこの鳥の姿を選んだらしい。

　頭がいいぶん、繊細な気質の個体が多いらしく、卵から孵して育てようとするとたいそうな手間がかかるのだそうだ。

　ペットとして欲しがる貴族も多いことから、エミーリアの父も自分の手で繁殖できないかと挑戦したことがあったけれど、難しさに途中で匙を投げたはずだ。

「ええ。商人達が商売にしようと思ったらとても難しいでしょうね。でも、私は採算度外視で育てられるもの。考えてみてはもらえないかしら」

「え、ええ……ルイに相談してみます……ね……？」

　エミーリアの声が自信なさそうに震えた。ルイと他のオウムのお見合いって成立するのだろうか。

　ラティファの膝の上に目をやったら、ルイはものすごい勢いで首をぶんぶんと横に振っていた。

（そうでしょうねぇ……）

　ラティファも本気で言っているわけではないだろう。

　次の休憩の時、警護のゲイルと次の休憩場所の確認をしてラティファのところに戻ろうとしたら、ルイがものすごい勢いで飛んできた。

「ちょっとー、お見合いとかやめてよね？　僕、オウムを彼女にするつもりはないからね？」

「ラティファ殿下だって本気ではないでしょうよ」

「いーんや、あれは本気だね！　僕があまりにも賢いので、僕の血を引くミアンが欲しくなったんだよ」

「……まさかあ」

　あまりな言いぐさにエミーリアは思わず笑ってしまう。だが、ルイはいたって大まじめで続けた。

「忘れた？　ラティファ殿下の国では、ミアンを暗殺に使うケースがあるって言ってたじゃん。僕の子なら間違いなく暗殺に使える程度には賢い子ができると思うよ。ただ、僕ミアンは好みじゃないんだよねぇ……」

　それなら、好みの鳥はどんなのだとつっこんでもいいのだろうか、この場合。

「でも、それだって時間がかかるでしょうに。国に帰ってからって言っていたし……あれ？　いつ帰るのかしら」

　というか、帰れるのだろうか。アザール王国内は、聞いていたよりずいぶん不安定な気がしてならない。

「たんなる社交辞令ならいいんだけどさあ、なんだか妙に本気な気配感じなかった？」

（……まさか、国に帰ったらミアン暗殺部隊作るつもり……とか？）

　まさかね、と笑って打ち消そうとしてみる。

「エミーリア、あなたいつまでぐずぐずしてるのよ」

　グウェンダリンが、向こうから呼んでいる。

「ごめんなさい、すぐ行くわ」

　まさか、ラティファがそんなことまで考えているはずはないだろう。そう思いたいけれど――。

　ゲイル達護衛の騎士が、それぞれの持ち場につくのを確認し、エミーリアも馬車に乗り込む。

　もう一回休憩を挟んだら、目的地に到着するはずだ。あと一息。このまま無事に到着すれば、しばらくの間は安心だ。

「ルイ、先の様子を見てきてくれる？」

　この先は、シンシアと旅程を確認した時に危険かもしれないと認識していた場所が控えている。ルイは嫌そうな顔をしたけれど、エミーリアに睨まれてしぶしぶ飛び立っていった。

「あら、ルイは？」

　馬車に一人で戻ると、クリスティナが声をかけてくる。

「飛んで行ってしまいました。空を飛んでいる方が気楽なのかもしれませんね」

「あら、残念。もっとお菓子をあげたかったのに」

「食べさせすぎです！」

　クリスティナのところに行けばお菓子がもらえると妙な知恵をつけられても困る。

「あらー、残念ね。でも、しかたないかしら。あの子、空を飛ぶのが好きだものね」

　馬車の側でそんな話をしていたら、そろそろ出発すると声をかけられる。

　再び馬車が動き始めて、三十分ほどしたところで、ものすごい勢いで、馬車の窓が外から叩かれた。

「にゃあ！」

「にゃあって……」

　鳥の癖ににゃあってなんだ。

　エミーリアが窓を開いてやると、そこから強引にルイが潜り込んでくる。エミーリアの肩にとまったルイはひそひそとささやいた。

「大変だよ。この先、なんかわからないけど、馬に乗った凶悪そうな集団がいる」

「はい？」

「待ち伏せ！　待ち伏せだってば！」

　思わずルイが大声になる。それを見ていたラティファが困ったような表情になった。

「待ち伏せって……どういうことかしら」

「――聞こえてるし！」

　ルイが普通にしゃべれるというのは、他の人達には一応秘密ということになっている。あくまでもオウムの一種でしかないのだから。

　だが、あまりの緊急事態に、ルイもその事実をうっかり忘れていたみたいだ。エミーリアの肩の上でじたばたと足を踏みならしながら、大声でわめく。

「だーかーらー！　この先に変な武装集団がいるんだってば！」

「武装集団？」

「馬に乗って！　剣持って！　弓も持って！」

「ちょ、痛い！　そこで足踏みするのはやめなさい！」

　肩の上でばたばたされる度に、肩に爪が食い込んで痛い。エミーリアが肩からルイを引っぺがすと、ラティファは、真面目な顔になって問いかけてきた。

「この先に……武装集団がいるのね？」

「さっきから、僕、そう言ってるでしょ！」

「――サイデル！」

　ルイの言葉を真摯に受け止めたらしいラティファが、自分の側の窓を開いてサイデルを呼ぶ。

「この先に、武装集団がいるらしい――急げ！」

　その間も、馬車は休むことなく走り続けている。ラティファがそう命じた時は遅かった。

「――前方に敵！　令嬢達を逃がせ！」

　護衛係のゲイルが叫ぶ声がする。急停止した馬車が、向きを変えて走り始める。クリスティナとグウェンダリンが抱き合って悲鳴を上げ、馬車の中も騒然となった。

「殿下――そ、それはだめですっ！」

　座席の下からラティファが短剣を取り出すのを見て、エミーリアは大慌てでその手を止めた。

「じ、自害とか考えちゃだめです……！」

「自害？　誰が？」

　エミーリアの言っていることがわからないというように、ラティファは首を傾げる。

「え？　あの……掴まるくらいなら死んでやるって……そういう話じゃ」

「まさか。そんなことするはずない。巻き込んでしまったのだから、私が皆を守らなければ」

「……でも、それは殿下のお仕事ではないと思います」

　自害を考えているわけではないなら、とりあえずはよかったが、決意を固める方向性が違う。

「大丈夫。サイデルと一緒に鍛えている。相手の剣を奪えば、もっと効率よくいける」

「いえ、そういうことではなく……」

　なんだかラティファの目つきが変わった。おまけに、声音も重低音のドスがきいたものに変化している。

「とにかく！　あなたがここで飛び出していくとかありえないんでお願いしますっ！　グウェンダリン嬢、見てないであなたも手伝ってちょうだい！」

　今にも揺れる馬車の扉を開けて飛び出していきそうな勢いのラティファを懸命に馬車に押さえつける。グウェンダリンも加勢して、馬車の床に転がり落ちたクリスティナがラティファの足を掴んだ。

　三人がかりで押さえつけても、まだ、ラティファを止めることはできない。

（剣も練習しておいたらよかった――！）

　実践したことはないが、武芸の達人として屋敷に逗留していた『過去にちょびっと暗殺やってました』な人物に教えを請うていた時期もある。

　だから、密かに相手を静かにさせるとか、それこそ表から正々堂々と殴り合う術は知っているが、剣を持った相手に対抗する手段はほとんど持ち合わせていない。

（……だからと言って、殿下に剣を持たせるのも違うと思うし）

　この状況を、どうやって切り抜けるべきなのだろう。

　それに、王太子殿下の婚約者と隣国の王女が、王家の別荘に滞在するなんて情報、関係者以外は知らないはずなのに。

（やっぱり、ラティファ殿下の護衛の中に裏切り者がいたってことなのかな……）

　シンシアの生家であるディーン伯爵家を訪れた時、ラティファを外廊下へ呼び出し、縁談を壊そうとしていた者。

　王宮のラティファに与えられた部屋で歓談していたら、外で様子をうかがっていた謎の男。あの時も、ラティファと共に来た者達の中に裏切り者がいるのではないかという話はしていた。

「とにかく、あなたが外に出てどうにかなるとかいう問題じゃないんです！　落ち着いて座っててください！」

　ますます強くラティファの肩を掴み、エミーリアは耳元で叫ぶ。王女様相手に無礼なのはわかっているが、今は手段なんて選んでいられなかった。

「あなたに怪我でもされたら、グランディール王国側が責めを負うことになるんです！　落ち着いてください、お願いだから！」

「エミーリア……」

　座面に押しつけられたラティファが、少し落ち着きを取り戻した。

「わ、私達も……しっかりしなくては……ね」

　まだ床にへたり込み、ぎゅっとラティファのドレスを掴んだまま、クリスティナが言う。

「外はどうなっているのかしら」

　ものすごい勢いで走っている馬車は、がたがたと揺れて、会話するのも容易ではない。

「エミーリア嬢、どうしよう」

　さすがのグウェンダリンも、顔色が悪くなっている。

「どうしようって、それを私に聞かれても困るわよ」

　もう少し早くルイに先を見てきてもらえばよかったとか、思うところはいろいろあるけれど、まずは今の状況をなんとか切り抜けなければ。

　忙しく頭を巡らせている間に、がたがたと走っていた馬車が停まる。エミーリアは、強く唇を引き結んだ。

　ちらりとクリスティナとグウェンダリンの方に目をやれば、二人とも顔色は真っ青だ。ラティファの方がまだ、落ち着き払っているように見える。

「ラティファ殿下」

　おそるおそるエミーリアが声をかけると、ラティファは無言でうなずいた。馬車の外はしんと静まりかえっていて、何がどうなっているのかよくわからない。

　窓から外の様子をうかがおうとしたら、エミーリアの座っていた側の扉が大きく開かれた。

「きゃあああああっ！」

　クリスティナとグウェンダリンが抱き合って悲鳴を上げる。エミーリアはぎりぎりのところで悲鳴を呑み込んだ。

　そこから中をのぞき込んでいたのは、見たことのない男だった。彼らの身なりから判断すれば、国内の人間ではなさそうだ。

　サイデルが身に着けている服とどこか似ているところからすると、アザール王国の人間なのかもしれない。

　エミーリアは、じりっと場所を移動して、何気なく他の三人より前に出た。たぶん、他の三人を守れるのはエミーリアだけだ。

　――今、ここで何ができるのかまではわからないけれど。

　背後でクリスティナとグウェンダリンがなにやらひそひそと話し合っている気配がする。

（ここで何をひそひそやってるのよ……！）

　だが、今はそれを追及している場合ではなかった。エミーリアは両手を広げて、背後に三人を匿うようにした。

「これは、アザール王国のラティファ姫とメルヴィル伯爵家の令嬢が乗っている馬車か」

　無言のまま男とにらみ合う、エミーリアの背後から顔をのぞかせたのはグウェンダリンだった。

「私が、メルヴィル伯爵家のクリスティナです。これはいったい、どういうことですか」

「……は？　……おうっふ！」

　思わず声を上げかけたエミーリアの脇腹が、グウェンダリンに思いきりひねり上げられた。コルセットをする習慣がないので、それをされるとものすごく痛い。

「これは、いったいどういうことですかと聞いているのですが？　供の者はどうしました？」

　グウェンダリンは顎をつんと上げ、いかにも貴族らしい傲慢な声音で言い放った。

　はっきり言って、怖い。その無鉄砲さも迫力も。

　けれど、目の前の男はそんなグウェンダリンの迫力にも負けないようだった。

「――一緒に来てもらう。逆らえば殺す」

　背後にいるラティファが身を乗り出そうとしている気配がした。「だめ」と、小声でクリスティナが彼女を引き止めている。

「……この状況では逆らっても無駄ですね。わかりました。一緒に行きましょう。ですが、ラティファ様に害が及ぶようなことはありませんね？」

　長年の間、ハーバートン侯爵家の娘として振る舞って来たからだろうか。

　今のグウェンダリンはすごく堂々としていて、その立ち居振る舞いから生じる威厳のようなものに、思わずエミーリアも呑み込まれそうになった。

「その点は約束する」

　男がそう返すと、グウェンダリンはつんと顎をそびやかした。

「それと、私は、ジャレッド殿下に嫁ぐ身。私とラティファ様には、王族としての待遇を要求します」

「善処しよう」

「約束を守っていただけると期待していますわ。ラティファ様への手出しは許しません」

「――サイデルは？」

　エミーリアの背後に身を縮めているラティファの声が不安そうに揺れる。

「捕虜とした。死なれては困るから連れていく」

（……ということは、『怪我をした』ということね）

　ここにシンシアがいないのは痛い。エミーリアよりシンシアの方が物事をよく知っている。彼女がいてくれたら相談することもできただろうに。

（あとはルイを連絡に走らせる機会があることを期待するしか……）

　男がばたりと扉を閉じ、今度はゆっくりと馬車が動き始める。

「ちょっと、グウェンダリン？　あなたどういうつもりよ？」

　馬車が動き始め、外には音が漏れないであろうことを確認してから、エミーリアはグウェンダリンに詰め寄った。

「未来の王太子妃を、危険な目に遭わせるわけにはいかないでしょう。これでも、ハーバートン侯爵家は、王家に忠誠を誓っているのよ」

　グウェンダリンの言葉を信じたということは、おそらく先方はクリスティナの容姿について金髪の令嬢という情報しか持ち合わせていなかったのだろう。

「と、とにかく……私が王太子殿下の婚約者として振る舞うから、何かあったら私を置いて逃げなさい。大切にしなければいけないのは、クリスティナ様とラティファ殿下の無事よ」

「だったら、私が身代わりになったのに」

　エミーリアの髪色も、クリスティナのものとは少し色合いが違うが金色だ。

　グウェンダリンよりも、血の繋がりのあるエミーリアが身代わりになった方が、説得力があったような気がする。

　グウェンダリンが鼻を鳴らした。

「馬鹿ね。あなた、自分が女官の制服着てるの忘れたの？」

「……あ」

　そう言えば、グウェンダリンは侍女だから、自前のドレスだ。エミーリアは女官の制服を着ているので、クリスティナだと言い張るのには無理がある。

「とにかく、しばらく私が時間を稼ぐから、あとはあなたがどうにかして」

「……へ？」

　今、ものすごい無茶ぶりをされた。

　馬車の窓から外を見つめる。外の景色は、どんどんのどかなものへと変化していた。

「やだ、ここ王家の別荘じゃないの」

　窓の外に目をやって、グウェンダリンが驚きの声を上げた。結局、今日の目的地まで連行されたというわけだ。

「へぇ、ここがそうなの。よくあなた知っていたわね」

「当然でしょう。何度かお招きいただいたもの」

　貴族としては下級のエミーリアが別荘に招待されることはなかったが、グウェンダリンは違う。

　王子達の妃候補になれるくらいの名門貴族の娘だ。家族ぐるみで王宮の別荘に招かれたこともあるのだろう。

（……さて、どう動くのが一番いいかな）

　エミーリアは考え込んだ。

　エミーリア一人ならば、脱走する手段はいくつでも思いつくけれど、クリスティナ、ラティファ、さらにグウェンダリンもいる。

　クリスティナは運動全般苦手だし、グウェンダリンも走るのは遅い。ラティファの身体能力についてはよくわからない以上、うかつな行動はとれない。

「ルイ、ちょっと行ってきてくれる？」

　とりあえず、知らせを王宮に出した方がいい。ルイを窓から外に放り出そうとすると、その手をクリスティナが止めた。

「ルイはちょっと待って。私達の扱いがどうなるのか確認してからでも遅くはないわ。不確実な情報だけを渡しても困るでしょう」

「そうね。それもそうかも」

　先走りかけたことを反省し、肩にとまったルイの羽を撫でる。ルイの体温に安堵した。

（……これから、どうなるんだろう）

　怖くないと言ったら嘘になる。心臓をばくばくさせている間に、馬車は静かに停止した。

　外から扉が開かれる。エミーリアは、真っ先に外に飛び出した。馬車の周囲はぐるりとたくさんの男達に囲まれている。

　護衛に付いてきた騎士達は、皆縛り上げられて荷馬車に転がされていた。

　エミーリアが見る限りでは、重傷者はいないようだ。おそらく、先に馬車とそこに乗り込んでいる令嬢達を押さえて人質としたのだろう。

「エミーリア、手を貸してくださる？」

　グウェンダリンに命じられて、エミーリアは慌ててそちらへと手を差し出した。

　身軽に降り立ったグウェンダリンはつんと顎をそびやかして目の前にいる男に向かって言い放つ。

「――王族に対する敬意は払ってもらえるのよね？」

「約束は守る」

　綺麗に巻いた髪を、グウェンダリンは勢いよく背中へと払った。

（……グウェンダリンのふてぶてしさが、今はありがたいわ……）

　うつむいているラティファに付き添っているふりをしながら、エミーリアは周囲に視線を走らせる。

　馬車を取り囲むのは、アザール風の衣服を身にまとった男達。

（素人……じゃない、気がする）

　どうしてそう思ったのか、エミーリア自身にも説明はつかない。ただ、剣を下げた男達は、剣を抜くということになんのためらいも持たないように見えた。

（弓を持っている人もいるし、後ろからぐさってことも充分ありえるわね）

　エミーリアの肩に置かれたラティファの腕に力がこもる。

「殿下、大丈夫です。私が……ついています」

　ラティファの背中に手を置いて、エミーリアはなんとか彼女をなだめようとした。

「窓のない部屋に閉じこめられる可能性もあるから、僕は一時待避してる。最悪、自分の判断で動くから」

「よろしく――あ、ちょっと待って！」

　言うなり、ルイはばたばたと飛んでいってしまった。

「アソボ！　アソボ！」

　と、いかにも「ボク、オウムナンデ」という調子で鳴いておいて、別荘の上空をくるくると回っている。

「おい、あれはどうするんだ？」

　油断なくエミーリア達を見張っていた男が問いかけてくる。

「……あの子がその気になるまで、呼んでも降りてこないのでほっといてください」

「懐いていないんだな。あれはただのオウムじゃなくてミアンだろ？　賢いから、飼い主を馬鹿にするぞ」

「ありがとう。なるほど、それでわかったわ。私の言うことを聞かない理由が」

　オウムの中でも賢いミアンの姿を選んだのは正解だったかもしれない。今のところは、ルイの自由な活動もある程度見逃してもらっているようだ。

「じめじめした部屋は嫌よ？　きちんと日の当たる部屋にして。あとは、侍女もつけておいてもらわないと困るわ」

（……こっちはこっちでやりたい放題ね……！）

　グウェンダリンは、男達の中で一番偉そうな男に向かって次から次へと要求を言い立てている。

「それと、私は一日三回お茶を飲まないと気が済まないの。お茶の用意もしてくださるわね。当然、甘いお菓子もよ？」

　その要求って一体どうなのだろう。いくらなんでもやり過ぎではないだろうか。

「大丈夫だ。王族としての扱いを約束しただろう」

「……ラティファ様には手を出さないわね？」

「もちろん、約束する」

「信用できないわ！　一緒の部屋にして」

　グウェンダリンの剣幕に、男の方も少し押され気味だ。

　エミーリアがその様子に苦笑いしていたら、クリスティナがそっと腕をつついてきた。

「同じ部屋にいた方がいいの……よね……？」

「そうねぇ……」

　監禁されるのはしかたないにしても、ばらばらにされてしまったら、どういう対応をとるにしても対応するのが難しいだろう。

「ごめんなさい、エミーリア……わ、私……もう、だめ……！」

「ちょ、クリス――じゃなかった、グウェンダリン嬢？」

　エミーリアの腕を掴んでいたクリスティナがそのままふらりと倒れ込んだ。慌てて支えるエミーリアを見たグウェンダリンが、エミーリアを思いきり指さした。

「……あの娘はラティファ様のお世話係だし、私の侍女が起きるまでの間は、私の世話をしてもらわないといけないから、一緒の部屋にして。それと、私の侍女も看護させるから、私の侍女も同じ部屋に」

　一気にたたみかけたグウェンダリンに、男の気も抜けたらしい。部下らしき男を呼びつけて、四人を案内するようにと命じた。

「大丈夫？　歩ける？」

「……ごめんなさい」

　よろよろしているクリスティナを、なんとか支えながら歩く。歩きながら、心の中で決意を固めた。

　四人そろって、無事に帰るのだ。

















第十五章　囚われのお嬢様達












　四人が通されたのは、屋敷の中、客用寝室と思われる場所だった。

　三階の南側、廊下の端にある部屋だ。グウェンダリンが言ったように、日当たりのいい位置にある部屋だ。

「まぁまぁね」

　部屋に入るなり、室内をぐるりと見回したグウェンダリンはそう評価した。室内は衝立でしきられていて、その向こう側には天蓋付きのベッドが二台あるのが見える。

　手前には三人くらいは並んで座れそうな大きなソファが二脚とテーブル。その他、暇つぶしのための本が並んでいる本棚。壁にはクローゼットが作り付けられている。

　寝酒にしろということなのだろう。壁の棚には果実酒の入った瓶とグラスが並べられ、窓際の花台には花も飾られている。

　別荘の使用人達は、充分注意を払って王太子の婚約者とその同行者を迎える準備をしていたようだ。室内は快適そうに見える。

「荷物は、中身を確認した上でこちらに運ばせる。身の安全については保障するから、安心していい」

　ふらふらしているクリスティナをソファに横にならせて、エミーリアは男の様子をうかがった。四人に一礼し、男は部屋を出ていく。

　がちゃりと部屋の外から鍵をかける音が響いてきた。これでもう、外に出ることはできない。

「クリスティナ、お水を飲む――って、起きても平気なの？」

　水差しを手に振り返ったら、先ほどまでふらふらしていたクリスティナが、ソファの上に起き上がっている。

「大丈夫。グウェンダリンが上手に合わせてくれたから助かったわ」

　意味がわからず、エミーリアが目をぱちぱちさせていたら、グウェンダリンがふんと鼻を鳴らした。

「四人一緒の方がよかったのでしょ。あなたの意図くらい読めたけれどね？　私が、上手な言い訳をあの場で思いつかなかったら、どうするつもりだったのかしら」

　つまり、あの場でクリスティナは限界を装って倒れるふりをしただけだった、ということらしい。その芝居にとっさに合わせたのがグウェンダリンというわけだ。

（クリスティナも意外にたくましかったのね……）

　意外な従姉妹の図太さに、エミーリアは素直に感心した。今まで彼女を守るつもりでいたけれど、もう、その必要もないのかもしれない。

　グウェンダリンとクリスティナが恐怖に駆られていないのなら、王宮に連絡してゆっくり救出されるのを待つなり、脱出するなり計画を練ることができる。

「ラティファ殿下、大丈夫です。すぐに助けが来ますから」

　にっこりと微笑んだクリスティナは、エミーリアが知っていた従姉妹とはかなり違って見えた。

「とにかく、落ち着きましょう……皆、ここに座って。ええと、エミーリア。やっぱりお水もらえる？」

　クリスティナとラティファが並んで座り、その向かい側にグウェンダリンが座る。そしてエミーリアが水を汲みに行こうとしたら、グウェンダリンに命令された。

「お茶飲みたいわ、お茶。あなたいれてきて？」

「なんで私がっ」

「だって、私、王太子殿下の婚約者だもの」

　ふふんと勝ち誇った笑みを向けてくるグウェンダリンに、いらっとした。

（……この機会に私をこき使うつもり？）

　こき使われるのは面白くないが、グウェンダリンが動き回っているのを不思議に思われたら、誤魔化すわけにもいかない。

「ハイハイ、そうだったわね。侍女ってことになっているとはいえ、クリスティナにやらせるわけにもいかないものね」

　ここでお茶にしようかとはずいぶん気楽なものだと思うが、意外とグウェンダリンのやっていることは正しいのかもしれない。

　女官として勤め始めてから馴染んだ仕草をしていると、少しずつ落ち着きを取り戻してきた。何種類かある茶葉の中から一種類を選び、湯を沸かしている間に戸棚の中に用意されていたクッキーを皿に盛りつける。王家の別荘だけあって部屋にお茶をいれられる設備は揃っていた。

（この別荘の使用人達はどうなったんだろう）

　ティーポットに湯を注ぎ、テーブルに運ぶ。砂糖、ミルクとわいわいとやっている間に、他の三人もすっかり落ち着きを取り戻したようだ。

「とりあえずの危機は回避できたと思うけれど、油断はできないわ。落ち着いて状況を整理しましょう。エミーリア、それでいいわよね？」

　ソファに座ったクリスティナが姿勢を正す。この場をクリスティナが取り仕切っていることに、誰も疑問を覚えないみたいだった。

「やはり、目的はラティファ殿下なのかしら？」

「……そうだと思います。あの者達は、アザール王国の人間ですから」

　クリスティナが問うと、ラティファはゆっくりとうなずいた。

「行方不明のタリム殿下のことをあなたに聞こうとしているの？」

「私が、兄の行方を知っていると思っているのでしょう。私は、何も聞いていないけれど……」

　ラティファが視線を落とし、エミーリアは息をついた。

　タリム王子がラティファに何も言わなかったのは正解かもしれない。今のラティファなら、怖い顔をして詰問されたらタリムの行方をしゃべってしまうだろう。

　すぐに危害を加えられることはなさそうだけれど――さて、四人まとめて脱出するにはどうしたものか。このまま救出が来るのを待った方がいいだろうか。

「――失礼する」

　その時、不意に扉が開かれてエミーリアは飛び上がった。

「ノックくらいしてください！」

「……すまない」

　ソファから立ち、入ってきた男の方とソファの間に立ち塞がる。入ってきたのは、先ほどエミーリア達に身の安全を保障してくれた男だった。

「――アザール王国、カイと申す」

「何かご用？」

　エミーリアが止めるのもかまわず、ゆったりとした仕草で立ち上がったグウェンダリンがエミーリアと並ぶ位置までやってくる。

「ちょ、グ――じゃなかった、クリスティナ様っ！」

　言っても聞きそうにないので、しかたなく何気なく背後にかばうような位置にエミーリアは移動した。

「手短に申し上げる。タリム殿下の行き先をご存じないか」

「私は何も知らないのです」

　そう答えるラティファの声が震えている。

　怖い顔をして、カイがたずねるものだから、他の三人が恐怖にかられているのをエミーリアは察知した。ラティファを守るべく立ち上がったグウェンダリンの顔も青ざめている。

（……顔、怖いし、声も怖いし……）

　おそらく数日の間、髭を剃る間もなかったのだろう。ぼさぼさになった髪に、ぼうぼうの髭。おまけに目つきも悪い。

「ヤダッ、ちょっとあなた本気？」

　急に裏返った声を上げたエミーリアに、カイは突き刺さるような視線を向ける。一瞬エミーリアも脅えたけれど、それを顔に出さないようにして続けた。

「そんな怖い顔をして、お姫様達が心を開くと思うの？　尋問って相手の心にどれだけ接近できるかどうかで決まるんじゃないの？」

「貴様っ」

「あ、ゴメンナサイ。ついうっかり本音がダダ漏れで」

　にこにこしながら、クリスティナの方に視線を流す。顎をしゃくって立ち上がるようにうながすと、弾かれたようにクリスティナが立ち上がった。

「ささっ、とにかくまずはそこに座って……今、お茶をお持ちします。よろしいですわね、クリスティナ様」

「……え、ええ」

　グウェンダリンが、慌てた様子でうなずく。自分の役を忘れてしまっていたみたいだ。

「グウェンダリン、ちょっと来て」

　立ち上がったクリスティナをグウェンダリンの名で呼ぶと、一瞬混乱したように目を瞬かせたがすぐに意図を悟った様子で近づいてきた。

「あちらでお湯を沸かしておいてくれるかしら」

「ええ」

　室内を素早く見回し、小さめのタオルをゲット。それを持ってお湯を沸かしにいったクリスティナの後を追う。

　小さなボウルにお湯を入れ、適温になるよう調整。さらにそこにラベンダーの香油をたらし、その中にタオルを入れておしぼりを作る。

「何やってるの？」

「しぃっ」

　クリスティナの問いかけは、人差し指を口に当てて封じた。

「先にお茶を持っていって、グウェンダリン嬢の後ろに立っていてちょうだい」

「……え、ええ……」

　アザール王国の人間の前では、『侍女のグウェンダリン』ということになっているので、話の最中は座らない方が正解だろう。

　トレイにティーカップを載せて運んでいくクリスティナが震えているから、カップもかたかたと震えている。

　クリスティナはカイの前にお茶を出すと、言われた通りグウェンダリンの後ろに立った。

　おしぼりを持ってクリスティナに続いたエミーリアは、カイのすぐ側に片膝をついて、顔を見上げる姿勢を取った。

「え……ええと、だな」

「カイさん、まずは手を拭いてくださいな」

　すかさず広げたおしぼりを差し出してやる。うっかり受け取ったそれで手を拭いたカイはまじまじとおしぼりを見つめた。

　こうなったら、こちらのペースに巻き込んでしまえ。カイはエミーリアの差し出したおしぼりで手を拭き、それを顔に当てた。彼の喉から妙な声が漏れる。

「……これは、いいな」

「そうでしょう？　ええと、それでお話……タリム殿下のことでしたよね？」

　いわゆる『おしぼり』というのは、前世生きていた日本固有の文化だったそうだ。

　嘘か本当かまでは知らないが、どこかの国の王族が、喫茶店か何かで出されたおしぼりに感激し、自国にその文化を持ち帰ったというような話を聞いたことがある。

　実際、花の香りをつけた温かいおしぼりに、カイもいくらか落ち着いたようだった。おしぼりを手に握ったまま、改めて問いかける。

「……何も聞いていないと言っておられたな？」

　ラティファはこくりとうなずいた。すかさずエミーリアは口を挟んだ。

「カイさんは、お砂糖は使われます？」

「あ、ああ……二つ」

　にこにことしているエミーリアに押されるように、カイが砂糖の数を指定する。

（よし、こちらのペースに引きずり込めた！）

　内心で手を叩きながら、エミーリアはさらに続けた。

「かしこまりました。ミルクは？」

「いや、けっこうだ」

　角砂糖を二つ彼のカップに放り込み、よくかき混ぜてから差し出す。

「……え、ええとだな。お国ではこの姿勢が基本なのか」

　膝をついたままのエミーリアに若干カイは困惑しているようだ。カップとソーサーを受け取ったはいいものの、一口だけ飲んでテーブルに置いてしまう。

「そういうわけでもないのですが……見下ろされるのって不愉快じゃないですか？」

　低いソファに座っているから、立っているとたしかに見下ろす形になってしまう。

　普段ならお茶を出し終えた段階でメイドは下がっていくけれど、今は側を離れるわけにもいかないのだ。

　こちらの方が姿勢を低くすることで、相手の警戒心を解くこともできる。

　それに、この位置はカイの視界に入りにくいから、何かあったら下から顎に拳をたたき込んでやるのにもちょうどいい。

「タリム殿下って……よく存じ上げないのですが、お国を出られたのではないですか？」

「行方が知れないから、こうやって探している」

　他の三人に話題を振らせないように、率先してエミーリアがカイに話しかけた。

「どこに行かれたにせよ、ラティファ殿下に行き先なんて告げないでしょう。だって、今みたいな状況になったら、ラティファ殿下ぺろっとしゃべってしまうと思いますけど。というか、私がラティファ殿下だったらぺろっとしゃべっちゃいますけど」

「ま……まあ、そうかもしれないな」

　エミーリアの言葉に、カイはどんどんはまっていくようだった。そこそこ美人に見上げられていて、彼の警戒心も少しずつ解けているのだろう。

「大変ですわね……」

　頬に手を当て、深々としたため息とともに心底同情したようにつぶやくと、カイは思いきりうなずいた。

「これもお役目であるからしかたないのだが……！」

「でしょうね、お疲れが顔に出ていますもの。ちょっとよろしい？」

　するりと立ち上がり、カイの背後に回る。そっと彼の肩から首筋にかけて手で触れた。

「あー、ほら、こんなに肩ががちがちですもの。マッサージしますねー。ああ、そういえばこの別荘に使用人がいたと思うのですが。この部屋を支度したのはその人達でしょう？」

　エミーリアの手が滑らかに動き、凝り固まったカイの身体を解していく。

　肩を揉むのも、大得意だ。気持ちよさそうに唸りながら、カイはエミーリアの話に乗ってきた。

「ああ……彼らなら、危害は加えていない。まとめて閉じ込めさせてもらってはいるが」

　何をしているんだと言いたそうな他の三人の視線が突き刺さるが、この際細かいことは言っていられない。

「ホント、お疲れですよねー。肩だけじゃなくて、首筋も凝ってるし……」

　同情するような言葉をかけながら、がっちがちに固まった肩をほぐしてやると、カイはふぅっとため息をついた。いくぶんは、警戒心を薄れさせることができたようだ。

「あ、ちょっと失礼しますね。ここぐーんと伸ばしたいので」

　肩から首筋、そして肩胛骨のあたりまで揉んでやり、肘を掴んで、筋肉を伸ばす。カイの口から、また気持ちよさそうなため息が漏れた。

「お役目、ご苦労様ですわ……こういう状況ですもの。私達も不安でいっぱいなんです。頼りにしてもよろしいですか？」

「も……もちろんだ。こちらとしても、か弱い女性に必要以上の危害を加えるつもりはない」

（……必要以上って、必要とあらば何かやるぞってことにも聞こえるんだけど）

　しばらくマッサージを堪能していたカイだったが、はっと気がついたように居住まいを正した。

「あ、いや――すっかり長居してしまった。ラティファ様、申し訳ないが、また改めて話はさせていただく」

　そう言い残したカイが出て行くのと同時に、グウェンダリンがテーブル越しにエミーリアの肩を掴んだ。掴んだ肩をがくがく揺さぶりながら責め立ててくる。

「あなた、何やってるの？　あの男は敵よ？　敵に親切にしてどうしようっていうのよっ！」

「オ……オモテナシ？」

「おもてなしって！」

　テーブル越しに肩を掴んで揺さぶられるというのは、なかなかない経験だ。

「……いやー、友好的な関係を築いておいたら、この後いろいろやりやすいでしょ」

「――あなたねぇ！」

　エミーリアを揺さぶるグウェンダリンの動きがさらに激しさを増す。

「少なくとも、別荘の使用人達の無事は確認できたわけだし、得るところだってあったでしょう」

「グウェンダリン、エミーリアを放してくれるかしら。これからどうするか考えましょ？　さっきは話が途中で終わってしまったから」

　ふわぁっと微笑むクリスティナを見ていたら、グウェンダリンも毒気を抜かれたみたいで手を離してくれた。

（……でも）

　エミーリアはクリスティナを見て考え込む。今のクリスティナは、この状況でもうろたえてはおらず、落ち着いているように見える。

　ひょっとしたら、ジャレッドは、こういうところまで気づいてクリスティナを王太子妃に選んだのだろうか。

「私達がまずやるべきことは何？　エミーリア、あなたならわかる？」

「ええと、そうねえ……まずは、自分達の置かれている状況を、正確に把握すること、かな」

　エミーリアは窓の外に目をやった。立ち上がり、窓を大きく開け放ってみる。窓が開くのに気づいたらしく、庭にいた男がこちらを見上げてきた。

「ルイー！　ルイ！　どこに行ってしまったの？　おやつの時間よー！」

　一応、飛んでいってしまったペットを探している体で窓の外に向かって叫ぶ。エミーリアの言葉を聞いた男は、興味なさそうに視線を戻した。

（一人、二人、三人……っと）

　素早く視線を左右に走らせる。現時点でここから確認できるのは三人、おそらくあと二人くらいいるだろう。

（サイデルさんや、ゲイルさん達はどうしてるんだろう……）

　護衛の騎士達は、どうしたのだろう。サイデルは、使用人達とは別に閉じ込められているのだろうか。気になることが多すぎる。

　窓は大きく開けたまま、エミーリアは元の場所に戻り、ひそひそとささやく。

「庭には少なくとも三人の見張りがいるわ。あと見えないところに二人以上はいるでしょうね。窓から逃げるのは……ここ、三階だから下りるのにも苦労しそうだけど、ちょっと難しそう」

「……でも、廊下の扉には鍵がかかっているわよ」

　とクリスティナ。女性の細腕で扉を蹴破るわけにもいかないし、こちらから逃げるのも無理そうだ。それに、もう一つ心配なことがある。

「ラティファ殿下、サイデルさんがどこにいるのかはわかりませんか」

「心配しなくてもいい。あれは、私のために死ぬのも役目だから」

「それは……」

　あまりな言いぐさにエミーリアはため息をついた。たぶん、そういう関係なのだろうなーとは思っていたが、いざという時、ラティファはためらいなくサイデルを犠牲にして逃げ出すだろう。

「じゃあ、私達はここでおとなしくしているしかないのかしら？　でも、自分の身を守るための武器は用意できそうね」

　グウェンダリンの目が、棚に置かれている花瓶の方に向かう。

（ちょ、その花瓶どうするつもり――？）

　花瓶を見てにっこりとしたグウェンダリンが視線を戻してきた。最近のグウェンダリン、少し、好戦的すぎやしないか。

「私一人なら、窓から降りて逃げるけれど、四人となるとちょっとね。外から助けが来るのを待つしかないんだろうけれど……」

　ルイがここにいたら、王宮に使者として飛んでいってもらうのに。

「そんなに時間はないと思うわ。おそらくカイは、私をアザールに連れ戻すつもりでしょう。そして、兄に向かって脅しをかける。出てこなければ、私を殺す、とね」

　そう告げるラティファの声は震えている。タリム王子のことが心配でならないのだろう。

「それはまた強硬手段ですねぇ……とはいえ、タリム殿下に出てこいというにはそれが一番早いのかしら。でも……ずいぶん、乱暴な手段じゃないですか？　おそらく、王族が関わっているでしょうし」

　騎士団所属の騎士達が護衛についていたのだ。

　それをこうも手際よく倒したということは、カイもただの盗賊とかごろつきとか、そのあたりに分類される人間ではないだろう。おそらく、王家に近いところに雇われているのだと判断した。

「いくらでも……もみ消しはできるから」

「うわーお」

　他になんて言ったらいいのかわからない。死体に口なしというわけで、殺ってしまえば、こちらのもの、なのかもしれないけれど。

「そうなったら、私達はどうなるのかしら？　お国まで連れていかれる？」

「国境まで逃げるための交渉の材料に使うでしょう。そこで解放される……とは思うけれど」

　クリスティナの問いにも、ラティファはよどみなく答える。以前から、こういった時にどうすべきか、以前から考えていたのかもしれない。

（逃げる……ぶん殴る……うーん、どれも厳しいな……私一人ならともかく、他に三人もいるんだもんね）

　今まで、エミーリアは単独行動が多かった。他の人と一緒に行動するというのは頭になくて、こういう場合四人揃って逃げましょうとなるとどうしたらいいのかわからなくなる。

「エミーリア。これから先は、あなたが先頭に立って動いてくれるかしら。あなたが一番頼りになりそうだもの」

　クリスティナの言葉に、エミーリアは唇を結んだ。

（クリスティナも、自分にできることをしようとしている）

　いつものクリスティナなら、ふわふわと笑っているだろうに、今は険しい表情をしている。

「お任せください」

　自信満々に言い放ったものの、こういう状況に陥ったことなんてあるはずなくてどうしたらいいのかわからない。

　こんこん、と窓が叩かれる音がして、エミーリアは立ち上がる。窓のところで羽ばたいていたのは、先ほど離れたルイだった。

「エミーリア、無事？」

「無事だけど、あなたどこで何してたのよ」

　窓から入ってきたルイは、窓枠に留まって首をかしげた。

「ちょっと、あたりを見てきただけだよ。僕が君から離れるわけないでしょ。それより大丈夫？　この別荘、けっこう囲まれちゃってるけど？」

「外の様子も見てきてくれたんだ？　こっちは大丈夫だと思う……」

　窓から飛び込んできたルイの方へ飛びついたエミーリアは口早に問いかける。

「ねえ、エミーリア嬢。そのミアンと何を話しているのかしら？」

　若干ひきつったグウェンダリンの言葉に、エミーリアはその場で固まった。

（……あ）

　ルイが人間と同じ程度の知能を持ち合わせていて、普通にしゃべるというのは一応内緒なのだった。慌ててエミーリアとルイは顔を見合わせる。

「ニ……ニャーン！」

「あんたは猫じゃないでしょうが！」

　ぴんっ、と額を弾いてやると、イタイ！　とルイは声を上げた。
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　次にカイが姿を見せたのは、食事を運んできてくれた時だった。どうやら少し休む時間が取れたようで、入浴をすませ、髭も綺麗に剃ってある。

（……あらやだ、意外と美形だった）

　と、冷静にエミーリアは判断を下した。年齢は、二十代後半というところだろうか。

　しっかりとした骨格の、野性的な風貌の持ち主である。身なりを整えて戻ってきた彼は、ただのごろつきとは思えない風格があった。

「――兄上の居所について、お心当たりは？」

　食事の入ったトレイをテーブルの上に置いてカイはたずねる。ラティファは首を横に振った。

「ニク！　ニク！」

「あんたは、パンで我慢しなさい！」

「ヤダー！」

　部屋中に漂い始めた重苦しい雰囲気を、完全にぶちこわしたのはルイだ。食事は、どうやら使用人が用意したものではなさそうだ。

　一応、パンはついているが、あとは煮込みというかシチューというか、どどんと切った肉と野菜がごろごろとした謎の液体が椀に入れられているだけ。

　資産家の令嬢であるグウェンダリンなどは、そのトレイを見ただけで眉間に深い皺を刻みこんだ。

「――何よ、これ。私にこんなものを食べろと言うの？」

「クリスティナ様、状況を多少は考えてください。食べたくないなら食べないでけっこうです。その代わり、あとでお腹が空いて困っても知りませんよ？」

　エミーリアは、グウェンダリンをたしなめた。というか、クリスティナがものすごい我儘娘だと噂になったらそれはそれで困る。

「……何よっ」

　正直なところ、おいしくなさそうだったので、食欲が失せたのはエミーリアも同様だ。

「厨房の料理人に、ナイフを持たせるわけにはいかないのでな。我々の食事係が調理した。数日のことなので、我慢していただきたい」

　申し訳なさそうにカイが頭を下げる。

（……あらやだ、意外と紳士）

　心の中でつぶやき、問題はそこではないとエミーリアは自分に突っ込んだ。

　きっと、カイ達一行もラティファを手中におさめるまで強行軍だったのだろう。少し休憩を取ったであろう後とはいえ、まだ疲れの色が残っている。

「お疲れですわね？　もしよろしければ、もう一度マッサージしますけど」

　笑顔を大サービスしてやれば、どぎまぎした様子でカイは視線を逸らす。

　どうやら、女性には縁がなさそうな雰囲気だ。好みかどうかは別として美形なのにもったいない。

「大丈夫だ、問題ない……ええと、お心遣いには感謝する」

　後ほど皿を取りに来ると言い残して出ていったカイを見送りエミーリアはふむと考え込んだ。

（やっぱり……意外と紳士だし……単純そうだし……うん、あの人を味方につけられたらどうにかなるかも）

　食事を終えると、今度は見たことのない青年が皿を取りに来る。翌朝、朝食を運びに来ると言い残して、彼は出ていった。

「このソファ、扉の前に移動させたいんだけど手伝ってくれる？　もう片方は、窓際に。グウェンダリン嬢、あなたは入り口側のソファで寝るのよ」

　三人は並んで座れそうな立派なソファをうんうん言いながら窓際と入り口側に運ぶ。

　入り口の扉は内側に向かって開くから、ここにソファを置いておけば、外から扉を破られたとしても中に入り込むまで時間を稼げる。

「あなたは？」

「私は、窓側。夜中に『やっぱりラティファ殿下を殺したらいいんじゃ』なんて発想になられたら困るもの。窓の方を守る。一応、自衛はしておきましょ――それと、ちょっと私、外の様子探れないか、やってみる」

　エミーリア一人なら、なんとか外に出て戻ってくることもできるだろう。

「まさか、これが役に立つ日が来るとはね……」

　カイ達が運び込んでくれた荷物の中から、動きやすい服を取り出して着替える。そして、エミーリアは頭に手をやった。

　簪のように髪に挿してある髪飾りを外し、左右に引っ張る。すると、スティック部分に仕込まれていた刃が姿を見せた。

　その細い刃物で、今まで着ていた女官の制服、スカート部分の裏地を切る。

　女官の制服はスカートを形よく見せるために、スカートの部分には芯が入っているのだが、その芯のかわりにエミーリアはシルクのロープを縫い込んでいた。

　細いけれど丈夫で、エミーリアの体重くらいなら支えられる。この改造はラティファの世話係になるにあたり、女官長に許可を得て行ったものだ。刃物を仕込んだ髪飾りも。

　念のための準備で、まさか本当に使うことになるとは思っていなかった。

「私が下りたら、ロープを上げて隠しておいて。戻ってきた時下ろせるように誰か窓のところで見張ってて。戻ってきたら合図するから」

　様子をうかがうと、見張りは行ったり来たりしているようだ。

「ルイ、見張りに見つかりにくくできる？」

「僕の加護でその程度なら」

　ひそひそとささやき合い、見張りが庭の端に行った時を狙って、エミーリアは素早く地面まで下りた。

「さて、ここの使用人達は、どこに捕まっているのかしら」

「……地下室があったと思うよ」

　地下室とはいっても半地下で、ある程度は日光が入るようになっているのだとか。

　エミーリアはそこに足を向けると、明かりとり用の窓から明かりが漏れていた。

「誰かいます？」

「その声は、エミーリア殿か」

　帰って来た声にほっとする。どうやら、そこにいるのはサイデルのようだ。

「サイデル、そこにいたのね」

「うひゃあ！」

　背後から予想もしていなかった声がして、エミーリアは思わず声を上げる。

　とりあえず、口を押さえるのだけは忘れなかったから、さほど大きく響いてはいないはず……たぶん。

　振り返ったところに立っていたのは、ラティファだった。エミーリアが動きやすい衣服に着替えているのに対し、ラティファはずるっとしたドレスのまま。

「殿下、いったい、どうやってここに」

「あなたと同じ方法で」

「ちょっと……！」

　ラティファまで下りてきてしまったのは、予想外だし、正直困る。ラティファは地面に膝をついて、室内をのぞき込んだ。

「姫様、申し訳ございません」

「こういう状況だからしかたない。ここにいるのはサイデルだけ？」

「他の使用人はおそらく一階の部屋のどこかだと思う。騎士達は隣の部屋だ」

「……なるほど」

　おそらく、サイデルは危険人物だと判断されたから一人隔離されているのだろう。ここの別荘にいるのは、家事のできる使用人であって、武芸のたしなみはないはずだ――たぶん。

「あなた、よほどの危険人物だと思われたのね。一人だけ別に閉じ込めるなんて」

　エミーリアの言葉に、サイデルが笑ったようだった。

「いや、タリム殿下について聞き出すのに、グランディール王国の者達に聞かれたくないということなのだろう。かなり、いろいろと突っ込んだ話もしているのでな」

「ああ……そういうこと」

　アザール王国内の暗部をグランディール王国の人間には知られたくないということなのだろう。

「サイデル、これを渡しておく。私はもうここに来られるかわからないから。隠し場所はある？」

「問題ありません」

　ラティファが短剣を取り出し、窓の隙間から中に落とす。からんと乾いた音がした。

（……どこに隠してたのかしら、この人）

　なんだかこの二人、関わったらいけない何かをぷんぷんと発している。

「そこに誰かいるのか？」

　隣の窓からも声が聞こえてくるのに気がついて、そちらに移動した。

「私、エミーリアです」

「ゲイルだ。よく、無事でいてくれた」

「私達は無事です。そちらは無事ですか」

「まあ……何人か怪我人は出たが無事だ。しかし……どうやって、外に」

「三階に閉じ込められましたが、窓から抜け出ました。何かあったら連絡係にルイを使いますが、窓は開きますか？」

「空気を入れ換える程度には。我々が逃げられる大きさではないが。鳥なら問題ないだろう。役目を全うできず、申し訳ない」

「空気を入れ換えられるくらいなら充分です。それと謝罪は帰ってから、偉い人達の前でやってください。とりあえず、できることからやりましょう」

　それだけ言って、エミーリアは立ち上がった。別荘の使用人達にも話をしようかと思ったけれど、今日のところはここまでだ。

　見張りの目を盗んで、元の位置まで戻る。ルイがぱたぱたと飛んでいって、窓枠にとまると、上からロープが下ろされてきた。

「おい、そこで何をしている――」

「やだ、見つかった！」

　見つからない程度なら、ルイの加護でどうにかなったのではないだろうか。それとも、ラティファも一緒にいるからその加護が切れてしまったのだろうか。

　ええと、とかなんとか言いくるめようとしていたら、不意に声をかけてきた男が倒れこんだ。見れば、ラティファが男の後頭部に一発くらわせたところのようだ。

「早く！」

　戻ってきたルイが、エミーリアの肩に止まってせかす。ためらうことなくラティファはロープを掴んでするすると上り始めた。

（速い……！）

　体力に自信のあるエミーリアよりよっぽど素早くラティファはロープを上り切り、中に消えた。

　エミーリアもラティファの後に続く。ルイはエミーリアの周囲をばたばたと飛び回っていた。

「見つかるんじゃないの？　大丈夫？」

「僕の加護で見えてないから……ロープは隠してくる。室内を改められたら困るからね」

　ルイの助けも借りて、あっという間に元の位置へと戻る。

「グウェンダリン嬢、ロープを畳んでルイに渡して！」

　グウェンダリンがロープを小さくまとめ、ルイに渡している間に、エミーリアは今着ていた服を脱いで、女官の制服に急いで着替える。

　束ねたロープをルイが足で掴んで、窓から飛んでいく。ルイを見送り、窓を閉じたところで、扉が激しく叩かれる音がした。

「あなた達は、余計なことを言わないで」

　エミーリアはそう言って、扉の方へと近寄った。扉の前には、先ほど移動させたソファが、ででんと置かれている。

「ちょっと……待っててください……」

　そのソファを少しだけずらし、扉をほそーく開けた。隙間からのぞき込んでくるのはカイだ。どうやら、彼がお姫様一行のお世話係のような役を引き受けているらしい。

「……何か、ありましたか？」

　何食わぬ顔でエミーリアは問いかけた。

　見つかったのはエミーリアの不覚。ここはどうにかして乗り切らなければ。

「金髪の女に殴られたと……見張りの者が……このソファは？」

（私――殴ってないし！）

　心の中で突っ込んだ。殴ったのは、エミーリアではなくてラティファだ。とはいえ、正面にいたのがエミーリアだからそう誤解されたのだろう。

「……私達、そろそろ寝ようかなって思っていたところなので。そのソファは、用心のためというか……ここから外に出られるはずもないのですけれど」

　伏し目がちに、心細いと思っている様を演出する。いや、演出できたらいいな、と思う。

　全力演技だ、頑張れ。

「申し訳ないが、室内を改めさせてはいただけないだろうか」

「……かまいません……けれど。ソファをずらすので、お待ちくださいね」

　手伝って、とクリスティナを手招きする。二人でうんうん言いながらソファを移動させ、なんとかカイが室内に入るくらいの隙間を空けた。

「……おや？」

　四人とも室内にいるのに気がついたカイは、驚いたように眉を上げる。

（……誰か一人、逃げて見張りをぶん殴ったと思ったのでしょうね）

　四人とも部屋にいる。誰一人欠けていない。部屋の中を調べられても、ロープはルイに隠してもらったから大丈夫だ。

「あー……ええと、ですな」

「でも、そんな騒ぎがあったなんて……どこで見張りの方が殴られたのですか？」

　予想が外れたらしいカイは、もごもごと周囲を見回した。他の三人に余計な口を挟ませないようにエミーリアは口早にたたみかけた。

「ここの窓の下で」

「んまあああああっ！　恐ろしい！」

　両手を胸の前で組み合わせ、エミーリアは、芝居気たっぷりに恐ろしいという言葉を繰り返した。余計なことは考えさせない方がいい。

「まさか、クリスティナ様とラティファ殿下を害そうとして……見つかったというわけではありませんよね？　私達、ここにいて安心なんですか？　その……喧嘩とか……怖い……し……」

　喧嘩が怖いどころか、拳にものを言わせるタイプであるが、そこのところは隠し通して、目をうるうるとさせてみる。動じた様子で、カイが一歩引いた。

「ま、まさか……私達の知らない間にこっそり室内に入り込んでるとかないですよね？　先に来てたらわかりませんよね？　まだクローゼット開けてないし……カイさん、見てくださる？」

　カイを引っ張り、部屋に付属している浴室だのクローゼットだのおよそ人が隠れられそうな場所を徹底的に調べてもらう。

　その間も、エミーリアはカイの腕にしっかりとすがったままだった。

　怖い怖いと繰り返し、『か弱い』女性を演出する。丁寧に見回ったカイは、室内に誰もいないのを確認して安堵したようだった。

「念のため、扉の前に警護の者を置いておく」

「あ……ありがとうございますっ」

　完全にエミーリアのペースにはまったカイは、エミーリア達が抜け出したのではないかという点は、完全に頭から抜け落ちたらしい。さほど疑問を見せずにそのまま立ち去る。

「……ふぅ」

　なんとかカイを部屋の外に追い出して、エミーリアは息をついた。相手が単純でよかった。

「……なんだか、妙なことになっているわね」

　ぼそりとグウェンダリンがつぶやいた。それにはエミーリアも完全に同感である。

　なんで、エミーリア達を捕らえているカイ達を、お姫様を守る騎士扱いしてしまっているのか正直理解できない。

「でも、こちらのペースに巻き込めたという点では、成功でしょ」

　見張りをぶん殴ったのがラティファという点には気づかれていないようであるし、ここにいるのは『か弱い』女性であると印象づけられたはず。

　こうやって、敵方の油断を誘い、情報を引き出せば、逃げる時に役だつだろう。

（私達を疑ってないのは……下りることはできても、上ることは普通できないだろうし……）

　戻ってこられたのは、エミーリアの身体能力がもともと高いからだ。

（ラティファ殿下まで来るとは思わなかったけれど）

　正直なところ、そちらにはかなり驚かされた。グランディール王国の令嬢とは鍛え方が違うのだろう――とエミーリアは完全に自分のことを棚に上げて考え込んだ。

（とにかく、キース殿下のところにルイに行ってもらおう）

　キースに状況を知らせれば、何か手を打ってもらえるはずだ。

　助けが来なかった時、「お嬢様達を連れてどう逃げるか」については、まだ答えが出ていない。

「今日はもう休みましょう。体力の温存は必要ですから」

　その言葉に室内の明かりが落とされて、室内が静かになる。はぁっとエミーリアはため息をついた。

　ベッドは王女様であるラティファと王太子の婚約者であるクリスティナに譲ってしまったから、エミーリアが寝ているのは窓に押しつけたソファだ。

　毛布を一枚巻き付けているだけだが、気候がいい時期なので寒くはないし、お高いであろうソファなので寝心地もそこそこいい。

　寝付けない理由はそこではなかった。頭まで引っ張り上げた毛布の陰で、ルイが頭をすり寄せてくる。

「……ため息、多いね？」

「どうしたらいいのか、わからないのよね。このままここでおとなしくしているのがいいのか、逃げるのがいいのか――」

　腕力と体力には自信があるが、どちらかと言えばお嬢様育ちだ。誰がなんと言おうとお嬢様だ。

　こういった手を使ってくる連中とまともにやり合う経験なんてあるはずもなく、途方にくれてしまう。

「こういう時……キース殿下ならどうするのかしらね」

　そういえば、キースともずいぶん顔を合わせていないような気がする。今日、出発直前までいろいろ話をしていたのに。

（別に、顔が見たいとか、そういうんじゃないけどさ――）

　彼なら生まれた時から王族として、敵にも味方にも囲まれていた分、こういう時の対処について詳しいような気がする。

（今の私、ちょっと駄目だわ）

　こういう時に、キースのことを思い出すなんて、弱っているのかもしれない。それとも責任の重大さにびびっているとか。

　思えば、キースには最初からかなわなかったわけではあるけれど、

　優先順位は、令嬢達の安全を守ることだ。

（逃げるにしてもどうやって部屋から出たらいいんだか……窓からロープでっていうのは無理だろうし……）

　自力で降りたラティファはともかく、グウェンダリンとクリスティナは難しい気がする。一応、明日、できそうかどうか本人達に確認してみようとは思うけれど。

「エミーリア、眠れないの？」

　不意にソファの側に人が立つ気配がして、エミーリアは頭までかぶっていた毛布から顔を出す。

　暗い中でもそこに立っているのがラティファであることはわかった。

「すみません、うるさいですよね……でも、ルイと話していると、考えがまとまることも多いので」

「かしこいものね、ルイは…それで、私……兄の居場所を言おうと思うの」

　とんでもない発言をラティファがして、エミーリアは思わずソファに身を起こした。ラティファはソファの側に膝をついている。

「知っているんですか？」

　高くなりかけた声を懸命に小声にしてエミーリアがたずねると、ラティファはこくりとうなずいたようだった。

「これ以上、あなた達に迷惑はかけられないから……」

「たしかにこの状況は、迷惑といえば迷惑ですけど。でも、お兄様が見つかったらどうなるんですか？」

「おそらくは死……でしょうね……次兄にとっては、タリム兄は邪魔な存在だろうから」

　見つかったら死にますと言われて、自分達が解放されるならそれでいいとは思えない。

「それなら、言ってはだめです。ぎりぎりまで……伏せておきましょう。だって、彼ら、王族に準じる扱いをきちんとしてくれているじゃないですか。当分、乱暴なことはされないと思います。サイデルさんの方はわからないですけど……あと、ゲイルさん達も。でも、まだしばらくの間は大丈夫だと思います」

　彼の姿は見えなかったが、サイデル一人、別室に監禁されていたことを思うと、彼だけ拷問されていたのではないかという気もする。

　愉快な想像ではなかったから、全力でそこからは意識をそらした。

「……でも」

「でも、じゃないです。いざとなったら逃げましょう。他の人達も、一緒に逃げられるように何か考えますから」

　自信はないが、やけになられるのは困る。

「……でも」

「でも、じゃないと言いましたよね？　でもでも言ってても無駄です。さっさと寝ましょう。寝ないから暗い考えにたどり着くんです」

　強引にラティファをベッドに押し込んで、エミーリアはソファに戻った。

　先ほどまでどうしようか考えていたけれど、今のラティファの様子を見ていたら、自分がしっかりしなければいけないと思えてきた。

「ちょっとラティファ殿下、精神的にまずくなってない？」

「んー、責任感じてるんだろうね……」

　ひそひそひそと毛布の下でルイとささやきあう。あまり長引かないように気をつけなければ。

「……こういう時って、きっとどこかで騒ぎを起こしてその隙に乗じてっていうのが定石なんだろうけど……どうやって騒ぎを起こそうかなぁ……」

「騒ぎって？」

「火事……とか……爆発……させる……とか？」

　そちらの方に気を取られれば、脱出しやすくなるし、追っ手の数も少なくなる。

「爆発って君、何を使うつもりなのさ」

「あっ……ねえ……小麦粉って爆発するんじゃなかった？」

　エミーリアが言っているのは粉塵爆発のことである。

　昔、粉塵爆発のせいで小麦粉を保管していた小屋が派手に爆発した映画のシーンを不意に思い出したのだ。だが、エミーリアの発言はばっさりと切り捨てられた。

「今、ここにそれだけの量の小麦粉ないでしょ」

「……そうね」

　そう言えば、映画では都合のいいところに都合よく小麦粉を保管する小屋があったのだった。

「明日、キース殿下のところまで行ってくれる？　助けが必要だわ。たぶん、都まで連絡するより殿下の方が早いから」

「わかった。手紙を書いてくれたら届けるよ。君一人なら、僕の力でなんとかできるんだけど……」

　ルイはエミーリアの守護天使なのだが、彼の力は制限されている。できることには限りがあって、エミーリア一人ならともかく他の三人まで一緒に守ることはできないのだ。

「大丈夫。なんとかなる……じゃなくて、なんとかするから」

　グウェンダリンはここに来たことがあるらしいから、見取り図を描けるだろうか。いずれにしても、もう少し情報が欲しい。

　逃げると方針を決めたわけではないけれど、ラティファの様子を見ていたら明日にでも決断をせまられそうな気がした。

















第十六章　お嬢様達は、脱出計画を練るもようです












　翌朝、エミーリアはすっきりと目を覚ました。いろいろ悩んでいた割には熟睡したようだ。気力体力ともに充実している。

「――よしっ！」

　ぱっとソファから起き上がって、カーテンをばっと開く。爽やかな朝の光が部屋に差し込んできた。寝間着のままだが、細かいことは気にしない。

「まずは換気！」

　窓を大きく開け放ち、爽やかな外の空気を室内に流し込む。ソファで寝ていたグウェンダリンがもそもそと起き上がってきた。

「何するの？」

「朝ヨガよっ！」

「私も一緒にやる……」

　まだ寝ぼけているクリスティナが、ごそごそベッドから這い出してきた。

「ええと、それじゃまずはストレッチ」

　窓の方からエミーリアを先頭に、クリスティナ、グウェンダリンと続けて並ぶ。エミーリアが身体を動かすのに合わせてまずはストレッチ。それから、続けてヨガのポーズを取っていく。

　三人が起きたのに合わせて、顔を見せたラティファは、寝間着のまま歩き回っている三人に気づいて悲鳴を上げた。

「あなた達、何してるの……？　って、そんな格好で！」

「そんな格好でって、ちゃんと服着てますし」

「それは服じゃないっ！」

　寝間着のままでふらふらするのは、やはり行儀が悪かっただろうか。けれど、ここには動きやすい服なんて持ってきていないからしかたない。

「殿下も一緒にやります？」

「い、いいえ……けっこうよ。終わったら、声をかけてくれるかしら」

　ひきつった顔をするなり、ラティファはカーテンを閉じたベッドに戻ってしまった。ぴったりとカーテンを閉じてしまっているから、中で何をしているのかはまったくわからない。

「はーい、ポーズ変えますよー。背中ぴーんとしてくださいねー、そして、深呼吸……はーい、あと三回深呼吸……！」

　いつもの通り、身体を順番に動かしていく。そうしているうちに、身も心も落ち着いてくる。

　なにせ、昨日は窓から降りて上ってくるぐらいしか運動をしていないので、物足りなかった。まさかこの状況で走り込みだの人形をぶん殴るだのできないのはわかっているのでせめてこれだけでも。

（後で腹筋背筋腕立て伏せに……スクワットもいけるかな……あとは……うーん）

　こういう状況で閉じこめられるなんて今まで想定していなかったから、室内で行う運動は考えたことがなかった。今まで雨が降っていて屋敷から出られない時は、階段を上ったり下りたり、廊下を端から端まで全力疾走したりしていたのである。

「はい、おしまい。着替えたら、ソファを元の位置に移動しましょ。殿下、終わりましたよー」

　閉じきったカーテンの中で着替えをすませたのだろうか。ベッドの周囲を囲むカーテンを開いて出てきた時には、ラティファは完全に身支度を整えていた。

「終わってないじゃない！　着替えが終わってから声をかけて！」

　ラティファは、シャッとカーテンを閉じてベッドに戻ってしまう。同性と言えど、肌は見せないものらしい。

　身支度を終えたところで、改めてラティファに声をかける。ようやく外に出てきた、彼女は息をついた。

「お国では、同性でも着替えを見せたらいけないとかあるのですか？」

「そ、そういうわけではないけれど……あなた方があまりにも奔放なので驚いただけ」

　サイデルに着替えを手伝わせていたのにそれはいいのかと突っ込みそうになったけれど、エミーリアもそこで口を閉じた。

　さっさとやるべきことをしてしまおう。

　まずは脱出計画の作成だ。

　一晩ぐっすり寝て、身体を解したおかげで頭も回り始めたみたいだ。

「皆、聞いて。いざという時まで、救出は待つべきだと思う。私以外は、体力がないだろうし」

　と、口にして昨日ロープを使ってここから下りて、ロープを使って上に戻ったラティファの方にちらりと目をやる。

　見た目よりも彼女の身体能力ははるかに高そうだ。昨日、殺る気満々であったところからして、剣の腕もかなりのものなのだろう。

　それでも、今すぐ脱出しない方がいい。

「救出に来てくれるかしら」

　クリスティナは、目を伏せる。

「来てくれるわ。でも、その結果、事態がどう動くかはわからない。その時のために、いつ脱出してもいいように準備はしておきたいの」

　充分な準備をしないで逃げ出して、もう一度捕まってしまうという事態になるのは避けたい。

　ぎりぎりまでここで救出を待った方がいいが、時間を無駄にしたくない。今のうちに脱出計画を立てておくべきだ。

「グウェンダリン嬢、この別荘の見取り図描ける？　覚えている範囲でかまわないから」

「行ったことない場所もたくさんあるわよ？　使用人の居住区なんて行きませんからね」

「わかる範囲でいい。できるところまで描いてくれる？」

「わかったわ」

　グウェンダリンは、スケッチブックを受け取り、見取り図を描き始めた。

「ラティファ殿下、サイデルに騒ぎを起こせって言ったらできます？　彼をあの部屋から出せたらって条件付きですけど」

「……たぶん」

「となると、陽動をお願いできるかもしれませんね。それはこれから打ち合わせないとだけど」

　打ち合わせにはルイが使えるはずだ。

　まずはキースのところに使いに行ってもらって、それから他の人達と打ち合わせをしよう。

　ルイが見とがめられる可能性を少しでも低くするため、打ち合わせの回数はできる限り少ない方がいい。

「ゲイルさん達も、戦闘力にカウントしていいんだろうな……でも、武器がないのが痛いわよね……どこに隠しているのかしら」

　ソファで考え込んでいたら、隣にクリスティナが腰を下ろした。

「武器をどこにやったか聞いたらどうかしら？」

「誰に？」

　クリスティナの言葉に、エミーリアは眉間に皺を寄せた。

「……カイ」

「聞いたら、素直に教えてくれると思う？」

「上手に聞いたら教えてくれると思う。私にやらせてみてもらえないかしら」

　クリスティナには申し訳ないが、うまくいくような気はしない。

　けれど、昨日からの落ち着きようを見ていたら、まだエミーリアの知らない一面もあるのかもという気もする。

「クリスティナに任せて大丈夫だと思う？」

「……無理なら無理で、君がフォローしてあげたら？」

「できるなら、苦労はしないわよ」

　ルイとエミーリアはひそひそとささやき合う。

　グウェンダリンが、わかる範囲で別荘内部の見取り図を描き、続いて庭園内の建物なども描き始める。

「グウェンダリン嬢の見取り図が正しいかどうか、後で空から確認してくるよ」

「お願いね。それが終わったら、キース殿下のところまで行ってちょうだい」

「わかった」

　そうしている間に、どうやら食事の時間になったようだ。

　食事を運んできてくれたのは、カイだった。一度食器を下げに来た青年は、彼の部下というところなのだろうか。

　見取り図を必死に描いていたグウェンダリンは、それを抱えてブランケットの下に突っ込むとばたりとその上に倒れ込んだ。この見取り図が見つかるのは、非常にマズイ。

「……お願いが、あるのですけれど」

「……お願いと言われても」

　食事を受け取るために立ち上がったクリスティナは、カイに向かっておそるおそる切り出した。

「いえ……逃げたいとかではないのです。ただ……攻撃された時に、ハーバートン家の短剣を馬車に落としてしまったものだから。回収してくださったでしょうけれど、きちんと保管してくださっているのか心配で」

「短剣？　そんなものあったかな……まあ、俺は武器の回収はやらなかったしな……」

　カイは首を傾げた。おどおどしながらも、クリスティナは続ける。

「柄に宝石のはめ込まれた短剣なんです。保管のしかたが悪いと、石が傷んでしまうから気になって気になって……気になって……」

「保管のしかたって武器だろうに」

「一応、武器ですが儀式用です！　柄にはめ込まれた宝石は、庶民なら数年遊んで暮らせるくらいの値打ちがあるのですよ？　まさか、直射日光あたるところとか、じめじめしたところとかに放置してないですよね？　キッチンナイフ代わりに使ったとか……！　考えただけで恐ろしい！　宝石が変質してしまったら……ああ、大変っ！」

　いつものおっとりのんびりなペースを完全に捨てて、ぐいぐい迫るクリスティナにカイは顔をひきつらせた。

「じ……じめじめしたとこには置いてないんじゃないか。直射日光はわからん。だが、そんな短剣があったかどうかは」

「――馬車にあると思うんです。探してください」

「わかった。あとで見ておく。見つけたら、直射日光が当たらない場所に移動させておこう。返してやるわけにもいかないがな」

「まあ、ありがとうございます。カイさん、親切な方だからきっときちんとしてくださると思っていましたわ！」

　クリスティナににっこりと微笑まれて、カイが耳まで赤くなる。あーとかえーとか言いながら、彼はそろそろと引き上げていった。

（クリスティナもなかなかやるわね……！）

　食事を置いたカイが、廊下に出るのを待って、エミーリアはクリスティナの方に親指を立てる。その仕草が何を意味しているのかクリスティナはわからなかっただろうけれど、同じようにして返してきた。

「家宝の短剣って……どこにもそんなのないでしょうに。怪しまれたらどうするの」

「あるわよ？　馬車に置いてきてしまったのは、本当のこと。はめ込まれているのは安物の宝石でペーパーナイフとして使っているナイフだけど。あの人には、違いはわからないと思うの」

　そう言うクリスティナは、かなりけろりとしている。今のやり取りの間、緊張したりしなかったのだろうか。

「あとは、カイが武器の場所をちゃんと確認してくれるかどうか、よね……それから、廊下側がどうなっているか確認しておかないと」

　今日の食事も、パンとごった煮のスープというかシチューというか、なんとも言えない代物だ。けれど、文句も言えないので皆、もそもそとそれを口に運ぶ。

　食べ終えた食器の回収に来たカイに、今度はエミーリアが頼んでみた。

「しばらくの間でいいので、扉を少しだけ開けていただけませんか？　風が流れなくて、クリスティナ様が気分を悪くしてしまったんです」

　と言ったエミーリアの視線の先では、王太子の婚約者クリスティナということになっているグウェンダリンがぐったりとベッドに倒れ込んでいる。

「医者を呼ぼうか。俺達の仲間だから、傷専門だが。さすがに近隣の医者を呼ぶわけには……脅して連れてきてそのあと首を刎ねるという手もあるな」

「いえいえいえいえ、そこまではお気遣いなく！　少し風にあたったらよくなると思いますから」

「扉の前には二人配置するから、逃げ出そうとしても無駄だぞ」

「わかってますぅ」

　とんでもない人間を相手にしたものだ。

（王族なら敬意を払うのに、一般人相手には容赦ないわね……今、とりあえず首刎ねる宣言してなかった？）

　言葉の通り、カイは細く扉を開けるよう指示してくれた。窓を大きく開け放ち、風を通しているふりをする。

　扉の側に立ったエミーリアは、手にした扇をぱたぱたと動かして、室内の空気をかき回しているふりをした。

（――これで、うまくいけばいんだけど）

　扇を持っていない方の手の中にあるのは、小さな手鏡だ。

（……テレビではうまくいってたんだけどな……角度とかもあるだろうし……）

　細く開けられた扉のすぐ脇の壁にもたれるようにして立つ。扉から顔を出すことはできないけれど、鏡に映せば、少しは外の様子をうかがえるだろう。

（……扉の前に二人って言ってたっけ）

　今、エミーリアの持っている鏡に映るのは一人。おそらくもう一人は、今見ることのできない側に立っているのだろう。

　そちら側は、あとは壁しかない。今確認できなくても、さほど大きな問題にはならないだろうと判断する。

（見張りはここと……あそこは、階段、かな）

　扉の外に立っていた見張りが身じろぎした気配を感じて、エミーリアはさっと鏡をしまった。

「そこで、何をしている？」

　壁際にずっと立ち尽くしているのだから、怪しまれても当然だ。

「何をって……こうしてあおいだ方が、室内の空気がうまく流れるんじゃないかと思って……」

「そこに立っていてもだめなんじゃないか？　もう少し室内の空気を押し出すような位置から扇がないと」

　声をかけてきたのは、昨夜食器を下げに来た青年だ。扉の細い隙間から顔を確認できた。

「そうかしら？　ありがとう、親切なんですね！　……こんな感じ？」

　位置を変えてぱたぱたと扇いでみる。いいのではないかという返事に、もう一度礼の言葉を述べた。

　細く開けた扉越しだからお互いの表情を窺うことはできない。けれど、カイ以外の見張りともそれなりに友好的な会話ができそうだ。

　換気も終わっただろうと元のように扉が閉じられ、窓も閉めたところで、ラティファがエミーリアの側に寄ってきた。

「何をしていたの？」

「少しでも廊下の様子見られないかなと思って……見張りは三人。今、扉の脇に二人、それから階段のあたりにもう一人いると思います。グウェンダリン嬢、見取り図を見せてくれる？　たぶん、ここですね」

　扉を閉じている間の見張りは一人になるかもしれないが、それはエミーリアにはわからない。グウェンダリンがせっせと描いてくれた見取り図を引き寄せて、三カ所に印をつける。

「やっぱり、逃げるなら別荘の使用人達も逃がす算段をした方がよさそうね。お医者様の首はざっくり切るみたいなこと言っていたし、一般人には遠慮しないみたい。騎士さん達は、自分達でどうにでもできるんだろうけど」

「……別の場所に移るようなことを言っていたし、移動の途中で逃げる？」

「でも、馬車から飛び降りるわけにもいかないしねぇ……」

　エミーリアとグウェンダリンが額を付き合わせて考え込んでいるとラティファが口を挟んでくる。

「やっぱり、お兄様のことを言った方が」

「それは最終手段。それより、頭使ってください、ラティファ殿下。どうにかして、部屋の扉を開けさせて、見張りを一撃で気絶させて脱出……うぅん……すごく、すごく難しい……！　鈍器とかあればまだ楽なのに」

　これが映画なら都合よく鈍器の一つや二つ出てくるところだろうが、これは現実だ。

「そこに鈍器、あるじゃない。あれで殴ったらいいんじゃないの？」

　グウェンダリンが、棚の上に置かれている花瓶を指す。

「たしかに、それ使い方によっては鈍器だけどさっ！」

　人の頭になんのためらいもなく花瓶を振り下ろすって、侯爵家令嬢として大丈夫なのか、グウェンダリン。

（そういえば、妃教育に乱入してきた男の頭に勢いよく花瓶振り下ろしてたっけ……）

　ルイが、見取り図があっているかの確認をするために窓から飛び出していき、エミーリアはキースへの手紙をしたため始めた。

「アザール王国の人間に捕まりました。王家の別荘に監禁されています」とだけ書く。

　それを小さく折りたたみ、裁縫道具の中から糸を取り出してルイが戻ってくるのを待つ。

「グウェンダリンの見取り図、だいたい合ってた。意外と記憶力いいね、彼女」

「意外と、は失礼よ。それより……お願いね」

　折りたたんだ便箋をひそひそとささやくルイの足に縛り付ける。やや距離があるので、嘴に挟むのは危険と判断した。

「いい？　気をつけて行ってくるのよ。キース殿下は、エリク殿下と一緒にいるかもしれないから、アザール王国の人には気づかれないように」

「わかった」

　開いた窓から、ルイは空へと飛び立っていった。

　まずはまったく見当違いの方向へと飛んでいく。別荘にいるアザール王国の人間達に見えないところに行ってから、方向を変えるつもりだろう。

「ルイ、無事にキース殿下のところに着けるかしら。いくら賢いとはいえ……心配」

　窓からルイを見送っているエミーリアの横に並んだラティファがつぶやいた。

「大丈夫ですよ。ルイならちゃんとやってくれます。普段は食べて寝てるだけですが、こういう時は頼りになるんです」

　ルイがキースのところまで行くのに、どのくらいの時間がかかるのだろう。

　全力で飛んでいっても、時間がかかるだろうにと思っていたら、その日の夕方になってひょっこり戻ってきた。

「ず……ずいぶん早いんじゃないの？」

　窓を外からこつこつ叩かれて、エミーリアは窓を開ける。入ってきたルイは、肩をすくめた――というより、羽根をばさっとさせた。

「僕、一応天使なの。自分一人なら瞬間的に移動することはできるよ。あまり長距離は移動できないから、時間かかったけどさ」

　こちらに来る時、いつの間にかクリスティナの膝の上に移動していたと思ったらそういうことだったのか。

　足に縛り付けられていたキースからの返事を受け取って、便箋を開く。

　そこに並んでいたのは、たしかに見覚えのあるキースの字だった。

「すぐに救出に向かう。到着するまで、他の三人を頼む」

　そう書かれているのを見て、安心した。キースに連絡を取れたのなら、大丈夫。ちゃんと、救出に来てくれる。

「エミーリア、なんて書いてあったの？」

　クリスティナが遠慮がちに声をかけてくる。

「見てみる？」

　エミーリアは、ルイから受け取った便箋を他の三人にも見せてやった。

「あ、あとね。君に伝言」

　ちょいちょいとルイが頬を嘴で突く。

「信じているから、無茶はするなだって」

「ん、わかった」

　三人の間を回った便箋が、手元に戻ってくる。

（信じてもらっている……なら、その信頼は裏切れない。なんとか皆を守りきらないと）

　キースの文字が並んだ便箋を強く握りしめると、そこから勇気が流れ込んでくるような気がした。









　エミーリア達が捕らわれてから、すでに三日が過ぎようとしていた。

（キース殿下達も、こちらに来てくれると言っていたし、それまでなんとか持ちこたえなきゃ）

　自力で脱出する準備もしているが、危険は犯したくない。今のところは、キース達が助けに来てくれるのを待つ方針でいる。

　他の三人も賛成してくれたから、誘拐犯達を怒らせないよう友好的な関係を築くことに専念していた。

　ラティファはベッドで寝込んでいて、クリスティナとグウェンダリンはソファでカイとおしゃべりしているところだ。

（こうやって、友好的に振る舞っておけば、油断を誘うこともできるだろうし……）

　前世で誘拐された経験なんてないし、今生でもこれが初体験だ。

　だが、敵の油断を誘っておけば、逃げ出しやすくなるだろうことは、なんとなくわかる――映画やドラマから得た知識でしかないけれど。

　友好的にしておけば、待遇がこれ以上悪くなることも避けられる。人間は、親しい相手にひどいことをするのは避ける傾向にあるから。

　今頃ルイも、男達に愛嬌を振りまいているだろう。

　エミーリアの守護天使であり、人間と同等の知能を持っているとは予想もできないから、彼らもルイの前では油断している。

（おやつ目当てっていうのもあるんだろうけどさ）

　愛嬌を振りまいているルイの前で、ぼろぼろと機密を話してくれるらしいから、ルイも大いに役に立ってくれている。

「……思っていたより長居してしまった。ラティファ様の具合がよくないようなら、また出直してこよう」

　立ち上がったカイが、一礼して部屋を出ていった。

「僕、ちょっとあいつらの様子見てくるよ。何かあってすぐに移動とか言い出す可能性もあるし」

　ささやいたルイが、自分で窓を開けて飛び出していく。それを見送って、エミーリアは改めて見取り図に視線を落とした。

「ルイー、ルイー！　どこまで行ってしまったのかしら」

　しばらく待ってから、開いた窓越しに大きな声を出す。ため息をついたら、下から見張りの男が声をかけてくる。

「白いミアンなら、厨房で何かもらってるはずだぞ」

「……ホントですか？　ん、もう。さっきご飯を食べたばかりなのに」

　あきれたといった様子で、見張りに向かって肩をすくめてみせる。

　捕らえている者と捕らわれている者との会話としては、気が抜けているのだが、これも相手と友好的な関係を築くため。

（ルイをペットとして連れてきてよかったわ……）

　と、エミーリアはしみじみと思った。

　この三日というもの、ルイは出たり入ったり好き勝手しているのだが、誰も気に留めている様子はない。

　これからどうしようかと窓際で考え込んでいたら、ルイが窓枠にひょいと降りてきた。

「……どう？」

「クリスティナがヒントを引き出してくれたから、武器を保管してるところを見つけるのは簡単だった。食料保管庫に置いてある。あそこ、鍵がかかるっていうのもあるんじゃないかな」

「……なるほど。となると食料保管庫に行く必要があるわけね」

　食料保管庫なら、直射日光があたることはないだろうし、じめじめもしていない。たしかに、いい場所だ。

「あと、明後日には出立しようかって言ってた。アザール王国内の協力者と連絡を取るのにすごく手間取ってしまったけど、ここに長居しすぎたって」

　それは、よくない報告だった。もう少し、余裕があると思っていたけれど。

「王宮の方でも動きがあったみたいだし、キース殿下達ももうこっちに向かっているみたい」

「……そう」

　エミーリアの耳を齧っているふりで嘴を寄せたルイはさらに続けた。

「君達は全員貴族の娘で人質として役に立つから、ぎりぎりまでは連れていくつもりみたい」

「ぎりぎりって……？」

「まあ、いざとなったら、ねえ……」

　そう言いながら、ルイはエミーリアの首に足で横一本の線を引いた。

（……うわあーお）

　カイが、医者を呼んでそのまま首を切ってしまおうかと口走っていたくらいだ。エミーリア達も必要に応じて始末するつもりでいても、驚くほどのことではない。

「じゃあ、護衛の人達とか別荘の使用人とかは……」

「僕からは、何も言わない」

「……そうね、聞かない方が心の平安を保てるような気がするわ」

　今までの会話から予想はできる。となると、人質として役に立たないと判断されるだろう人々の脱出手段も考えねば。

「……それなら、まずは使用人を逃がす手配かな。騎士さん達もサイデルさんも、自分の武器があれば対応はできるだろうし……あと、問題は私達、よねえ……」

　グウェンダリンとクリスティナをどうやって走らせるか。何度考えてもそこがネックだ。

「……サイデルにかく乱させましょうか」

　エミーリアとルイの会話に、ごく当たり前のようにラティファが紛れ込んでくる。

　エミーリアがルイに対して話しているのを、彼女はあまり不思議には思っていないみたいだった。

「でも、彼のいる部屋には扉に鍵がかけられているのでは？　窓から出るのも無理そうでしたし」

「道具さえあれば彼はなんとかするわ。使えそうなものは渡してあるし」

「そう言えば、そうでしたね」

　夜中庭に降りた時、ラティファもこっそりついてきていたのだった。どこに隠したかはわからないけれど、サイデルの手に短剣も渡っている。

「……となると、サイデルさんにまず脱出してもらって……？　かな。使用人達を逃がすのと、騎士さん達を逃がすの、どっちが先がいいんだろう……」

（こういう時、シンシアがいてくれたら楽なんだろうな……シンシアなら、きっといい手を考え付いてくれたはず）

　シンシアの方がエミーリアより持っている知識は多いし、たぶん頭の回転も彼女の方が上だ。自分が、頭脳派ではなく、力押しなタイプであることぐらい、エミーリアもわかっている。

「見取り図を見せて。サイデルがいるのはこの部屋、騎士達は隣、そして使用人達はこの部屋とこの部屋……だったかしら」

「殿下と庭に出た時にはそうでした。あれから移動したという可能性も低いと思います」

　ふむ、と顎に手を当ててラティファは考え込む。その隣にいるグウェンダリンが手を上げた。

「エミーリア、私、ちゃんと自分で走るわよ？」

「あなた、走るの遅いじゃないのよ」

　妃教育を受けていた頃、グウェンダリンの腕を掴んで走ることになったけれど、あっという間に遅れたのを思い出した。

「し、失礼ね！　ちゃんと走るわよっ」

「私も……あまり速くはないわ」

　グウェンダリンの隣で、クリスティナがため息をつく。

「それは知ってる」

　あまり運動してこなかったので、クリスティナの運動神経は鈍いのをよく知っている。

　最初から、クリスティナの運動神経には期待していない。だからこそ、キース達を待たずに脱出するかこのままここに残るのかをぎりぎりまで様子見していたわけである。

「サイデルがまず脱出。そして、隣の騎士達と手分けをして使用人達を逃がす、その後手分けしてかく乱――かしら。馬に乗れない人は？」

　ラティファの問いに、クリスティナが手を上げる。

「ごめんなさい、私……一応乗れるけれど……あまり得意ではないから……」

「私は乗れるわよ。狩りは貴族のたしなみですからね」

　自信なさそうなクリスティナと対照的に自信満々なのはグウェンダリンだ。エミーリアは腕を組んでため息をついた。

「私も乗れない。狩りはしないから、積極的に馬に乗ろうと思ったことがなかったのよね」

　前世が日本人のエミーリアは、自分の手で獲物を狩ることに楽しみを見いだせなかった。食卓に出されたものはありがたくいただくが、血を見るのはパスしたい。

「では、馬車を調達した方がいいかもしれない。矢を射かけられた時も、壁があれば安心だろうし……ただ、追われたら、馬車だと足が遅い分追いつかれやすいでしょうね、馬を繋ぐ時間も稼がないといけないし」

　意外なことに、ここまでくるとラティファが頼りになる。考えてもいなかったことを指摘されて、エミーリアは息をついた。

「申し訳ない……そこまで考えてなかった……デス……」

　馬車に繋ぐ馬はどうするかなんて、まったく考えていなかった。

「……食料保管庫って言ったら……小麦粉あるわよね……王室の建物、ぼーんってやったら怒られるかな……怒られるだろな……」

　何がなんでも爆発させたいというわけでもないのだが、派手な音を立てたら、そちらに人員を誘導できそうな気もする。

「ラティファ殿下のおっしゃるように進めたらいいんじゃないかしら。連絡係にはルイが使えるでしょう。ルイ、できるわよね？」

「ルイ、デキルヨ！」

　ルイの頭を撫でながら、クリスティナが言う。ルイの片言は、すごく今更だ。

　エミーリアは自分の荷物の方へ走ると、ペンとスケッチブックを取り出す。

「グウェンダリン嬢、見取り図の写しを作るのを手伝って。サイデルさんに一枚、騎士さん達には二枚必要かな。馬車の用意は騎士さん達にお願いしましょう」

　騎士達の中には、今回ここに初めて来るという者もいるだろう。人数が多い分、枚数もあった方がいい気がする。

「殿下は、サイデルさんへの指示を書いてください。クリスティナ、騎士さん達にはなんて書いたらいいかしら、そちらをお願い――あ、その前に扉にソファ押しつけときましょ。いきなり開けられても困るし」

　明後日には出立するというのなら、残された時間は多くない。

　扉を開けられた時、書きかけのものを隠す時間くらいは稼げるようにと寝る時のように扉にソファを押しつける。

　それからそれぞれ大急ぎで、作業に取りかかる。失敗はできない。準備は慎重に進めなくては。






　書き終えた手紙やら地図やらをルイはあちこち配達して回ってくれた。見張りの目を盗んで中に入り、返事を持って戻ってくる。

「こら、髪を引っ張るんじゃない！」

　窓から見下ろしていたら、ルイが庭にいる見張りの頭に止まって、嘴で髪をひっぱったところだった。

「ルイ、オニイサン、ダイスキー！」

「まったく、しょうがないなー」

　ルイにじゃれつかれて、見張りの方も悪い気はしないらしい。肩にとまって、頬をすり寄せるルイの顎の下を撫でてやっているようだ。

「……ルイったら、楽しそうね」

　窓のところから、エミーリアはその様子を見ていた。合間に見張りにじゃれついているので、見張りもルイがあちこち飛び回っていても、まったく気にしていないようだ。

　ばたばたと飛び上がったルイが、こちらへと飛んでくる。見張りがこちらを見つめていたので、エミーリアはにこにこしながら手を振った。

　どぎまぎしたようすで、見張りもへらへらと手を振り返す。少しも怪しまれている気配はないので、安堵した。

　室内に入ったルイがごそごそっと身体を揺すると、どこからかぽんと丸めた紙が転がり落ちてきた。

「はい。サイデルからの返事と騎士達からの返事」

「ありがとう。髪飾りで鍵壊せそうだって。よかった」

　ゲイルに届けてもらったのは、中に刃物を仕込んであるエミーリアの髪飾りだ。こちらは別の手段で扉を開けるから、渡してしまって問題ない。

　開いて中を確認し、それを室内にいる他の三人に順番に回していく。返事を書いて、またルイを外に出して、返事を待つ。それを何度か繰り返しているうちに、夜になった。

（決行は、明日……）

　まずは明日の朝、エミーリア達が騒ぎを起こすこと。これは朝起きて窓を開けておけば物音は下まで響くから問題ない。そこから先は、予定通りに行くかどうかだ。

　今までの夜と同様、窓に押しつけたソファに横になって、エミーリアとルイはひそひそと話し合う。

「本当は、夜のうちの方が動きやすいんだろうけどね」

「無理無理。グウェンダリン嬢とクリスティナがつまずくのがオチでしょ。私も真っ暗な中走れって言われたら、すごく困る」

　ゲイルとサイデルとも相談して、使用人達には何も伝えないことにした。

　この周囲の地理は彼らの方が詳しいから、「逃げるなら、勝手に逃げてください」とする。

　エミーリア達の行き先は知らない方が、カイ達に追及されても答えられない。その方が、彼らにとってもいいはずだ。

　逃走を始めてしまったら、彼らにまでは手が回らない。

　この別荘に閉じこもっている連中は、ラティファとその友人と侍女の方に意識を集中しているだろうから、彼らに危険が及ぶ可能性は低いだろうというのが、ゲイルと相談して出した結果だった。

「――明日の朝、だね」

「……うん」

　正直なところ不安でいっぱいだ。一応、打ち合わせをしたとはいえ、全てルイの運んでくれた手紙を通じてのもの。

　実際に顔を合わせて打ち合わせをしていないから、うまくいくかどうかはわからない。

（……でも）

　本気かどうかはわからないが、人質として役に立たない人間は、全員殺してから去るということに決めているらしい。

　ならば、その前にこちらが動かなければ――身体をくるんだ毛布から顔を出して室内の様子をうかがえば、他の三人もなんだか落ち着かないみたいだ。

（こういう時、キース殿下ならどうするんだろうな）

　ルイを引き寄せたら、ぽわんと頭にキースのことが浮かぶ。

（……なしなし、今のなしっ！）

　別に、キースのことを頼りにしているわけではないし――と、意図的に頭からキースのことを追い払う。

　こういう状況でキースのことを思い浮かべるなんて、ものすごく負けている気がする。何に負けているのか、エミーリア自身にもよくわからないけれど。

（……でも）

　心臓の上、キースから受け取った返事をしまってあるあたりに手を置いたら、少しだけ呼吸が楽になったような気がした。

　大丈夫、不意になんの脈絡もなくそう思う。キースが信頼してくれるのだから、大丈夫、だ。

















第十七章　大脱走、そして……












　夜が明けた。

　いよいよ打ち合わせた時間になった。チャンスは一度。失敗はできない。

「よし、やるか」

　大きく深呼吸して浴室に入ったエミーリアは、水に頭を突っ込んだ。ぼたぼたと水を垂らしながら部屋に戻り、まずは、靴と靴下を脱いだ。

　続けて、女官の制服を肩までずらし、スカートを捲り上げて、腰のところで結びつける。

　扉を開いて真っ先に目に飛び込む位置で床に横たわると、クリスティナが上からシーツをかけた。

「――大丈夫？　これでいける？」

　首を持ち上げて、シーツに覆われた自分の姿を確認する。横になっているエミーリアの、くるぶしから先は剥き出しになっている。

「どうせなら、もうちょっとシーツまくった方がいい気がするわ」

　グウェンダリンが勢いよく足下のシーツをまくり上げた。膝から下まで丸見えになる。

「ええと……そ、それはどうかしら……エミーリア、あなた嫁入り前でしょうに」

　おろおろとしているラティファは、エミーリアの姿を目に入れたくない様子で視線をそらしている。

　エミーリアが再び床に頭を預けると、グウェンダリンは丹念に肩にかかるシーツの位置を調整してくれた。

　ぱっと見、何も着ていないように見えるが、しっかりと着ているから問題ない。

「……そろそろ時間よ」

　扉の側に陣取ったラティファが注意を促す。やはり、エミーリアからは視線をそらしたまま。

「まじまじ見られるわけじゃないから、これでいいわよ。じゃあ、皆、お願いね」

　そう言うなり、エミーリアは意識を集中した。これから先は、ぶっつけ本番。

　ご丁寧に、事前に髪を濡らし、身体の側にバスタオルも投げておいた。バスタオルの下には、靴が隠されている。

（これが失敗したら……だめだめ、考えちゃだめ！）

　目を閉じて、意識を失っているふりをする。

　エミーリアは、シーツの下で胸に手を当てた。昨夜、エミーリアの気持ちを落ち着けてくれた便箋は、お守りみたいにそこにある。

（――私は、キース殿下の信頼を裏切らない）

　なんとしても、そろってここから脱出するのだ。一つ、大きく呼吸をして告げる。

「オッケー、始めて！」

　エミーリアの準備が整ったのを見て、クリスティナが扉に駆け寄った。

「お願い！　助けて！　助けて！」

　ばんばん扉を叩くクリスティナに合わせるように、グウェンダリンが金切り声を上げた。

「誰かぁぁぁ！　エミーリアが！　エミーリアが！　お風呂から出てきたらばたんって！」

　扉の鍵が、慌ただしく外される音がする。クリスティナはラティファの合図を受けて、扉の前からどいた。

　ばぁんっと扉を開いて入ってきた男は、床に倒れているエミーリアにぎょっとした様子で一瞬立ち止まり、それから身をかがめる。

「どうし――」

　彼の言葉は、途中で途切れた。いつの間にか側に回り込んでいたラティファが、彼の首筋に手刀を叩き込んだからだ。

「……私が、やるつもりだったのに！」

　花瓶を手にしたグウェンダリンは、不満たらたらだった。いいのか、それで。

　飛び起きたエミーリアは靴に大急ぎで足を突っ込んだ。素足で履いたから、少し気持ち悪い。

「お、お前達何を――おうふっ」

　続いて入ってきた男の腹部に、エミーリアのつま先がめり込んだ。鉛入りの靴を着用しているから、相当威力がある。

　腹に手を当て、崩れ落ちた男をその場に残し、四人は素早く扉の外に出た。

「このまま一気に駆け抜けるわよっ！」

　エミーリアの指示に従って、階段の方へと一気に突っ走る。下の方からばたばたと駆け上がってくる足音がした。

「――助けてえぇぇっ！」

　悲鳴を上げながら駆け寄ってきたエミーリアに、階段を上ってきた男が驚いた様子で立ち止まった。

「ど、どうした、その恰好――おわっ」

「ごめんなさいっ、いずれ今度じっくり謝るからっ」

　叫ぶのと同時に、エミーリアは男に飛び蹴りを食らわせた。「うおうっ！」という声と共に宙を舞った男が床に落ちた。

「ごめんなさいっ！」

「運が悪かったわね！」
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　その上からさらにクリスティナが踏みつけ、グウェンダリンが飛び乗り、男はなお二回呻いて動かなくなった。ラティファが無言でその側を通り抜けて、階段を二階まで駆け下りる。

　その時、建物の外からどおんっという大きな音がしたかと思うと、「火事だ！」「誰かが火をつけた！」という声が重なって聞こえてきた。

「――どいてっ！」

　勢いよく床を蹴ったエミーリアの飛び蹴りが、こちらに上がろうとしていた新たな男に炸裂した。床に後頭部を打ち付けて意識を失った男に軽く手を合わせ、エミーリアはひらりと床の上に降り立つ。

「――こっちだよっ！　って君、なんでシーツ巻いたままなのさ」

　そこで待っていたルイが、エミーリアを見て目を丸くする。

「いや……なんとなく？」

　皆、外の火事という言葉に惑わされているようで、エミーリアが蹴り倒した男を最後に、こちらに向かってくる者はいない。

「――クリスティナ様！　そのまま外に――馬車の用意をしております」

　入り口から外に出たところで声をかけてきたのは、屋敷の使用人と思われる男性だった。

「馬車のところまでご案内しますっ！」

　馬車が用意されているところまで案内してくれると、そのまま一礼して、彼は建物を囲む森の中へと消えていく。

　御者台に乗って待ち構えていた御者が、その場から声をかけてきた。

「早く乗ってください！」

　ラティファが乗り込み、クリスティナを押し込み、先に乗った二人がかりでグウェンダリンを引っ張り込む。

「――出して！」

　最後に乗ったエミーリアは、半分乗り込んだところでそう叫ぶ。馬車は勢いよく走り始め、同時に中に転がり込んだエミーリアは扉を閉じた。

「――それにしても、本当に気を取られるのね」

　まだシーツを巻き付けたままのエミーリアを見て、ラティファがあきれたように首を振った。

「人間って見たいものしか見ないんですよ。床に倒れてるだけでもぎょっとするけど、あの状況で倒れていたら、反射的に何も着てないと思って、もっとぎょっとするんでしょうね」

　実は、エミーリア自身、同じような経験をしたことがある。

　前世でレンタルしてきたＤＶＤを見ていたら、おまけのメイキング映像で入浴シーンの撮影をしていた。

　ファンタジー映画で、場面は、巨大な洞窟内にある温泉。

　人前で脱がないといけないなんて、大変な仕事だと思っていたら、実際にはチューブトップとホットパンツ着用。温泉内の湯気は、浴槽内に設置したスチーマーの湯気だった。

　実際に湯を張る場合もあるだろうが、そのシーンは、遠くから映されるシーンだった。

　ファンタジー設定で浴槽の中は映らなかったから、スチーマーですませたのかもしれない。

「たぶん、アザールの人達だったから、成功したんだと思う。あちらの方はあまり露出しないから。そうですよね、ラティファ殿下？」

「え、ああ……ああ、そうね。ところで、いつまでシーツを羽織っているのかしら？」

「そうですね」

　あいまいにラティファが微笑み、エミーリアはなぜかまだ身体に巻いたままだったシーツをようやく外した。

　肩までずらしていた制服を元に戻し、腰のところで結んでいたスカートを解く。スカートを三回引っ張って、皺を取ろうとした。

　窓の外をうかがうと、今のところ追っ手が来ている気配はないようだ。いつの間にか馬車の周囲は、脱出してきた騎士達に囲まれている。

「皆様、ご無事でなによりでした――ここからは、我々が責任を持ってお送りします！」

　ゲイルが窓の外から声をかけてくる。大きな怪我はないようだ。本当に、無事でよかった。

「何を爆発させたのかしら」

「君、小麦粉爆発させたがってたじゃん。サイデルが、うまいことやってたよ」

　エミーリアの肩の上で羽根の手入れをしていたルイが、顔を上げた。

「一発でうまくいくものなの？」

　サイデルと騎士達へのメモには、空気中に一定の濃度で小麦粉のような小さな粒子が漂っているところに火をつけると爆発するらしい、とは一応書いておいたが、まさか、一発で成功させるとは思っていなかった。

「さあね、上手くいったんだからいいんじゃないの？」

　羽根の手入れを続けるルイは、細かいことは気にするつもりはないらしい。それもまあそうか、とエミーリアもそれで納得することにした。

「姫様、ご無事ですか」

「――ええ、このまま逃げきれるかしら」

　窓の外からこちらに向かって話しかけてきたサイデルも、それを見たラティファも平然としていたが、クリスティナとグウェンダリンは口に手を当てて悲鳴を殺そうとしていた。

（……よくもまあ、この状況で平然としていられるわね、サイデルさんは）

　エミーリアは予想していたけれど、サイデルの顔は腫れ上がってひどい有様だった。

　やはり、拷問を受けていたらしい。瞼も腫れあがっていて、視界の確保ができているかどうかも怪しい。

　ラティファの目の前で拷問される羽目にならなくてよかったと、エミーリアは心から安堵した。重ねてラティファは問いかける。

「使用人達は皆逃げた？」

「はい。全員、森の中に逃げました。そちらに追っ手が向かった様子はありませんから、問題ないでしょう」

　その時、ひゅんっと音を立ててサイデルの側を矢が通り過ぎていった。続いて何本もの矢が放たれた。どうやら、ついに追っ手に追いつかれたようだ。

「ここは、我々が食い止める！　馬車の皆さんは先に！」

　ゲイルが声を上げる。騎士達がその場に残って剣を抜き、馬車はさらに走り続ける。

　馬車の後ろの方から、戦いの物音が聞こえてきた。

　だが、運はこちらには味方してくれないらしい。騎士達をすり抜けた追っ手の声が聞こえてくる。

「エミーリア、どうにかならないの？」

「無理無理！　私、飛び道具苦手！」

　グウェンダリンが揺さぶってくるのに反論していたエミーリアの目が、先ほどまで自分が着ていたシーツに止まった。

　それを拾い上げ、ルイを掴んで問いかける。

「このシーツ、やつらの目の前でばっさばっさってやったら牽制にならない？」

「ぼ、僕が行くの？」

「他に誰が行くって言うのよ！」

　エミーリア自身が飛べるならそうしているところだが、あいにくそういった類の特殊能力は持ち合わせていないのだ。

「だってさー、ちょっとやそっとじゃ死なないけど、矢で射られたらイタイし――僕イタイの嫌いなんだよね。豚肉のソテー一キロで手を打たない？」

「何キロでも作るから、さっさと行って！」

　話している間にも、エミーリアの手はせっせとシーツを折りたたんでいた。小さくまとめたそれを掴んで、ルイが窓から飛び出す。

「後はよろしくっ！」

　ルイを窓から放り出しておいて、馬車の中を見回す。

（……たしか、こういう時って、馬の足下にいろいろものを投げつけるのよね）

　馬車の総重量を軽くするのと、追ってくる馬の足止めをするという二つの意味があったはずだ。けれど、馬車に残されている荷物といえば、お茶道具と暇つぶしの道具ぐらいだ。

（――これじゃたいして足止めにはならないだろうしな――）

　ぎゃあっと後ろの方から声がして、エミーリアは窓から半分身を乗り出すようにして、後方を確認した。

　ルイが、掴んだシーツを、追っ手の馬の目の前で広げたようだ。

　驚いた馬が棒立ちになり、転げ落ちた者が出た。転げ落ちなかった者も、馬を落ち着かせるのに必死になって追跡の手が少し緩む。

「よっしゃー！」

　窓から声をかけたら、ルイはなおもシーツをばさばさやって、追っ手の真ん中を飛び抜けた。

　それでも負けずに突っ切ろうとしてきた馬の頭上に、そのシーツを落としてやる。

「うわあっ」

　追っ手がまた一人、馬から転げ落ちた。ひらひらしているシーツに気を取られた馬が足並みを乱す。その間にも馬車はずっと走り続けていて、追っ手達との距離が空いた。

「ルイ……大丈夫かしら」

「大丈夫、大丈夫。ちゃんと帰ってくるから」

　普通の鳥より賢いので、エミーリアはそこは全然気にしていない。それに、守護天使だから、エミーリアの側にいないと話にならないのだ。

「フウ、ツカレタ」

「やだ、どこから入ってきたの？」

　今、心配したばかりのルイがエミーリアの膝の上にいるのに気がついて、クリスティナが悲鳴じみた声を上げる。

「ルイ、ずいぶん速く飛べるようになったのね」

　エミーリアが背中を撫でてやると、満足そうにルイは首を振った。

（……瞬間的に移動してきたんだろうな……）

　エミーリアは遠い目になった。

「でも、そんなに時間は稼げなかったと思う。彼らもこういうことには慣れてるだろうし」

「そうでしょうね……追いつかれたらどうしよう」

　おそらく、どこか人目のあるところまで行けば問題ないのだろう。ただ、その人目のあるところまでどのくらいの距離があるかというのが問題で。

　エミーリア一人なら、ルイも瞬間移動で逃がすこともできるだろうが、エミーリアだけ逃げるわけにもいかない。

（……どうする、どうする――）

　さほどたたないうちに、彼らはまた追いついてくるだろう。彼らにとっては、ラティファの存在がなにより大事だ。

「ルイ。靴下に硬貨を積めたら鈍器になるんじゃなかったっけ？　映画ではそれでぶん殴ってた気がする」

　こういう時、持ち出す知識が全て映画がらみなのはどうかと思うが、実際、前世ではこういったことに巻き込まれることはなかった。小説、漫画、映画にアニメ。創作物頼りの知識になってしまう。

「なるね。それだけの硬貨がここにあればだけど……」

「グウェンダリン嬢。硬貨持ってない？」

「そんなもの、持っているわけないでしょう」

「これじゃだめかしら？　硬貨じゃなくて……ゲームのコインだけれど」

　クリスティナが馬車の後方から持ち出したのは、ゲーム用のコインだった。

　本来は木製のものを使うが、移動中の退屈を紛らわせるための品だ。固定できるよう、磁石を中に入れた金属で作られている。

「それで大丈夫！　――だけど、しまった！　靴下、履いてない」

　なにせ、朝風呂上がりを演出した直後。靴下を履いている余裕はなく、素足を靴に突っ込んで走ってきた。

「私の靴下でいい？」

　ごそごそとクリスティナが靴下を脱ぎ、グウェンダリンもそれにならう。四本の靴下にそれぞれコインを適量詰めて口を結んだ。

「ラティファ殿下も。必要はないと思いますが、一応お持ちください」

　エミーリアは、コインでずっしりと重くなった靴下をラティファに差し出した。受け取ったラティファが眉間に皺を寄せる。

「グウェンダリン嬢、あなたはそっちの窓。私はこっちの窓。まずは、馬車に積まれてるものを全部投げつけて足止めするの。それでも、もし追いついてきたら――これでぶん殴ってやって。身体のどこかに当たればいいから」

「わ、わかったわ……」

　手の中で重さをたしかめるように振ってみるが、扱いは難しそうだ。鈍器の使い方も、今後の護身術教室に入れておくべきだろうか。

「ラティファ殿下とクリスティナは、馬車の中のものをどんどん私とグウェンダリン嬢に渡して。まずは、それをぶつけてやって馬から落ちるのを期待したいわ」

　そんな会話を繰り広げているその間も、背後では、追っ手と騎士達の攻防戦が繰り広げられていた。そんな中をくぐり抜けて、馬車に一騎接近してくる。

「あー……カイが来た」

　窓から外の様子をうかがっていたルイがぼそりとつぶやいた。

　監禁されていた間は親切にしてくれたカイだったが、それがいつまでも続くとは期待できない。令嬢達にしてやられたことで、頭に血が上っているだろうし。

「――御者をやれ！」

　やはり、相当怒っているようだ。

　御者さえなんとかしてしまえば、馬車を止めることは難しくない。カイの後からもう一人、追っ手が馬車へと向かってくる。

　御者が必死に馬を励ます声が聞こえてきて、エミーリアはもう一度靴下を握りしめた。カイともう一人が、馬車の左右に分かれて、馬車の前に回り込もうとする。

「うりゃあ！」

　馬車に積み込まれていたティーセットを投げつける。追っ手のうち一人の顔面に、ポットが激突した。悲鳴と共に、男は馬上から転がり落ち、残る追っ手達の速度が少し落ちた。

「エミーリア、次はこれを！」

　馬車の中につまれていたゲームの駒が渡される。

「目つぶし、くらえ！」

　駒にも中に磁石が含まれているので、かなり重い。それから、ゲーム板、クッション、足置き、馬車に積まれていたものが次から次へと窓から放り出された。

　だが、カイも他の追っ手達も、なんとかそれらを避けていく。馬車に積み込んでいたものが全てを放り出されたと判断すると、再び速度を増して追いかけ始めた。

「そっち、追いつかれる！」

　窓から半身乗り出し、後ろの様子をうかがっていたエミーリアが声を上げる。グウェンダリンの方に、先に追っ手が追いついたのだ。

「これでもくらいなさい！」

　グウェンダリンは、窓枠を掴んだ。なんのためらいもなく窓から上半身乗り出すと、コインがみっしり詰まった靴下を振り上げる。

　振りおろしたのは、完璧なタイミング。肩に打撃をくらった男が、馬の上でバランスを崩した。

「まったく、おとなしいお嬢さん達だと思って油断していたら……！」

「カイさん、ごめんねっ！　こっちもいつまでも捕まってられないから！　命も惜しいし！」

　窓枠に手を置いて身を支えたエミーリアもまた、靴下を振り上げる。

　一撃目は外したが、二度目がカイの額を捉えた。ぐらりと揺れたカイが馬から声もなく転がり落ちる。

　カイに巻き込まれてもう一人がバランスを崩し、追っ手達は暴れる馬を制御するので精一杯のようだ。彼らと馬車の距離が空く。

　逃げられるかもしれないと思ったその時、御者が声を上げた。

「まずい！」

「嘘っ、車輪が外れた！」

　車輪が外れるなんて想定外もいいところだ。車輪のうち一つを失った馬車は、このまま走り続けることはできないだろう。

「行けるとこまで行きます。あとは、降りて、森の中にでも隠れてもらうしか」

　御者が、焦った声でこちらに告げる。

（馬車に繋がれている馬は四頭。ラティファ殿下は問題なく乗れるとして、クリスティナは乗馬は得意じゃない。グウェンダリン嬢と御者に頑張って連れていってもらうしかないな。私は……森の中に逃げ込めばいいか）

　御者に先導してもらえば、この先にいるキース達に合流できるだろう。

　残念ながら、エミーリアは、乗馬はできない。誰かと同乗する案も一瞬頭をよぎったが、二人乗りするよりは、ここで降りて身を隠した方がよさそうだ。

　足手まといになるのはごめんだし、そもそも先方の狙いはエミーリアではない。

「グウェンダリン嬢――それ、離すんじゃないわよ」

　ゲーム用のコインを入れた靴下を手に、グウェンダリンがこくこくとうなずく。だが、車輪が故障した馬車では長い間走ることができるはずもなく、それから、すぐに停止してしまった。

　エミーリアは真っ先に馬車から飛び降りる。御者を手伝って、馬を馬車から外した。

「ラティファ殿下、先に行ってください。クリスティナ、あなたも。乗馬は苦手だって言うけど、歩くよりはましでしょ。御者さんも、一緒に行ってください。グウェンダリン嬢、あなたもお願いね」

「……でも」

　クリスティナは困った様子で、首を左右に振る。

　たしかにちゃんとした馬具はないが、緊急事態に備えて、この状態での乗馬も訓練はしていたはず。どの程度まで上達しているかは知らないが。

「でも、じゃないのよ、クリスティナ。自分の立場を考えて。グウェンダリン嬢、あなたはクリスティナをお願い――ってグウェンダリン嬢は？」

　いつの間にかグウェンダリンが消えている。何をしているのかと思ったら、てきぱきと馬具を調えていた。

「馬は四頭しかいません。私が、ここに残ります」

　御者の言葉に、エミーリアは首を横に振った。

「私、馬には乗れないの。足手まといになるから、皆は先に逃げてちょうだい」

「……ですが」

「あなたには他の三人を守ってほしいの。私は適当に逃げる。私一人くらい、なんとかなるわ。クリスティナ――気をつけて、いいわね」

「……ええ」

　御者の手を借りて、馬の背によじ登ったクリスティナが不安げなまなざしになった。

「応援を連れて、すぐに戻ってくるから」

　ラティファの表情には、案じるような気配があった。

「殿下、あなたは戻って来ちゃダメです。それより従姉妹をお願いできますか。たぶん、転げ落ちると思うので」

「私、そこまで下手じゃないわ！」

　そう反論しながらも、やはりクリスティナは不安そうだ。

「グウェンダリン嬢もお願いね。クリスティナとラティファ殿下を守ってちょうだい」

「当たり前よ。ハーバートン家は王家に忠誠を誓っているんですからね！」

「私が先に立ちます。お嬢様方。さあ行きましょう」

　御者が先頭に立ち、ラティファ、クリスティナ、グウェンダリンの順に続く。ここまでの間に相手が追いついてこなくて本当によかった。

　おそらく、騎士達が食い止めてくれているのだろう。

　走り去る皆を見送ってから、エミーリアは道をそれて奥に入っていった。ルイは、いつもの通りエミーリアの肩の上だ。

「ちょっと怖いねぇ……」

「私一人なら、あなたの加護でどうにでもなるでしょ」

　ルイがいてくれるから、安心して大丈夫だ。エミーリア一人なら、ルイは超自然的な力で守れる。最悪、どこかに転移もできるはず。

（ここまで来れば、皆はすぐ殿下達に合流できるはずだし）

　心細いといえば心細いが、できる限りのことはした。キースの信頼を裏切ったことにはならないはずだ。

　しばらく森の中を、皆に合流できるであろう方向に進んでいたエミーリアだったけれど、こちらへくる足音に気がついて、身体を強張らせた。

　臨戦態勢を取りつつも逃げようとしなかったのは、嫌な予感がしたのと、足音が一人分だったから。

「……エミーリア」

「ああもうっ、なんで勝手なことするかなー！」

　嫌な予感が的中して、思わず額に手を当てる。一番逃げねばならない人が、なぜ、ここに来てしまった。声を上げてから不敬だったかと思ったけれど、相手は気にしている様子は見せなかった。

「あなたを一人置いていくわけにはいかないから」

「ご自分の立場を考えてください。狙われているのはあなたなんですよ！」

　彼らの目的は、ラティファだというのに、本人が戻ってきてしまっては意味がないではないか。

　じたばたしたが、こうなったら、なんとかラティファを連れて逃げるしかない。

「ルイ、様子見てきて」

　エミーリアの言葉に従って、ルイは上空へと飛び立つ。

「ルイの報告を待って、それから行動しましょう」

「私のせいで、巻き込んで申し訳ない」

　言われて、エミーリアは首を横に振る。こちらを見ているラティファの視線に、胸がざわりとした。

「御者から、これを借りてきたから安心して欲しい。今度は、私があなたを守るから」

　彼女の手にあるのは、剣だった。

「それでは、立場が逆ですよ」

「エミーリア」

　名を呼ばれ、胸がどきりとした。

　今までのラティファとは違う気がする。

　気のせいだと頭を振った時、ルイが木の枝の間から肩の上へと下りてくる。

「近くまで、キース殿下達が来ているよ。皆は、無事に合流できたみたい。僕達も急ごう」

「殿下、急ぎましょう」

「ええと……その、ミアン。別荘にいる間もずいぶん賢いとは思ってたのだけど」

「この子、天才なんです。そういうことで納得してください」

　他にいろいろと能力を持っているが、それをここで明かすのは面倒が増えるだけだ。ラティファをそれで強引に納得させることにして、とりあえず先へと歩き始めた。

（……意外と体力あるわね、殿下）

　前から思っていたが、ラティファの体力はお姫様にしてはかなりのものだ。エミーリアがずんずん歩くのにも、問題なくついてきていた。

「ひょっとして、殿下は、騎士団と一緒に訓練していますか？」

「なぜ？」

「剣を持ってきたということは、腕に覚えがあるのでしょう？　馬車が襲われた時もやる気満々でしたし」

「一応、それなりには。私は、あなたの方が興味深い。この状況で、こんなにも落ち着き払っているのだから。そんな武器も知っているし」

　エミーリアの腰には、先ほど靴下で作った鈍器――前世ではブラックジャックと呼ばれていたということを今思い出した――がぶら下げられている。

　その鈍器にラティファの指が向けられた。

「我が家は、商売していますから。アザール王国だけではなくて、いろいろな国から商人が来て家に逗留していたので。全て聞きかじりの知識です」

　前世の記憶なんて言っても信じないだろうから、自分の知識のことは異国の商人から聞いたと全て押し通している。完璧に信じている人ばかりではないかもしれないが、なんとかなっているから問題はないのだ。

「ウィンボーン子爵家には、お世話になっているものね。でも、あなたもけっこう鍛えていそうだけど」

「私は、身体を動かすのは好きですが、簡単な護身術を学んだ程度です。私の国では、王太子の結婚相手を決めるのに、妃候補者達を一か所に集めて、教育を施す習慣があるんですよ。そこで、ジャレッド殿下の妃候補者達が護身術を学んだんですよね」

　人数が多かったとはいえ、か弱い女性達が妃教育の最中に乱入してきた男を返り討ちにしたなんて、普通なら想像するのも難しい。

　鈍器の扱いに長けるのは絶対妃候補者の教育の範囲外であるとは思うが、グウェンダリンは殺られる前に殺れというモットーを身に付けたらしい。

「そう言えば、なぜあなたは女官になったの？　今の話だと、妃教育が終わったら、結婚相手を見つけるのに苦労はしないと聞いたけれど。侍女としての参加でも、候補者達と同等の教育は受けられるのでしょう？」

「そうですね、縁談が増えるのも事実です。私の場合は、結婚に意味を見出せなくなったというのが大きな理由でしょうか」

　アディルとの婚約期間、なんとかうまくやっていくつもりでいたのだ。アディルと向き合うというよりは、父に嫌われたくないという想いの方が大きかった気がする。

　アディルとの婚約期間、ずっと彼の好きそうな女性を演じてきた。

　それは傲慢な考えで、アディルと真正面から向き合ってこなかった。

　実際のところ、元婚約者のタイプはエミーリアの思っていたおとなしい女性ではなかった。素のエミーリアと近かったというのは皮肉な話だ。

「自分の力で、どこまでできるのか試してみたくなったんです。父もしぶしぶですが、許してくれました」

　実家の力を大いに借りてしまっている自覚もあるが、できるだけ自分の足で立っていたいとも思う。父も、ある程度認めてはくれているようだ。

「そうなの。では、結婚は絶対にしないつもり？」

「まずは仕事をきちんとできるようになってからですね。それに、今度は、間違えたくない。向き合うべき人にきちんと向き合いたいとも思っています」

　そう言った時、誰かさんの顔が頭をよぎったが、全力で見なかったことにした。今は、その時期ではないから。

「殿下。いざって時は、私を置いて逃げてかまいませんからね」

「そういうわけには」

「私なら、大丈夫です。馬車が襲われた時、グウェンダリンも言ってたじゃないですか。ハーバートン侯爵家は王家に忠誠を誓ってるって。それなら、ウィンボーン子爵家は、国外からのお客様を大事にするんです。それに、私は――女官だから、なおさら、お客様を優先しないと」

　冗談めかして、そう口にする。正直なことを言えば怖い。

　今、やるべきことはラティファともども無事に騎士団に合流すること。それが無理ならば、ラティファだけでも合流させることだ。

「――ごめんなさい」

　黙り込んで考えていたら、ラティファがぼそりと口にした。

「本当のことを言えば、私は――ラティファではなく」

「――時間切れです。先に行ってください」

　エミーリアは、ラティファの言葉を途中で遮った。

　とうとう追っ手に見つかったようだ。背後から、馬が走ってくる物音が聞こえる。

「……って、殿下、さっさと行ってくださいよ！」

「私一人逃げるわけには！」

「ちょ……もういい加減にしてください！　自分の立場わかってます？」

　ここまで聞き分けがない人だと思っていなかった。

　なんとかラティファだけでも逃がそうと思っていたら、脇から聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「よくやった、エミーリア嬢。あとは任せておけ」

「……キース殿下？」

　道ばたに目をやれば、にっと笑ったキースが、唇の前に人差し指を立てる。

「何も気づいてないふりで、そのまま行け」

「――はい！　ラティファ殿下、行きましょう！」

　ここで援軍が来るとは心強い。まだぐずぐずしているラティファの手を引いて、走り始めた。

　少し距離をあけてから振り返ってみると、二人を追いかけてきた男達の前に、キースをはじめとした騎士団員達が飛び出していた。

　少なくとも、ラティファを矢面に立たせずにはすんだわけだ。

「……もう少しだから頑張りましょう」

　なんとも言えない顔をしているラティファを励まし、なんとか進む。それからさらに少し歩くと、さらに向こう側から多数の人達がやってくるのが見えた。

「エミーリア！　無事だったのね。ラティファ殿下も！」

　どこかで調達してきたらしい馬車から飛び降りたのはクリスティナだ。ばたばたと走ってきたかと思うと、ぎゅっとエミーリアにしがみついた。

「無事でよかったわよ。何かあったら、後味悪いもの」

　ふんと鼻を鳴らしたグウェンダリンだったが、一応無事には安堵してくれているらしい。

　エミーリアに手を差し出してきたので、首に抱きついたクリスティナはそのままに、グウェンダリンの差し出した手を取る。

「……この靴下、けっこう役に立ったわね」

　グウェンダリンが左手に持っているのは、コインを詰め込んだ靴下だ。なんの役に立ったのかは追及しないでおくほうがよさそうだ。

（容赦なく振り下ろすんだもんな……）

　コインでぱんぱんの靴下を見ながら、エミーリアは少し遠い目になった。

　護身術教室では、様々な護身術を習ってはきたけれど、一番ためらいなく鈍器を扱うようになったのは、間違いなくグウェンダリンだ。

「……本当に心配したわよ。無茶するんだから」

　馬上から、シンシアが声をかけてくる。なんで、彼女がここにいるのだろう。しかも、弓を持って完全武装だ。

「シンシア？」

　身軽な動作で下馬するシンシアから目を離し、きょろきょろと周囲を見回した。ひょっとして、メイリーも来ているのだろうか。

「メイリー嬢は、王宮に残って連絡係。私は、こっちが心配だったからついてきちゃった」

　悪びれずシンシアはにっこりとした。

　周囲にいる騎士達がひそひそしている話によれば、シンシアは弓で何人か馬から落としたようだ。

（そう言えば、シンシアは狩りが得意だと言っていたっけ）

　今後のことを考えると、エミーリアも乗馬と弓の扱いも覚えておいた方がいいかもしれない。

「君一人なら、僕の力でどうにかなるんだけどね」

　ひそひそとルイがささやくのには、頭を撫でて返してやった。

　クリスティナ達と一緒に来た騎士達が、何人か追っ手との戦いをしている騎士達に加勢すべくそちらへと向かう。

　やがて物音が静かになったと思ったら、こちらへと一騎、合流するようにという使者が走ってきた。

「じゃあ、私達は馬車で行きましょう。ここからだと王家の別荘が一番近いから、まずはそこに戻るんですって。別荘の使用人達も、王立騎士団を見たら、こちらに合流するだろうし」

　クリスティナに言われ、エミーリアはラティファともども馬車に乗る。

「あー……疲れた」

「お疲れ様」

　馬車に乗ると、クリスティナがいたわってくれる。先ほどまで全力で逃げていたことを考えると、こうやって落ち着いていられるのがありがたい。

（……ラティファ殿下の件も、きちんと解決しなくてはね）

　そのまえに、まずはぼろぼろになった服を着替えて手を洗いたい。ようやく少しだけ、落ち着くことが許された。

















第十八章　この手で掴めるだけの未来を












　王家の別荘に戻ると監禁されていた部屋ではなくて、別の部屋に通された。保護された使用人達が、手際よく部屋を掃除してくれたそうだ。

　入浴し、顔や身体を綺麗にするとほっとする。浴室から出てきた時には、軽食まで部屋に届けられた。

　エミーリアがキースに呼び出されたのは、別荘に戻って二時間ほどが経過した後のことだった。クリスティナとグウェンダリンは、横になって休んでいる。緊張の糸が切れたのだろう。

　ルイを留守番に残し、エミーリアが呼び出された部屋に入った時、そこにいたのはキースとラティファだけだった。

「今回の件、ご苦労だった。よくやったな、エミーリア嬢」

「お褒めにあずかり光栄です、キース殿下。ところで、殿下は全てラティファ殿下からお聞きなのですよね？」

　うなずいたのを見て、エミーリアはラティファの方へ振り返った。

「ところでラティファ殿下、そのお召し物は趣味ですか性癖ですか？」

「趣味……？　性癖……？」

　ラティファは目を泳がせ、キースは眉間に皺を寄せる。

「どちらでもない、とは思うのですけど――ですよね、タリム殿下？」

　にっこりとして言ってやれば、降参したようにラティファ――いや、タリムは両手を上げる。

「なぜ、気づいた」

　そう言う声も、女性のものではなく、完全に男性のもの。ドレスを着たままなので、若干違和感があるのはしかたないだろう。

「なぜって言われても。ちょっと女性にしては手がごついかなとは最初から思っていたのですが、それは私も人のことは言えないので。お召し替えをサイデルさんにしか任せなかったのも、事情があると言われればそれまでですし。お召し物に身体の線が出ないものを選ぶのも、アザールの流行がそうだとか、殿下の趣味だと言われればそうですし」

　日頃、庭の運動場にくくりつけた人形を思いきりぶん殴るという習慣があるエミーリアの手は、貴族の女子にしてはごつごつしている。

　なので、ラティファの手も、女性にしてはごつごつしているなとは思っていたのだが、そういうこともあるだろうとあまり気にしなかった。

　数少ない女性騎士達の手も、似たようなものだから。

　ラティファが好んで着ていた襟の高い服は、喉や肩など女性とは明らかに違う身体の線を隠すためなのだろうが、アザール王国では流行の最先端と言われれば、こちらは何も言えなくなる。

「でも、四人で一部屋に押し込められたじゃないですか。あの時、私達の着替えが終わるまでベッドに隠れていたりだとか、私達にお召し替えを手伝わせなかったりだとか、一つ気になると、見えてくるものはありますよね」

　一つ一つ、エミーリアが違和感を覚えた点を上げていく。

「確信したのは脱出の時ですね。クリスティナとグウェンダリン嬢が限界ぎりぎりまで私のシーツ捲るのを、見ないようにしていたじゃないですか」

　その場に居合わせなかったキースが、怪訝な顔になる。

　見張りの気をそぐために、風呂上がりに倒れたように見せかけたと説明すると、キースは、両手を広げて天井を見上げた。シーツはかけていたわけだが。

「頼む、それ以上は言うな」

　王太子の婚約者とその侍女が、きゃっきゃうふふとシーツを捲っている現場を思い浮かべてしまったらしい。

　たしかに、あまり誉められたことではないので、さらっとそこは流しておく。

「サイデルさんが恋人なのだとしたら拷問で死んでもいいってあんな顔じゃ言えないだろうし、逃げようとした時もやけに自分が残るって言っていましたよね？　せっかく先に逃がしたのに、戻ってきてしまう。それに、時々地の声になっていましたし」

　エミーリアが逃がしたのが、ラティファならともかく、タリムだったのだとしたら、女性を囮に自分だけ逃げるなんてありえない話だろう。

「『王子』が女性を盾にして逃げるのは、ちょっとかっこ悪いですもんね」

「……いくらなんでも、それはかっこ悪すぎだろう……」

　女性の衣服のまま、ラティファ――ではなく、タリムが額に手を当ててため息をつく。

　思えば、もっと早く気がついてもよかったのだ。

　窓から下りたエミーリアの後についてこられたのも、身体を鍛えている『王子』ならば納得だ。

　ちなみに、エミーリアはこの国の女性の基準からすると、いろいろおかしい身体能力の持ち主なので例外だ。

「それで、キース殿下はいつからご存じだったのですか？」

　エミーリアに追及されて、キースは気まずそうに視線をそらした。

「さっきださっき。聞かされるまで、全然気がついていなかった。タリム王子の方は、ウィンボーン子爵が匿うと言っていたし、本物のラティファ姫だと思い込んでいた。おそらく――全部を知っているのは父上と宰相にウィンボーン子爵、ひょっとしたらジュリア女官長くらいだろう」

「あぁぁんの狸親父！」

　貴族令嬢らしからぬ言葉がエミーリアの口から出てきたのは、二人とも聞かなかったことにしたようだった。

　公には、『ラティファ王女』が王宮に滞在していることにし、タリム王子は行方不明としておいて、タリムに女性の服を着せて王宮に招いておく。

　そしてラティファを装ったタリムは、接近する者のあぶり出しに勤しむ。

　それを考えれば、妙に無防備だったのも理解できた。ラティファではなくタリムなのだとしたら、何者かが襲ってきたとしても返り討ちにできるだろうから。

　いや、シンシアの屋敷を訪れた時には、むしろあぶりだす方向に動いていたのだろう。ストールを忘れたなんて言い訳をして、エミーリアと離れたのもそのため。

　思っていたよりエミーリアが早く戻ってしまったことと、貴族令嬢としては肝が据わっていたのも、彼らの計算違いだったのかもしれない。

　その間、本物のラティファ王女には、『アザール王国から、ダール豆の栽培方法の指導にやってきた農家の娘』を装わせて、国境近辺でダール豆を育てているウィンボーン子爵家の農場に匿っていたそうだ。

　農場の様子をアザール王国の人間が確認しに行ったとしても、ラティファも変装していたし、『王子』を捜しているのだとしたら、男性にばかり目が行っていたはずだ。

　事情はわかるが、すっかり騙されていたと思うといい気はしない。

「エミーリア嬢、落ち着け」

　右手の拳を握りしめてぷるぷるしているエミーリアの肩を叩いて、キースは懸命になだめようとする。肩を叩かれたら、なんだか落ち着いた。

「父がそんな形で協力していたとは思いませんでした」

　そうは言ったが、言われてみればわからなくもないのだ。エミーリアの父は、アザール王国との取引において太いパイプを持っている。それはもう極太のパイプだ。

　子爵家の財政が潤いまくっているのは、アザール王国との取引が増大した結果だ。本物のラティファを匿ってくれと言われたなら、父も引き受けるだろう。

　国王から頼まれたら、そのくらいのことはやってのけると思う。

　結局のところ、まだまだ父親にはかなわないということなのだろう。

「……残る問題はあと一つ、ですね」

　第二王子エリクが、国境近くに来ているらしい。彼の始末をつけなければ、タリムもラティファも国に帰ることはできない。

「それについては、ユン王子から連絡があった」

　エミーリアの目の前で、次から次へと国家の機密が明らかにされていく。これ、聞いてしまって大丈夫なのだろうか。

「あの、私もう行きますね……？」

　疲れたし、そろそろのんびり寝たい。いくら体力があるといっても、限界だ。

　逃げ出そうとしたら、がしっとキースに腕を掴まれた。

　聞きたいことはもう全部聞かせてもらったし、ここにエミーリアがいる必要はない気がする。

「エミーリア嬢、頼みがある」

「……はい？」

　頼みがあるってなんだろう。エミーリアが首を傾げたら、キースはテーブルの上に置かれていた地図を指さした。

「ルイの力を借りたい」

「……え？」

　首を傾げて見せたが、これはバレている。完璧にバレている。

　以前から、キースの前では割とぽこぽこやらかしていた。監禁されてからは隠す余裕もなかったし、ルイの「普通の鳥じゃないゾ」というのは、あちこちで見せてしまっていたのは認めるしかない。

　いくらミアンが、賢い鳥だといっても、ただのミアンと言い張るにはそろそろいろいろ厳しくなってきた気がしてならない。

「カイ達から、エリク王子が裏にいるって証言が取れたんだよ」

　さて、どう誤魔化そうと思っていたら、キースが思いがけないことを言い出した。カイ達が捕まったのはわかるけれど、忠義を持っていそうなタイプだったのに、あっさり口を割ったのか。

「尋問方法はいろいろと心得ている」

　エミーリアの視線だけで何を言いたいのかわかったのか、タリムがそう口にする。その横でキースがうなずいた。

　二人がかりで尋問したのか。何をやったのかは、想像しない方がよさそうだ。

「エリク王子が来ているだろ？　この際なんで、捕縛してしまおうと思う。こちらとしても、王太子の婚約者や侍女を拉致されたのだから、放置しておくわけにもいかないしな」

「それは、わかりますが」

　エリクはアザール王国の王都を離れ、みずからタリムを探しに来ているのだろう。ラティファを捕らえてタリムを見つけ出すつもりだったようだし。

「でもなー、こっちもそんなに多くの人数を連れてきているわけじゃない」

「……あぁ」

　そもそもエリクとキースは会談のために国境で顔を合わせることになっていた。戦になりそうな大人数を連れているわけではない。

「エリク王子がどの天幕にいるかとか、国境の向こうに大軍を潜ませているんじゃないかとか、そのあたりのことを見てきてほしいんだよ、こいつに」

「ルイ、ムリィ」

　ルイは、普通のオウムの真似を始めるが、ものすごく今さらである。だいたい、キースを瞬間移動させたことだってあったのに。

「――ベーコン一キロでどうだ？」

「乗った！」

「乗るな！」

　あっさりベーコンにつられたので、思わず横からルイの頭を指先で弾いてしまった。

　このところ、要求する量が多すぎやしないか。身体の大きさは、それほどでもないくせに。

「今さらだよねえ、キース殿下」

「お前が普通じゃないのは前から知っていたしなー」

　ねー、と仲良くキースとルイは目を合わせてうなずき合っている。

　エミーリアとルイがそれはもういろいろな情報をぼろぼろと零しすぎであったのは事実だったとしても、キースの順応力にはついていけそうにない。

「エミーリア嬢、ルイ……ルイ、殿？」

　タリムは、混乱しているようだ。

「ルイでいいよ。僕はエミーリアの可愛いペットだからね」

　可愛い？　可愛い、というよりは頼りになる、の方が正解なのだが。だってルイはエミーリアの守護天使だし、今回だって小さな身体でできる限りの手助けはしてくれた。

　ルイがいなかったら、ぶっつけ本番の一発勝負で、あんなにもうまく連携を取って動くことはできなかっただろう。

「情報を探るにしても、空からというのは誰も想定していないと思う。もしルイが力を貸してくれれば、こちらが大いに有利になる」

「でしょうねぇ……」

　この世界では、まだ気球も飛行機も発明されてはいない。丘の上や木の上のような高いところから見下ろすことはできても、ルイのように自由に空を飛んでの情報収集はできないのだ。

　もし、ルイが協力したならば、相手の隙をついて攻撃できる可能性が大きくなる。

「ちょっと、いいかしら？」

　ルイを引っ張って、部屋の隅に移動する。できることなら、エミーリアも協力はしたいのだ。カイ達実行犯には思いきり報復させてもらったが、それを命じた相手にはまだ何もできていない。

　ひとつ、気になる点があるとすれば。

「ルイ、あなた私の守護天使でしょう？　今回、タリム殿下のお手伝いをするのって、その……守護天使の仕事の本分から外れることにならない？」

「んー、そうだねぇ」

　ひそひそ。エミーリアの耳に口をよせて、ルイがささやく。

「いいんじゃない？　君を監禁したやつにお返しってことで、君を守る範囲に含めちゃっても」

　いいのか！　それってありなのか！

　思わず目を剥いたが、ルイがその解釈でいいというのなら、反対する理由はない。顔を見たこともないエリク王子とやらに、文句を言うチャンスも得られるだろうし。

「大丈夫だと思います」

「そうか。助かった」

　そう言ったキースも、頭を下げたタリムも、ルイの協力にほっとしたようだ。

「ただ、私とあまり離れると不安定になるので、できれば、私も近くまで行きたいんですが」

「僕そんなことな――」

「黙って！」

　反論しかけたルイの嘴をぴしゃりと塞ぐ。

　だって、不意に心配になってしまったのだからしかたないではないか。

　グランディール王国は平和で、今のところ近隣諸国と戦争になりそうな気配はないが、空から得た情報というのは、こちら側にとって非常に有利になる。

　毎回のように、ルイを当てにされるのは困る。どこかで、線は引いておかなければ。

　貴族令嬢であるエミーリアを現場に出すわけにもいかないから、これで線は引けたはず。今回だけは、例外ということで。

「……近くまででいいんです。ルイを制御するには、私が近くに行かないといけません」

「わかった」

「だが、キース王子――」

　タリムは反対しかけたけれど、キースは片手で彼を制止した。

「すぐに出る。行けるか？」

「行きます」

　シンシアが貸してくれた乗馬服に着替える。エミーリアは、馬には乗れないので、キースの馬に同乗だ。

　騎士達に囲まれ、夜の闇に紛れて動き出す。

（……近い、な）

　一頭の馬に同乗しているから当然だが、キースとの距離が非常に近い。彼の体温を身近に感じてしまう。

　片手を離し、胸に手を当てる。キースからもらった便箋は、制服から着替える時にしっかりここに移動させた。

　大丈夫だ、大丈夫。再会した今でも、これはまだお守りになっているみたいだ。

　――認めたくはなかったのに。きっと近いうちに、自分の本当の気持ちに向き合うことになるのだろう。

「よし、ここで待機」

　キースの合図に、皆、馬から下りる。

　昨日から動きっぱなしなのに、奇妙に疲れを感じない。

　騎士達から少し離れたところに行ったエミーリアは、ルイが戻ってくるのを待った。騎士達には、「ルイはとても賢いミアンだ」と伝えてある。

　ルイは鳥目だから、闇の中では見えにくいが、このぐらいの明るさがあれば大丈夫だろう。

　完全に太陽が昇った頃、ルイが戻ってきた。素早く地面に下り、脚の爪でそこをひっかく。

「ここに見張り、ここにも見張り、それから、エリク王子がいるのはこの部屋ね」

　国境近くの宿を一件借り上げて、エリク達はそこに滞在している。エリクは景色のいい一番いい部屋ではなく、奥まった部屋にいるようだった。

「ああ、そうそう。少し離れたところに、柄の悪いやつがいる。前の騎士団長と似た臭いがするやつら」

「……それって、悪者ってことよね」

　エミーリアは、ルイから聞いた情報を素早くノートに記す。ルイの話が終わるのを待って、キース達の方へと戻った。

「エミーリア嬢、どうだ？」

「……こんな感じみたいです」

「ウィンボーン子爵令嬢、なぜわかる？」

　キースと共に来ていた騎士の一人がエミーリアに問う。エミーリアは、肩にとまっているルイの頭を撫でた。

「この子には、いくつか合図を教えてあって、私はその合図を組み合わせて解読しているんです」

　キースが噴き出しそうになっていたので、エミーリアはじろりと彼の方を見やる。合図ではなく、直接言葉でやり取りしているのをキースは知っている。

「よし、行ってくる」

　キースが合図すると、タリムも含めて騎乗する。エミーリアは、ルイを含めた少数の護衛と共に王家の別荘に戻ることになっている。

（……私はついていけないってわかっているけれど）

　エミーリアはルイの『合図を解読する』ためにここまで来たのであって、これ以降はついていけないのだ。

「――お帰りをお待ちしていますね」

「たいした危険はないさ。行ってくる」

　キースとエミーリアの視線が一瞬だけ、絡み合う。いたたまれなさに、先に視線を落としたのはエミーリアだった。

「ご協力、感謝する。エミーリア嬢」

「殿下も、お気をつけて」

　タリムの国のことであるから、当然タリムも行く。というか、彼は先頭に立って、エリクを捕らえねばならない。

「なんだかなあ」

　一行の姿が見えなくなるまで見送ってから、エミーリアはため息をついた。

　認めるしかないではないか。

　不安だ。とても不安なのだ。

　キースが無事に帰ってくるかどうか、ものすごく不安だ。

　別荘に戻っても、落ち着くことはできなかった。横になって休む気もなれずに、そわそわとしてしまう。

「僕、様子見てこようか？」

　室内を歩き回っているエミーリアを見て、ルイがそんな提案をしてくる。ルイは肩の上にずっといるわけなのだが。

「見てくるって、あなたも疲れてるでしょう？」

「今日はよく働いたんだけどさ、最近力が増している気がするんだよねぇ。もうちょっと頑張れると思う」

「お願いしてもいい？」

　返事の前に、ルイは飛び立っていた。窓から勢いよく飛び出していくと、そのままキース達の後を追っていく。

　キースが強いのは知っている。タリムもまあ大丈夫だろう。

　それでも、こんなにもキースが気になってしかたない。こんな気持ちになるなんて、初めてのことだった。

　どのぐらい不安を抱え、窓辺に立っていたのかわからない。

（あー、ぜんっぜん問題ないね！）

　不意に頭の中にルイの声が響いて、エミーリアは飛び上がる。しんみりした気持ちが、どこかに行ってしまったではないか。

「全然問題ない？」

（ないない。エリク王子？　彼がいる部屋まで一気に入り込んで捕縛。彼と一緒にいた騎士達は、王子が捕らえられたの見て降参したー）

　ルイは力が強くなったようなことを言っていたけれど、たしかにそうかもしれない。少し前まで、こんな風に離れていたら会話することはできなかったから。

「……よかった」

　そんな言葉が漏れた。あとは、タリムとラティファを国に送り返せば一件落着である。

（……あ、キース殿下とタリム殿下、まだ足りないみたい。てーか、キース殿下やるなあ。『闇の翼』の残党、おびき寄せてるじゃん）

「は？」

　犯罪組織の残党を、エリクのところにおびき寄せているってどういうことだ。たしかに、手を結んでいるらしいという噂はあったけれども！

　組織の中枢メンバーは以前捕らえているから、たいして力のある者は残っていないかもしれないが、それにしたって王子二人が突っ込んでいくなんてどうかしている。

（エミーリア、心配する必要はないよ。相手は、大した訓練も受けてないんだから。キース殿下とタリム殿下だったら、全然問題ないって！）

「それは、わかってるけど！」

　ルイはのんきなものだが、エミーリアは心臓がどきどきしっぱなしである。自分は何もできないというのが、こんなにも歯がゆいものだなんて想像したこともなかった。






　キース達が戻ってきたのは、結局昼過ぎになってからだった。

　慌ててエミーリアが外に出た時には、元凶であるエリクがちょうど荷車から降ろされたところだった。

「……会談を理由にここまで来て、従姉妹を誘拐しようとしたのがこの方ですの？」

「ち、違う！」

　エミーリアは、エリクを睨みつけた。

　引き立てられて連れてこられたエリクは、一応着替えの時間は与えられていたらしい。キースやタリムは早朝踏み込んだのに、きちんとした服装に着替えている。

「未来の王太子妃を誘拐しようとしただなんて、グランディール王国にとって許しがたいことですわね……」

　頬に手を当てて、深々とため息。ついでに、エミーリアの肩の上でルイもため息。

　エリク王子の部下だったカイ達の本命はラティファ王女――あの時はタリムの変装だったわけだが――なのはわかっているが、王女は国賓として滞在中なのだから国家主権の重大な侵犯だ。さらにこの国の王族に準じる地位にあるクリスティナを狙ったと罪を追加しておこう。誘拐されたのは事実だし、重ねられた罪の重さに震えればいい。

「違う、俺は、タリムの居場所を吐かせようとしただけで」

「まあ、恐ろしい。クリスティナ様を拷問しようと？」

「そうではなく！」

　わかってはいるが、意図的に話をすり替えてやる。

　じっとりとした目でエリクをにらんでやれば、彼はだらだらと汗をかき始めた。

　たとえ自国の人間でも、他国の保護下にある者に手を出すのがどんなに危険か、ようやく認識したのだろうか。認識したところで、今さらだ。

「エミーリア嬢、そのあたりにしてやってくれ。もちろん、その件についても我が国からきちんと謝罪と賠償を――」

　タリムが困った顔をしているので、エミーリアも矛を収めることにした。今のは、エリクに対するささやかな嫌がらせだ。

　何日も監禁したのだから、このぐらいの嫌がらせは許してほしい。

「キース殿、この男はどこに連れていけばいい？」

　拘束されたエリクを連れているのは、タリムである。他の者はともかく、エリクだけはタリム自身で連れていきたいらしい。

「すぐに案内させる」

　タリムがエリクを連れて引き上げた後、キースはエミーリアの方へ向き直った。

「何か？」

「いや……よくやった。グランディール王家を代表して感謝する」

「困ります、そういうの。だって、私は、自分の仕事をしただけですから」

　女官の仕事が多岐にわたるとはいえ、その範囲からは思いきり逸脱していた。

　要人の護衛だの、別荘からの脱出だの、おまけに大捕り物まで。どれも、本来は専門家に任せるべきものだ。

「エミーリア嬢の奮闘がなかったら、もっと時間がかかっていたと思うぞ」

「私一人の手柄ではないです。グウェンダリン嬢もクリスティナも……彼女達がいなかったら、きっとどこかで失敗していたでしょう」

　あの時、グウェンダリンがクリスティナの代役をとっさに果たしていなかったら、エミーリアはグウェンダリンを戦力としては考慮しなかっただろう。

　クリスティナの侍女になった目的がどこにあるのか、女官となって初めて顔を合わせた時に堂々と宣告されたし。

『ハーバートン侯爵家は、王家に忠誠を誓っているの』と、なんのためらいもなく言ってのけたのには驚いた。侍女になった目的を考えたら、そこまで腹をくくっているとは思えなかったから。

　その後、どう行動すべきか考えるのを丸投げにしてくれたのはどうかと思うが、彼女は自分のやるべきことから逃げなかった。

　いざという時は未来の王太子妃のために身を投げ出す覚悟があるとその行動で示し、実際、脱出の最中、一番奮闘していたのはグウェンダリンだった。

　気が合わないのは否定できないので、今後も親密な友情を築くことはないだろうが、とっさの判断力と行動力には敬服すべきところがある。

「あとでハーバートン侯爵令嬢にも礼を言っておく。兄上の婚約者をよく助けてくれた、と」

「喜ぶと思います……デートに誘ったらもっと喜ぶって付け足そうとも思ったのですが」

「お前なあ……俺の前でそれ言う？」

　キースは眉間に皺を寄せる。やはり、今のはなしだったか。エミーリアは小さく笑った。

「そうですね、言えませんね」

　正直に認めてしまうのは悔しい。ものすごく悔しい――けれど。それに、ものすごく自分勝手で我がままだ。

　キースが惜しみなくくれた言葉を、全部軽いものにして、冗談だと思っているふりをして、できる限り受け流してきたのに。

　エミーリアは、服の内側に隠していた便箋を取り出した。

　三日間、何度も開いたり閉じたりして読み返していたから、完全によれよれになっていた。この便箋をお守りみたいにして、なんとか乗りきった。

　自分の力で、どこまで行けるのか見てみたい。その気持ちを忘れたわけではない。

　けれど。

　ここまで来てしまったら、自分の気持ちを誤魔化せなくなった。

「私の負けです、殿下」

　自分で言って、顔から火が出ると思った。思えば自分から想いを言葉にしたことはなかったような気がする。前世の分を含めても。

「私、いつの間にか殿下のことを好きになっていて、殿下のことを頼りにしていたみたいです。私の気持ちは、とっくに殿下に向いていました」

　今までのエミーリアに対するキースの態度は、近すぎた面は否定できないにしてもエミーリアへの好意はちゃんとわかるように伝えてくれていた。

　キースが、ゆっくりと口角を上げる。

「女官長になる夢は諦めるか？」

　どうして、こんな時にそんなことを言うのだろう。キースへの気持ちを認めるのは、この夢を諦めるのに等しいのに。

（婚約破棄されたから、急に思い立ったのは否定できないけど）

　最初は、単なる反動みたいなものだった。父の言うまま生きてきた十八年。

　自由の身となったのだから、一回ぐらいは自分の好きなことをしてもいいのではないか、と。

「待ってもらえます？」

　右手の指を大きく広げ、キースの前に突き出した。エミーリアが彼に見せたのは五、という数。

「待つ？」

「五年、待ってもらえますか？　五年できっちり実績作って、堂々と殿下のところに行きますから」

　たしかに、今のエミーリアは引く手あまたの優良花嫁候補だ。だが、それはあくまでも『貴族の夫人』としてのもの。

　妃教育に参加はしたものの、侍女として参加した令嬢が妃になった例は、今のところ存在しない。今のままエミーリアがキースに嫁いだなら、反対する者は間違いなく多い。

「五年？　五年でどうにかなるか？」

「どうにかしますよ。そのぐらいできなければ、殿下の隣には立てないでしょう？」

　自信満々に見えればいいと思いながら微笑む。新たな目標に挑むのも、悪くない。
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　一行が王宮に戻ったのは、事件から一週間ほどが過ぎた後のことだった。

「やれやれ、やっと帰れるねえ」

「そうね。いろいろあり過ぎたわ」

　エミーリアの膝の上でくつろいでいるルイだが、普通の鳥ではないのがバレているのはもう諦めた。

「派手に動きすぎたわよねえ、今回のルイは」

「今回は諦めるしかないでしょ」

　男性の格好にもどったタリムは馬に乗っているし、クリスティナとグウェンダリンは疲れきっているようで、二人ともぐっすり眠っている。

　王家の馬車は、本当に乗り心地がよくて楽だ。馬で行くことを選んだシンシアは、馬車の少し後ろにいる。

（王族、かぁ）

　戻る直前、キースに気持ちを伝えた。素直な言葉ではなかったけれど、今のエミーリアにはあれが精一杯だ。

「大丈夫、いざとなったら全員の記憶消すから」

　鳥のくせににやりとするルイが怖い。それは聞かなかったことにして窓の外を見ていたら、こちらを見ているタリムと目が合った。

（エキゾチックイケメン……！）

　ラティファの時は美人さんだと思っていたが、男性の服装に戻った今は美男子である。

　エミーリアのタイプか否かというところはまた別問題だが、彼が王宮に姿を見せたなら、令嬢達が大騒ぎすること間違いなした。

「ほら、王宮に着くわよ。二人ともそろそろ起きなさいな」

「ふぁい……」

「顔、しゃきっとさせて！」

　寝ぼけているクリスティナをたたき起こし、大急ぎでメイクを確認する。

　グウェンダリンの方はさっさと起きて、クリスティナのドレスを直してくれていたので安心した。

　馬車が王宮に戻った時には、クリスティナもしっかり目を覚ましていた。笑みを浮かべながら馬車を降りる。

「――クリスティナ、無事でよかった！」

「皆が助けてくれたので、怖くありませんでした」

　再会そうそう、クリスティナを抱きしめているジャレッド王太子からは視線をそらす。

　ジャレッドは、武力によらずエリク王子を足止めするために、キースと入れ替わってアザール王国側との会談に臨んでいたからこちらに来ることはできなかったのだ。

　グウェンダリンとシンシアの二人に出迎えに出てきてくれたメイリーがそこに加わって、どうやら監禁されていた間のことが話題に出たようだ。

「お帰りなさい。任務、お疲れ様でした――後で、覚悟しておきなさいな、あなた……というか、今すぐ歯、食いしばれ」

「……へ？」

　女官長の言葉に、エミーリアは目を丸くした。

　出会い頭に、それはもう勢いよく、女官長はゲイルの頬に拳をたたき込んでいた。

「……わかった。今回の件は俺の失態だ――国王陛下にも報告してくる」

　出迎えてくれた女官長は、ゲイルにかなり怒っているみたいだ。

　拳が頬にめり込んだ時、ものすごい音がしていたけれど、ゲイルは頬を一つ撫でただけで立ち去っていった。

（女官長……！　今、右手、グーでいったよね？）

　このあたりについては、エミーリアの割って入れる領域ではないので、見なかったことにしておく。というか、なかなかいいパンチだ。

　女官長になるには、肉体的にも鍛えなければならないらしい。

（……これで、一件落着、かな）

　ようやく王宮に戻ってこられて肩の荷が下りたような気がする。馬車の中では、エミーリアの膝の上にいたルイは、いつの間にか姿を消していた。

　さて、女官の仕事部屋に行って、さっさと報告書を書いてしまおう。

　新たな目標に向かって、キリキリと働く必要がある。でも、仕事は嫌ではない。むしろやる気に満ちていた。
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「いろいろと、世話になった。まだ油断はできないが、国に帰ってやるべきことをやろうと思う」

　長身を屈めてエミーリアに礼を言うタリムに、鮮やかなアザール王国の衣服がよく映えていた。

「そう言えば、カイさんはどうなるんですか？」

　向かい合ったタリムに、たずねてみる。

「彼は兄の手の者だから、国に帰ってから証言させることになる。」

「……なるほど」

　捕らえられた時、「お役目だ」とカイは言っていたけれど、エリク王子直々の命令であればお役目なんてたいそうな言い方をしていたのもわかる。

「何はともあれ、無事でよかったです。タリム殿下もお元気で。次にお会いするのは、ジャレッド殿下と従姉妹の結婚式ということになるでしょうか」

「殿下、そろそろ出立しますよ」

　向こう側からサイデルが呼ぶ。待つように、と手で合図してからタリムはエミーリアの方へ向き直った。

　エミーリアを真剣に見つめ、そして彼はエミーリアの両手を取った。

「どうか、私の国に来てはいただけないだろうか――我が妻として」

「は……いぃぃいぃ？　だめ、無理、ムリですって！」

　いや、この状況ってどうなのだろう。

　公衆の面前で手を取られて……プロポーズされた！

　タリムに両手を取られたまま、その手を引き抜くこともできずにエミーリアは固まっていた。

　無理無理無理、無理、絶対、ムリ！

「結婚を考えていないわけではないとあの時言っていただろう。わが国は、優秀な人材を必要としている」

「……あの、まさかそれって、ルイ欲しさじゃないですよね？」

「それも否定しないが」

「そこは否定しましょうよ！　嘘でも！」

　おまけか。ルイのおまけか！

「あなたの決断力、体力、発想力は素晴らしい――王太子として立つ際には、ぜひあなたに隣にいてほしい」

　こちらを見るタリムの目は、真剣そのもの。求婚は、冗談で言っているわけではないと伝わってくる。

（……あ、やる気になったんだ）

　両手を握りしめられたまま、頭の後ろの方でそう考える。エミーリアの目をのぞき込む、タリムの目。

　――国外の貴族、それも新興貴族の娘にいきなり求婚はまずいのではないでしょうか、殿下。

　そう目で訴えてみるけれど、タリムは気にした様子も見せない。

「エミーリア殿なら……暗殺者も蹴り倒してくれそうだし、いいかもしれませんな」

　と、横でサイデルがうなずいているのも怖い。

（いや、困るって、その発想――！）

　たしかにタリムと過ごした時間は濃密であったが、そういう意味で気に入られるとは想像もしていなかった。そもそも、あの段階では女性と思っていたわけで。

「タリム王子、それは困る。エミーリアは、俺が求婚済みだ」

　と思っていたら、もう一人割り込んできた。所有権を主張するかのように腕の中に抱え込まれて、エミーリアは悲鳴を上げる。どさくさ紛れに呼び捨てにされているし。

「まだお受けしてません！」

　とっさに割って入ってくるキースに、何やってくれているのだと視線で問い詰めるが、彼はそれを気にした様子は見せなかった。

　ついでのようにタリムの手からエミーリアの手を引き抜いてくれたのは、ありがたいけれど。

　求婚はまだ受けていない。五年待ってくれとお願いしてある。

　五年たてば、エミーリアは二十三歳。前世の基準からすれば、早めの結婚ということになる。この世界では行き遅れもいいところだが、できれば結婚は二十代になってからと思うのだ。

「いい人がいればと言ってたぞ、キース殿」

「あー、それはですね……」

　タリムと話をしてから事情が変わったので。エミーリアが口を挟もうとするが、その隙はまったく与えられなかった。

「求婚は、俺が先だ。約束もした」

　まさか、王子二人に求婚されるとは思っていなかった――これは、ある意味乙女の夢――そうではないと自分に突っ込みを入れる。

「ごめんなさい、どちらも無理です！　キース殿下も、お時間をくださいってお願いしましたよね？」

　エミーリアは二人の求婚をなかったことにした。思いきり拳を突き上げて主張する。

　そう、目指すは王宮の裏ボスだ。

　五年、待ってくれとお願いした。そして、キースもそれを受け入れてくれたのだからもう少し待ってほしい。

「あらあら、たくましいこと。では、キース殿下、タリム殿下。そういうことで、うちの者はこちらで引き取りますね」

　二人の間に割って入ったジュリア女官長が、にっこりとしてエミーリアをその場から引きずり出してくれた。

「ありがとうございます、助かりました」

　エミーリアがお礼を言ったら、彼女はにやりとした。

「タリム殿下が後継者争いに勝ち残ったら、アザールに行く外交官に同行させてもらうのもいいかもしれないわね……女官の本来の任務とは外れるけれど、私も一度、国外に送り出されたことがあるわ」

　それを聞いたエミーリアの背中を、冷たいものが流れ落ちた。この人、エミーリアを全力で利用するつもりでいる！

　さすが女官長、王宮の裏ボス。転んでもただでは起きないどころか、徹底的に利用し尽くすつもりでいる！

「は……はは、頑張ります……！」

「でも、そうね。タリム殿下が即位なさるのなら、エミーリアに嫁いでもらうのもいいかも……それはそれで使い道が」

　ジュリア女官長の目は本気だ。キースを五年待たせている間に、どこか別の国に嫁がされていたらどうしよう。

「女官長！」

「ジュリア殿！」

　エミーリアをしっかり腕の中に抱え込んだ女官長に、キースとタリムが食ってかかる。

「エミーリアには仕事があるんです。こちらで引き取りますと申し上げましたよね？」

　笑顔一つで、彼女は王子二人を黙らせた。さすが、王宮を牛耳る裏ボスである。

　すかさずその場から離れながら、彼女はエミーリアにささやいた。

「五年殿下を待たせて、実績を上げるのでしょう？」

「……え？」

　その話、どこで聞いた。

　キースとしか会話をしていないのに、なぜ、女官長の耳に届いているのだ。女官長の情報収集能力が、恐ろしすぎる。

「さあて、エミーリア。私は、殿下の味方ですからね？　あなたにもビシバシ行くから、覚悟なさいね」

「ええ、覚悟します！」

　エミーリアはぴしりと手を上げる。

　肩越しにキースを振り返れば、こちらに手を上げるのが見えた。エミーリアも手を上げて彼に返す。

　どうやら、これからますます忙しくなるらしい。

　でも、きっと望む未来を掴めるだろうと、エミーリアは確信していた。
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【電子版限定ＳＳ】

◇◇◇　五年後の約束に向けて












　エミーリアは、書類を手に王宮の廊下を急ぎ足に歩いていた。すれ違った役人が、軽く会釈してくる。少しだけ歩く速度を落として会釈を返す。と、そこで呼び止められた。

「ウィンボーン子爵令嬢、今度、時間をとってもらえないだろうか」

　声をかけてきたのは、役人として王宮に出仕している男性であった。

　たしか、エミーリアより二年前に試験に合格した人。なかなかのやり手であるという噂は、エミーリアも聞いている。

　以前は、父の仕事のことも、社会の情勢についてもあまり詳しくなかった。元の婚約者と話を合わせられればそれでいいと思っていたから。

　だが、今は違う。女官になった。そして、五年でキースの隣に並んでも、文句は言われないだけの実績を上げたいとも思っている。

　もちろん、宮中の人間関係についても、せっせと学んでいるところだ。

「ご用件は？」

　書類を抱えたまま、問いかける。

　相手がエミーリアに声をかけてくる理由がわからない。業務上のことならば、具体的な日付の指定があるだろう。そうしないということは、プライベートの問題である可能性が高い。

　父と縁を持ちたいという要望か、それともエミーリア自身に対する興味か。

「……それは、ここで話せるようなことでは」

　なるほど、プライベートの方だった。それも、エミーリア本人に対する興味の方。

　相手の表情からすると、恋愛に関するあれこれではなく、どうにかエミーリアを利用できないかと考えているようだ。従姉妹が王太子妃になるエミーリアの利用価値は高い。

「……時間をとるのは難しいと存じます、では失礼」

　相手の返事も待たずに歩きだそうとしたら、腕を掴んで引き留められた。この人、ここがどこだかわかっているのだろうか。無理に腕を掴んで引き留めるなんて。

「何か？」

　じろりと相手をにらんでやる。残念ながら、ここに頼れる相棒であるルイはいない。だが、このくらい一人で撃退できなければ。

「話を聞くぐらいはいいだろう」

「何をお話ししたいのかわからないのに、のこのこ出かけていけません。それに、私は、畏くも王太子殿下へのお届け物をおおせつかった、ご奉仕の最中です。殿下をお待たせするわけにはいきません」

　これは嘘ではない。

　王太子と従姉妹の結婚式の準備が本格的に始まったのだ。挙式までは一年ほどあるが、ウエディングドレスの発注をしなければならないし、そのあとの宴でまとうドレスだって必要だ。それらに合わせた宝飾品も。

　招待客の選定もしなければならないし、選定したら招待状の発送もある。会場の警備の手配に、清掃の手配、料理に――と、準備しなければならないことは山盛りなのだ。

　最終的には当事者達の確認は必要だが、それ以前にやらねばならないことはたくさんある。

　相手が掴んだままの腕を、勢いよく払いのけた。まさかか弱い女性に、手を払われると思っていなかったのだろう。相手の顔が歪む。

「レイモンド・ディール伯爵 令息……次はないようにお願いしますね」

　殴るわけにもいかないので、言葉だけにしておく。相手が何か言いかけたところで、向こう側からキースがやってきた。

「遅いぞ」

「失礼いたしました。こちらが、お届け物です」

　予定の時刻を過ぎても必要書類が届かなかったからか、キースが途中まで迎えに来てしまった。王子殿下の登場に、ディール伯爵 令息も引き下がることにしたようだった。

　キースと並んで歩きながら、王太子の執務室を目指す。

「……悪かったな」

「何がです？」

　キースが、不意に謝罪してきた。彼に謝られる理由がわからないので、首をかしげる。

「俺が、エミーリアに興味を持っているのが広まっている、今も絡まれていただろう」

「今さらですよね？　それ」

　キースがエミーリアに興味を持っているというのはよく知られている。少なくとも、王宮に出入りできる身分の者なら知っている。

　キースにも隠す気はなかったようだし、今さらである。

「謝らないでください、殿下。これも試練ですよ、試練。殿下の隣に立ったら、私を利用しようとする人はもっと増えるでしょうしね」

　五年は長いようで短い。エミーリアがやらなければならないことはまだたくさんあるのだ。

「……だがなー」

　キースは、渋い顔になった。

　たしかに、彼がエミーリアへの好意というか好奇心というかを隠さなかったせいだというのは否定できないのだが。

「それなら、ケーキをおごってくださいな」

「ケーキ？」

「父がカフェをオープンさせたんですよ。ラティファ殿下のご尽力で、アザール王国のスイーツのレシピをいただいたので、今まで国内にはなかったケーキが何種類もあるんです」

　隣国からやってきたタリム王子とラティファ王女は、無事に国に帰っていった。今は、荒れた国の立て直しに、他の兄妹ともども奔走しているところだそうだ。

　この国との取引を強化したいというわけで、アザール王国からはたくさんの品々が入ってくることになった。その中でも、特にスイーツに力を入れているウィンボーン子爵家に、レシピを提供してくれたのである。

「……つまり、デート」

「そういうわけじゃないですよ？」

　真顔で言われて、顔が熱くなる。言われてみれば、デートに近いかもしれない。エミーリアが気づかなかっただけで。

「な、慣れるのも大事ですよね、きっと」

　今から五年後、彼の隣に立つのなら。デートぐらいはするだろう、たぶん。

「さて、ここからは仕事です。頑張りましょう、殿下」

「そうだな」

　ちょうどジャレッドの執務室の前に到着したところだ。二人そろって意識を切り替える。その前に、こっそり笑みを交わし合って。

　五年後も、こうして共にいられればいいと願う。きっと、エミーリアが慢心しなければ、その願いはかなうだろうと思った。









本書は、『婚約破棄されたので王宮の裏ボス目指します！』（２０１７年５月アルファポリス刊）及び『婚約破棄されたので王宮の裏ボス目指します！２』（２０１７年12月アルファポリス刊）を大幅に加筆修正のうえ、全３巻に再編集しました。
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